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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　映像には、人間の男女が二人。

　女の方がカメラに向かってボードを見せている。そこには「実験レポート42」と記されていた。

　ボードを机の上に置くと、今までそのボードで隠かくされていた背後の景色が見える。どこかの研究室のようだが、床ゆかには魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、それ以外の器具はない。

『これから最後の実験を始めます』

　男の方がカメラに向かって、そう話しかけた。

『実験ではなく、実じつ践せんになるけど。でも、いろいろ検証した結果、こうするしか道はないと分かった。もはや僕たちにまっとうな方法を選ぶ道はない』

　細身の優やさ男おとこ。柔にゆう和わな顔立ちだが、目だけは確固たる意志の炎ほのおを燃やし続けている。彼はＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の制服のポケットから写真を取り出すと、一度だけそれを見た。

『でも、それでいいと思うの』

　女の方が男に語りかける。

『たとえ悪い方法でも、あらゆる可能性を模も索さくしていった結果だもの。きっと私たちは後世に語り継つがれる大罪人になるかもしれない。その覚かく悟ごはできています』

『うん。しょうがないよ』

　二人で苦く笑しようする。

『君の影えい響きようかもね、アバドン』

『……ふん』

　彼らが見ているのは、部屋の隅すみの影かげ。

　影が動いている。まるで闇やみそのものが意思を持っているかのようだ。

『もうすぐ、実験結果が出る。そうなったら君との契けい約やくは終わりだ。本当にありがとう』

『吾わが輩はいは何もしておらぬ。ただ貴様らの言うとおりに提供しただけだ』

『成功すると思うかい？』

『さぁな』

　男の質問に、闇が答える。

『何をもって成功とするかだ。貴様ら人間は、ベルゼブブの軍勢を退ければそれで良いのだろう？　仮にこの実験とやらが失敗しても、おそらく同じ結果になるだろう』

『そう、失敗しても僕たちが死ぬだけだ』

　気楽に言う男と、それを見て笑う女。退魔士である彼らには、すでに覚悟ができているのだ。

『だからアバドン。万が一の時のために、君に頼たのみたい』

『契約は終わったはずだが』

『契約じゃない。友達としての頼みだ』

『誰だれが貴様と友達になった』

『もしも僕たちが死んだら、僕たちの子供を守って欲しい』

『……？』

　影が動どう揺ようしている。

『名前は月げつ斗とと雪せつ伽か。僕や地ち鶴づるさんに似てるんだ。もうすぐ七歳になる』

『待て天あま人と、勝手に話を進めるな。吾輩は了りよう承しようした覚えはない』

『常つね日ひ頃ごろから見守る必要はない。子供たちに本当の危機が迫せまった時、ちょっとだけ手助けしてくれるだけでいいんだ』

『悪ひ魔との話を聞け！　吾輩は知らんぞ、そんなもの！』

『フフフ、よろしくねアバドン』

　女の方が影に触ふれようとする。

『地鶴まで同意見なのか！　貴様ら、吾輩を誰だと思っている!?』

『世界で一番信用できる悪魔だよ』

『冗じよう談だんではない！　貴様らの都合のいいようにこき使っているだけではないか！　吾輩は絶対にやらんぞ！　契約外の仕事など、魔王にさせるな愚おろか者が！』

　どれだけ影が罵ば倒とうしても、二人は笑っているだけ。

　いつか影が折れるのを確信しているような笑え顔がおだ。

『まったく──』

　そして影は、一言こう漏もらすのだ。

『とんだアクマだな、貴様らは』







　Page1　機密事項

　秘匿案件第○号／防衛システム







　モニターに映るのは、惨さん劇げきの現場。

　魔王サタンが何者かによって殺されるシーン。

　巨きよ大だいなスクリーンが伝えているのは、フィクションの世界ではない。

　今の僕は人類の代表として魔王と交こう渉しようすべく、退魔省の本庁に足を踏ふみ入れている。与あたえられた力と、僕の望みを実現するために、大きな会議を行うつもりだった。

　それなのに、現実は違ちがった。

「こ、これは……！」

　会議室のモニターに映し出される、魔王の死体。

　それが全すべて黒い霧きりになり、一点に吸い込まれる。

　魔王の死体を吸収──いや、喰くっている。

　およそ人間界でも魔ま界かいでも成し遂とげられない魔王殺しという大罪をやってのけたのは、小さな人型の悪魔。

　髪かみは長く、背は低め。スレンダーな身体からだに、僕が一番好きな顔。

「どうして……？」

　今まさに僕の隣となりにいる、雪せつ伽かとまったく同じ姿をしていた。

「なんで、私に──？」

　口元を押さえる雪伽。

　そんな事はない、この世で雪伽が一番可か愛わいい。雪伽とは似ても似つかぬ別人だ──そう彼女に言いたかったけど、多分世界で一番彼女の事を知っている僕が断言する。あのモニターの中にいるやつは雪伽とまったく同じ顔だ。

　黒く染まる衣装を着たそいつは、モニターの中に存在する黒い霧を全て食べ尽つくすと、大きく息を吐はく。その呼吸に強大な魔力がこもっているのが、ただの人間の僕でも分かる。ビルのように巨大なサタンを収容していた魔王城のホールが、その呼吸ひとつでボロボロと崩くずれていくのが分かる。

　そして、彼女がこちらを見た。

「え？」

　今観みている映像は、協力者であるルシファーの放った天使が見せているものだ。あの悪魔がカメラのような役割を果たす天使に気づいたようだ。

「おい気づかれたぞルシファー！」

　机の上のカグラが怒ど鳴なる。

『仕方ありません。映像はここまでの──』

　ルシファーが何か言いかけた時、画面の向こうの彼女の目が光った。

　すると画面いっぱいに血のような赤い液体がかかり、映像を途と切ぎれさせる。監かん視し用天使が攻こう撃げきされたのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。ルシファーが送ってくれた映像もここまでのようだ。

　会議室にいる全員がため息をつく。

『な──こ、これは』

　スピーカーから聞こえるルシファーの声がおかしい。ノイズが混じったようになり、声そのものも乱れている。

「どうしたルシファー!?」

『わ、私のシステムに介かい入にゆうを──あの悪魔が──逆にハッキング──』

　ノイズに混じって聞こえるルシファーの悲鳴。

　まさかあの監視用天使を中ちゆう継けいしてルシファーに攻撃しているのか。退魔省の全てのデータベースを管理し、七ナナ星セ降こう霊れい学園のシステムを構築したルシファーに、電子戦で攻撃を喰らわせる事ができる存在がいたなんて。

　僕が知る限り電脳の世界を知っている悪魔なんてルシファーしかいない。他ほかの悪魔は魔界と人間界で、物理的な力を使う事しかできなかったのに。

「そうか……あいつ、喰ったな」

　カグラがそう唸うなる。

「喰った？」

「あのカメラのような天使を喰ったのだ。そして天使の中の情報を我が物とした」

「食べて、力に……！」

　まるでカグラと同じような能力じゃないか。

　いや、それ以上かもしれない。あの監視用天使は、いわばルシファーの手先。ルシファーの数万分の一の強さもない下級天使なのに、それを食べただけで魔王ルシファーに攻撃できる方法を会え得とくしたというのか。

　学習する事を「吸収」に喩たとえたりするけど、あの雪伽に似た悪魔はおそろしい吸収力を持っている。

　そもそも魔王サタンを殺すだけの力を持っていながら、今までこの悪魔は何をしていたのか。まさか昨日今日生まれたわけでもないだろうに。

　どれくらい強いのか、なぜ強いのか、いつから現れたのか、どうして雪伽に似ているのか、何を企たくらんでいるのか──

　これまで謎なぞの多い悪あく魔まと接した事は何度もあるが、これはケタ違ちがいだ。

　だって悪魔の事なら何でも知っている魔王ですら知らないなんて。その証しよう拠こに、今のカグラはかつてないほど動どう揺ようしている。どんな敵にだって高笑いをするあのカグラが、真っ赤に染まったモニターを歯ぎしりしながら睨にらんでいるではないか。

「あれは……あの悪魔は！」

　会議室に集まった政務官たちも動揺している。

　が、どこか様子がおかしい。未知の悪魔を前にしたとは思えないほど落ち着いている。いや、慌あわてている事は確かなんだけど、まるでその存在を知っていたかのような雰ふん囲い気きだ。

　いったい、あの悪魔は何なんだ。

　ただひとつだけ分かるのは、魔王サタンとの交渉は永遠にできなくなったという事。

　今後、僕はどうすれば──

『──申し訳ありません。システムの障害を復旧しました』

　ルシファーの声。

「フン。あの程度でくたばる天使ではないか」

　苦く笑しようするカグラに、

『電子戦で来る事は予想外でしたが、私のファイアウォールを突とつ破ぱするには不十分な攻撃でした。力は強いですが、技術は発展途と上じようですね』

　しれっと答えるルシファー。安心はしたが、まったく油断できない状じよう況きようだ。

『サタンを殺害したあの悪魔についてですが、こちらのデータに照合した結果、既き知ちの悪魔に該がい当とうします』

「……つまり、ルシファーも知ってる悪魔なの？」

『はい。あの悪魔についてですが──』

　てっきりルシファーが答えてくれるかと思ったのだが、

『これは人間のみなさんが答えるべき案件だと判断します』

「……うむ」

　苦い顔で頷うなずいたのは、日ひ比び野の政務官。今、この場にいる中でもっとも偉えらい人物。つまり人間界の悪魔を討とう伐ばつする立場では、もっとも裏事情に詳くわしいとも言える。

「ルシファーの言う通りだ。我々はあの悪魔を知っている」

　会議室がざわめく。

　日比野政務官以外の人たちの反応はまばらだ。驚おどろく人もいれば、同じように苦い顔をする人もいる。事実を知っているかどうかではなく、それを僕たちに話したという事が大きいのだろう。

　僕が促うながす前に、日比野政務官は語り始めた。

「ルシファーが計画していた『捌はち号ごう防衛システム』。これは説明する必要はないね？」

　ゲートを越えてくる悪魔に対し、天使を召しよう喚かんして迎げい撃げきするというシステム。僕はこのやり方では平和を取り戻もどせないと思ったから、ルシファーを止めたんだ。

「力に対し、より大きな力で、かつ自動的に対たい抗こうする作戦はこれが初めてではない。かつて何度も繰くり返してきたのだよ」

　捌号という名前がついているのだから、八番目に作られたシステムだというのは分かる。

　そこまで考えれば、結論を導き出すのは簡単だ。

　悪魔に対抗しうる力、そして退魔省がそれを知っているという事実──




「我々は、あれを『漆しち号ごう防衛システム』と呼こ称しようしている」




　漆号、つまり七番目の防衛機能。

　悪魔を駆く逐ちくするために人間が作り出したものだというのか。

「あ、あのっ、そんなにマズいものなんですか？」

　尋たずねたのは雪伽。

　あの雪伽に似た悪魔──いや、悪魔なのかも怪あやしい──を作った理由はなんとなく分かる。もちろん悪魔を殺すためだ。だけど、ただ強いだけなら日比野政務官たちがここまで動揺する理由としては弱い。

「……あれを開発したのは、ちょうど十年前。第セブ七ンス聖クル戦セードと呼ばれる戦いがあった頃ころだ」

「第七聖戦──バルベルの軍勢と戦っていた頃」

　大きな戦争だった。太平洋から襲しゆう来らいした悪魔たちは数十万を超こえ、それに対抗する人類の戦力はその数倍。まさに大戦争と呼べる戦いで、負けたら人類の未来はなかった。どんな手を使ってでも悪魔を倒たおしたかっただろう。

　あの戦いで多くの人が命を落とした。その中には──

「ベルゼブブの軍勢を退たい却きやくさせたのも、漆号防衛システムだ。あれはそのために作られたもの。当時、最高の退魔士だった二人が生み出した兵器だ」

「最高の退魔士……二人って……」




「花はな村むら天あま人とと花村地ち鶴づる。君たちの両親だ」




　日本最高の退魔士の集団であるＸエクＸソｉシｓスｔト部隊に所属していた二人。

　第七聖戦では禁じられた悪魔召喚に手を出したと言われ、それでも罪に問われることがなかったという。

　そこで両親はアバドン──つまりカグラを召喚した。

　てことは、まさか。

　僕はカグラを見る。

「貴様の考えている通りだ、月げつ斗と。吾わが輩はいはあのハタ迷めい惑わくな夫ふう婦ふの手伝いをした。漆号防衛システムとやらを作ったのも、吾輩だ」

「そんな……」

「だが、漆号防衛システムは失敗だった。だから殺した。吾輩がこの手で殺したはずだったのだ」

　失敗だったからこそ、捌号防衛システムを作る事になったのだろう。それは分かる。じゃあ、どうしてあそこに漆号防衛システムがいるのだ。

「失敗作で、あんなに強いの？」

　赤く染まったモニターを見る雪伽。

「失敗作だからこそ、だ。あれの強さは単純な力で測れるものではない。魔ま王おうを殺せる力を秘ひめているが、同時に制せい御ぎよができなかった。だからこそ天人と地鶴は死んだのだ」

「……！」

　疑問がひとつずつ解消されていくたびに、新たな疑問が生まれる。

　あの漆号防衛システムのせいで、両親が死んだ。悪魔を駆逐するための兵器に、逆にやられてしまったというのか。

「カグラ。詳しく説明してよ」

　日比野政務官に訊きいてもよかったけど、ここは一番事情を知ってそうなカグラに話してもらうのがいいだろう。

　カグラは小さな頭をもたげて唸うなっている。

『待って。その話、僕も聞きたいな』

　さっきまでルシファーの声が聞こえていたスピーカーから、別の声が。

　バルベルの声だ。まさに両親が死んだ原因を作った第七聖戦の敵。あの戦いに関かかわっていたのだ、漆号防衛システムは最大の脅きよう威いだったに違ちがいない。

『今からそっちに行くよ』

「……勝手にしろ」

　吐はき捨てるように答えるカグラ。それと同時に、会議室にゲートが生まれた。

　魔王クラスになるとゲートを自在に開閉できる。これによって魔ま界かいも人間界も気ままに移動できるのだ。空間を歪ゆがめる技術は、悪魔の中でも高度なものらしい。

　そして開いた空間の穴から、バルベルが──

「!?」

　白い手。

　それに続く黒い革かわのようなスーツを着た腕うで。

　見覚えがある。さっきまでモニターに映っていた──

「下がれ！」

『召喚コール』

　カグラとルシファーが同時に反応した。

　机の上からカグラの尻しつ尾ぽがしなり、巨きよ大だいなムチになってゲートへ吸い込まれる。同時に会議室に召喚された五体の剣けん型天使がゲートの中に吸い込まれていった。

「今のは……」

　尋ねるヒマもなかった。カグラとルシファーの攻こう撃げきは一秒も経たたないうちに無効化されてしまったようだ。さきほどの手がゲートの縁ふちを摑つかみ、身体からだが出てくる。
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　やはり雪伽にそっくりだった。

　外見はまるで人間と一いつ緒しよ。それなのに人間とはまるで違う雰ふん囲い気き。なんだか作り物のような表情をしており、天使のように無機的な動きでゲートから出てこようとしている。

『召喚コール！』

　さらに飛来した剣型天使──最強の剣、「ウリエル」が侵しん入にゆう者の胴どうに突つき刺ささった。その勢いでゲートの奥に再び戻す。あのくらいやらないと有効な攻撃にならないのか。

「おいバルベル！　貴様何をやっている！」

『すまない！　割り込まれた！』

　スピーカーを介かいして聞こえるバルベルの釈しやく明めい。

　つまりあの漆号防衛システムはバルベルが開いたゲートに自分から入ってきたのか。原理はまったく分からない。けど、魔ま王おうクラスでようやく開閉可能な時空間ゲートに割り込むのは容易ではないはず。

　いいや、今は原理を考えている場合ではない。

　サタンをいとも簡単に殺せるほどの悪魔が人間界に来たら、大変な事になる。彼女の狙ねらいが何であれ、魔王が三体もいる今の人間界にやってこられたら第七聖戦以上の戦いが起きてしまう。

「召喚コール！」

　日比野政務官をはじめ、その場にいた背広のおじさんたちが全員天使を召喚する。手持ちのケータイやタブレットなどを操作して呼び出したのは、座天使などの最高位に近い天使たち。

　こういう偉えらい人たちって、退魔士の仕事は現場に任せているイメージがあったけど、大間違いだった。その召喚技術は本物だ。そりゃ日本が一番大変な時期に現げん役えきだった人たちだから、当然と言えば当然なんだけど。

「結界を張れ！　ゲートを閉じろ！」

　なぜかカグラが指揮を執とるが、それは彼らも同じ考えだったようだ。命令される前に天使がゲートに取り付き、空間の穴を塞ふさごうとする。漆号防衛システムが再び戻るまでに、あの穴から出られないようにしなければ。

　さらにルシファーが召喚した四体の獣けもの型天使が強力な障しよう壁へきを生み出し、ゲートにぶちあてる。あれは学園に使われている結界と同じものか。

「……くっ！」

　ゲートを塞ごうとした天使の一体が、砂のように崩くずれて穴の中に吸い込まれていった。それからさらにもう一体。崩れた天使はゲートの向こう側にいる漆号防衛システムが吸収しているようだ。

　天使を壊こわしながら、漆しち号ごう防衛システムはゲートの縁を再び摑んだ。

「こいつ！　魔王二体と退魔士どもの結界すら破る気か！」

　おそらく今、人間界でもっとも力が集中しているのがこの部屋だろう。使われている魔力の総量で言えば、戦争状態に近いはず。その力を全すべて防ぼう御ぎよにあてているのに、漆号防衛システムはそれをはね除のけようとしている。

　それだけ強い力を持っているのに、どうして他ほかの魔王は気づかなかったのか。

　考えるのは後だ。僕たちもできる事をしなければ。

　と、いっても今はカグラが全力で攻撃している。今ここで僕がカグラの鎧よろいを使ったら、カグラ自体の魔力が失われ、易やす々やすと突とつ破ぱされてしまうだろう。

　わずかに考えて、僕と雪伽は同時に行動した。

「ええいっ！」

　会議室のイスを持ち上げ、ただゲートに放り込んだ。何の武器も持たない人間ができる事なんてこれくらいだ。

　が、やっぱりただのイスを投げられたくらいで怯ひるむような相手じゃない。ゲートの中からは何の反応も返ってこない。おそらく無視されたのだろう。

　ところが、僕たちがイスを投げてから漆号防衛システムがゲートを出てくる気配がない。抵てい抗こうはしているみたいだけど、結界を壊せなくなっている。

「まさか僕たちのイスが……？」

「そんなわけあるか、馬ば鹿か者が」

　結界を維い持じしながらカグラが僕の頭に乗る。

「見ろ」

　よく見るとゲートの中に何か小さなものが入っている。

　あれは──虫だ。

　無数の小さな羽虫がゲートの入り口に集まっている。その集団が目に見えるくらいの塊かたまりになると、徐じよ々じよにゲートが閉じていくではないか。

　やがて完全に虫に覆おおわれ、その塊が散開するとゲートは跡あと形かたもなくなっていた。

「間に合って良かった」

　その虫たちが再び集合すると、それは青年の姿に変わる。

「バルベル！」

　紳しん士し的に一礼すると、バルベルは会議室を見回した。結界の影えい響きようなのか、壁かべにヒビが入っている。たしかこの省庁も学園と同じように対魔コーティングされた壁を使っていたはずだ。この程度で済んでラッキーなのだろう。

「いや、人間たちにはお詫わび申し上げる。漆号防衛システムとやらを招いたのは僕の不ふ手て際ぎわのようだ」

　尊大な態度で謝罪するバルベル。そもそも第七聖戦の首しゆ謀ぼう者しやがこの場所に簡単に入れるのが異常な事態だ。

「……うむ」

　それでも退魔省の方々は落ち着いた態度でバルベルを許す。

　彼らも分かっている。今は魔王ベルゼブブと争っている場合ではない。

　事態はもっと大きな方向に動き始めているのだ。

「さあ、帰るとしようか」

　バルベルは僕と雪伽の肩かたを抱だいて、まるで家族のように振ふる舞まう。

「ここではゆっくり話もできない。そうだろう、アバドン？」

「……ふん」

　あの漆号防衛システムについて、カグラに説明を要求しているのだ。

　もちろん僕も雪伽も聞かないわけにはいかない。

　カグラは先ほどの戦せん闘とうの余波で砕くだけ散ったモニターを凝ぎよう視ししている。

「人間の感覚で言えば、十年とは長いのだな」

　そう言ったきり、カグラは何も言おうとはしなかった。




　　　　＊




　帰宅しようとした僕たちを、日比野政務官は止めた。

　まだ話がある、と必死の形相で頼たのんでいたけど、「無能な退魔士による数時間もの自己弁護を聞かせるヒマがあったら、あの悪魔の分ぶん析せきでもしていろ」とバルベルが一いつ喝かつすると、渋しぶ々しぶ引き下がった。ルシファーが何も言わなかったのは、きっと本当にデータを分析しているからだろう。

　僕も知りたい情報はたくさんあったけど、退魔省とルシファーは隠かくし事をする可能性がある。だから誰だれもいない場所で、カグラからちゃんと話を聞きたかった。

　行きとは違ちがい、ガチガチの防魔仕様護送車に乗せられて帰宅した僕らは、まず疲つかれた身体をソファに沈しずめた。

　僕も雪伽もぐったりしていると、いつものようにカグラがお茶を淹いれてくれる。

　いつの間にか、このお茶の安らぐ匂においが好きになっていた。訓練や実戦でどれだけ疲れていても、カグラのお茶や料理の匂いがすると元気が出てくる。

「ありがとう。いただくよ」

　そう言ってカップを持ったのは、バルベル。

　彼もなぜか護送車に乗ってウチまで来たのだ。

　目的は──聞かなくても分かる。

「さて、長くなるぞ」

　全員に茶を振る舞うと、カグラも人間の姿でソファに腰こし掛かけた。

「漆号の件だったな」

　そう。あの悪魔。

　僕たちの両親が生み出したという、謎なぞの存在だ。

　よく考えたら、僕たちは両親について何も知らない。

　他者による評価と、子供の頃ころにもらった優やさしい思い出しかない。彼らが退魔士として本当はどうだったのか、この目で一度も見た事がない。

　退魔省ですら本当の事は話してくれなかった。

　だから、これはあの悪魔と一緒に、両親の事も知るチャンス。

「──作った理由については、今さら話す必要もなかろう。バルベルの軍勢から人間を守るため、最強の兵器が欲しかった。それだけだ」

　バルベルは涼すずしい顔をしてお茶を飲んでいる。まるで彼が悪いような言い草だが、実際、人間から見れば彼が悪い。十年前の第七聖戦に関しては、バルベルが完全に悪だ。

　その事について、今どうこう言うつもりはない。僕があの時代にいたならば、きっと両親と同じ事をしただろうから。

　敵に勝つために強くなる。それは今でも変わらない。

「貴様らの両親──天人と地鶴は悪魔の軍勢に対たい抗こうするために、吾わが輩はいを召しよう喚かんした。あの時代に吾輩を召喚できたのは、後にも先にもあの夫ふう婦ふだけだ」

　そう、僕らの場合は偶ぐう然ぜんだったけど、両親の召喚技術は当時最高だった。魔ま王おうを召喚できる人間なんて、歴史上でも数少ない。

「それで、カグラを使ってバルベルの軍と戦わなかったの？」

「そうだ、戦わなかったのだ」

「すごいね、それ……」

　質問をした雪伽が驚おどろいている。

「だって戦争中に魔王を召喚できたら、普ふ通つうはその強さで満足しちゃうよ。お父さんやお母さんは、もっと強い兵器を作ろうとしたんでしょ？」

「察しがいいな雪伽よ。その通り、天人と地鶴は『魔ま王おう』ではなく、『魔王よりも強いもの』が欲しかったのだ」

　そうか、魔王と同等の力を手に入れたって、魔王に勝てるとは限らない。

　魔王を確実に倒たおせないと意味がないのか。

　理り屈くつは分かるんだけど──

「そこまで考えが至らないよ、普通は……せめて引き分けとか相打ちに持っていけばいいって考えるよ」

　当時の戦力差は圧あつ倒とう的だった。どう考えても勝てるような戦いではなかった。担任の牧まき原はら先生が言っていたけど、桶おけ狭はざ間まの戦いくらいの差があったそうな。それこそ信長のような奇き襲しゆう作戦でないと勝ち目はなかったという。

「欲よく張ばりだったのは確かだ。だからこそ失敗したわけだ」

「失敗って、どうなったの？　そこを詳くわしく聞かせて」

「うむ」

　カグラは頷うなずくと、ソファから立ち上がる。

　そして背中に手を回すと、何かを引きちぎった。自分の尻しつ尾ぽだ。

「そもそも漆号は吾輩の因子を組み込んだものだ。吾輩の持つ奈な落らくを具現化させる力、果てしない闇やみへ全てを飲み込む力を持った悪魔を作ろうとした」

「全てを飲み込む力──」

　僕がカグラの力を使う時もそうやっている。

　敵を喰くらい、自らの魔力にするのが戦闘スタイルだった。

「で、全てを飲み込んでしまったわけだ」

「……そういう事か」

　深く頷くバルベル。

「僕の軍勢が数十万単位で消しよう滅めつした攻こう撃げきがあった。あれはその影響だったのか」

「いかにも。漆号の扱あつかいを誤ったばかりに、生みの親である天人と地鶴を飲み込み、さらに周囲の悪魔をまとめて飲み込んだ。おそらくあの夫婦はそれを予見していたのだろう、他の犠ぎ牲せい者しやはゼロだ」

「数十万……」

　人間で言うなら、政令指定都市が丸ごと飲み込まれたような規模だ。

　生きていれば、勲くん章しようのひとつでももらえただろう。

　けど、そのせいで両親は死んだ。

「もしかすると、失敗覚かく悟ごでわざと暴走させたのかもしれん。今となっては分からぬが、どちらに転んでも人間どもの勝利は間ま違ちがいなかった」

　僕の両親の評価について、昔から疑問があったんだ。

　事情を良く知らない人からは「悪魔召しよう喚かん者」という悪いレッテルを貼はられ、同じ部隊の人からは「第七聖戦の功労者」と言われる。

　評価が一定じゃないのは、そういう理由があったからだ。

　悪魔を暴走させた罪は重い。だけど結果として人類を助けた。

　僕もよく「悪魔使い」という言葉を嫌いや味みとして使われるけど、両親のは桁けた外はずれだ。いくら勝つためとはいえ、そして自分たちの命を犠牲にしたとはいえ、数十万はやり過ぎだ。

「ひどい……」

　顔を覆う雪伽に、僕は慰なぐさめの言葉をかけられない。

　事実、両親はひどい。

　全く知らなかった親の本当の顔。

　子供の頃、僕と雪伽は「悪魔をやっつけるおしごと」くらいにしか思っていなかった。その裏で両親はこんな非人道的な実験をしていたのか。

　一歩間違えば、本当に大罪人になっていた。

　そんな両親の評判が飛び交う渦か中ちゆうで、僕らは今までのんびり暮らしていたのか。

「まったく、大したアクマであった」

　呆あきれたような口調のカグラだが、その顔は少し笑っている。

　カグラにしてみれば、このくらい大した事ないのか。

「その漆しち号ごうだけど……カグラ、殺したって」

「うむ、吾輩が責任を持って殺した。あのような失敗作を野放しにはできぬ。だから吾輩が細切れに刻んで、魔界でもっとも深い奈落へと捨てた」

「でも、生きてたんだね」

「しぶとさは吾輩に似たのだろう。漆号の奴やつ、おそらく生き延びただけでなく成長までしおった。吾輩のように他者を喰って強くなったのだ」

　カグラの言葉を想像してみる。

　細切れになった悪魔の、ほぼ死にかけの身体からだ。それがバクテリアのように他ほかの生物を食べて生き延び、もっと強い生物を食べ、そして大きくなっていく。

　そして、ついに魔王を殺せるほど強く。

　十年という長い年月が、漆号をここまで強くするとは誰も思わないはずだ。

「でもさ、徐じよ々じよに強くなったのなら、その過程で他の悪魔が気づかないかな？」

「さてね」

　肩かたをすくめるバルベル。

「魔王が七体いて、誰も気づかないはずがない。僕もそう思うよ」

「そんな事言ったって、君も知らなかったんだろう？」

「ああ。そんな強力な悪魔が野生に住んでいたら気付いただろうね」

　バルベルの言葉の裏を考える。

「それって……漆号が身を隠してたって事？」

「あるいは誰かが隠したか、だな」

　カグラも同意する。

「それでさ、現在連れん絡らくが取れない魔王がひとりいるんだ。アンリ・マンユっていう陰いん気きな男なんだけどね」

　アンリ・マンユ──闇の王と呼ばれる魔王だ。

「多分、あいつが全部悪い」

「アンリ・マンユが漆号をけしかけた、って事？」

「ちょっと違うかな。漆号にサタンを殺せるだけの力を与あたえたのが、アンリ・マンユって感じだねぇ」

　面おも白しろくない事を、面白そうに語るバルベル。

　漆号を隠かくしたのがアンリ・マンユだとしたら、きっと手元に置いて戦力にするつもりだったのだろう。

　だけどどんどん成長していく漆号は、やがてアンリ・マンユを食べて吸収できるほどに強くなり──そして全すべてを喰らい尽つくしたわけか。

　飼い犬に手を嚙かまれた魔王とは随分間ま抜ぬけな印象だけど、きっと他の魔王でも漆号を御ぎよする事はできなかったんじゃないかな。

「ねぇ、漆号が生まれた理由は分かったけど」

　雪伽が手を挙げる。

「それで、どうして私にそっくりなの？　元がカグラなら、カグラに似るはずじゃない」

「…………そうだな」

　カグラが言葉を濁にごす。

　まただ。いつもバカにしたような口調でハッキリとものを言うカグラが言いにくいことなんて、よっぽどひどい事実しかありえない。だから僕は最悪の事態を想定して、カグラの返事を待った。

「元はアバドンではないな？」

　バルベルが尋たずねる。

「君は自分の身体を因子として使った、と言った。つまりその因子を入れる原型が存在していたわけだ。それは何だ？」

　時計の針の音が聞こえるほどの静せい寂じやく。

　ゆっくり十秒ほどの時間を経へて、ようやくカグラは呟つぶやいた。

「──人だ」

　その答えを聞いても、静寂は解けない。

　人間が原型って、もしかして父さんと母さんの──？

「正確にはヒトの素を使った合成悪魔だ。天人と地鶴の、ああ、人間で言う遺伝子に吾輩の魔力を加えた、人造悪魔だ」

　父さんと母さんの遺伝子って、それって人間の子供じゃないのか。

　胎たい児じに悪魔の要素を入れたのか。

「……人間を悪魔化させて生ませたって事？」

　声が震ふるえる。

　もしもそれが本当だとしたら。

　それは人間としての禁きん忌きを犯おかしているんじゃないのか。

　悪魔を数十万体滅ほろぼす事なんて、これに比べたら。

「違ちがうな。母体から発生したわけではない。あくまで人間と悪魔の要素を持って作られた、人工的な生物だ」

「だけど、人間として生まれたかも知れないんだろ!?」

「人間ではない。人間と悪魔の『融ゆう合ごう』だ」

「融合……！」

　カグラの言う「融合」とは、悪魔学の用語だ。

　ふたつのものが溶け合って混じり合う。これを人間と悪魔で行う技わざ。

　これに近いのが「憑ひよう依い」だけど、こちらは人間の身体の中に悪魔が入り込むのであって、基本は別々の存在だ。だけど「融合」は身体が混ざってひとつになる。コーヒーとミルクを分ぶん離りできないように、もう元通りになる事はない。

　そういう犯罪もある。俗ぞく世せと決別したい悪魔召喚者が契けい約やくによって人間の身体を捨てたりするのだが、大たい抵ていは「憑依」どまりだ。

　人間と悪魔はまったく別の存在。くっつき、寄り添そう事はできるけど、混ざり合うのはとても難しい。

　雪伽を見る。

　青ざめた表情で、声も出ないようだ。

「父さん……母さん……！」

　震えが止まらない。

　自ら望んで悪あく魔まと融合するならともかく、人工的に融合体を作り出すなんて。

　カグラは何度も否定しているけど、僕には自分の子供を悪魔に作り替かえたようにしか聞こえないんだ。

　勝つためだからって、そんな事が許されていいものか。

「すごいな、花村夫妻は。悪魔である僕も驚おどろいたよ」

　バルベルの褒ほめ言こと葉ばは皮肉にしか聞こえない。

「カグラ……この事を知ってるのは……？」

「生きている中では吾わが輩はいとルシファーだけだ。人間で知る者はいない」

「……漆号は」

　声が詰つまる。

　両親の残ざん酷こくな仕打ちに、胸が焼けそうなほど熱い。




「漆号は、僕たちの妹なのか……」




　怒いかりでも悲しみでもない。

　ただ、両親の気持ちが苦しかった。

　悪魔から人類を守りたかっただけなんだ。そのために悪魔がたじろぐほどの研究をせざるを得なかっただけだ。それは痛いほど分かる。

　だからこそ、僕はあれを止めなくてはならない。

「雪伽……」

　俯うつむく雪伽の手を握にぎる。弱々しいが、彼女も握り返してくれた。

「にぃちゃん……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「わ、わからないの」

　震えながら、雪伽が答える。

「お父さんとお母さんのしていた事が大きすぎて、なんだか、私たちの知らない人みたいで……」

「うん」

　僕だって混乱している。

　カグラが話した事は、遠い世界の偉い人じんのように現実感がない。この人道にもとる行こう為いをやってのけたのが、あの優やさしい僕たちの両親だなんて思えるわけがない。

　悪魔に勝つため、では済まされない罪。

　それだけの罪から生まれた、僕らの妹。

「もしも、あの悪魔が妹だとしたら……僕らは、どうすればいいんだ」

　漆号に対しても、他の人に対しても。

「……お父さんとお母さんは、悪い人なのかな？」

「そうじゃないよ」

　それは間ま違ちがいなく断言できる。

「……そうじゃない。二人とも、人類を守るために必死だったんだ」

　雪伽の温かい手を握ると、心が冷えて冷静になる。

　僕が今すべき事は、両親を責める事じゃない。両親が作ったものは失敗作ながら、当時の第七聖戦を終わらせた功績もある。

　ならばこそ、完全な平和を作るために漆号を止めなくちゃ。

　雪伽の手の温ぬくもりを感じながら深呼吸をする。それだけで動どう揺ようが噓うそのように収まった。

「生まれた理由も手段も分かったよ……あとは止める方法が分かればいいんだ」

　念のために訊きいておこう。

「カグラ。漆しち号ごうは話し合いに応じる相手かな？」

「さてな」

　カグラは素そっ気けない返事。

「生まれてすぐに殺した相手だ。十年でどう成長しているか見当もつかぬ。だが交こう渉しように応じるような相手であれば、こんな事態にはなっていない」

「どういう事？」

「あの強さを見て、他ほかの魔王が何もコンタクトを取らないはずがない。今のところ他の魔王があれを手て懐なずけたという話は聞かぬからな」

　なるほど、アンリ・マンユのように手元に置いておこうとするのが道理か。それができなかったからこそ、アンリ・マンユは喰くわれたのだ。

「じゃあ、殺すしかないの？」

「どうやって殺す？　魔王を殺せるほどの強さだぞ？」

「それは……」

　答えが出ないまま考え続けていると、背後で足音がした。

「ゲット」

　ソファの後ろに立っていたのは、アナベル。

「アナベル。どうしたの？」

　もはやこの兄きよう妹だいはウチに入り浸びたるのは当然として、ドアすら使わなくなった。勝手に魔界のゲートから侵しん入にゆうしてくる。僕たちもそれに慣れてしまい、突然現れても普ふ通つうに接するようになってしまった。

「兄様。たった今、連れん絡らくが入ったの」

「ほう。誰だれからだい」

「インドラと〝女王〟から。会って話がしたいんだって」

「なんだって!?」

　ソファから立ち上がる僕。

　インドラ、〝女王〟──魔王だ。

「ゲットも一いつ緒しよ。アバドンも、ルシファーもね」

「それって、つまり──」

　交渉の誘さそい。

　全ての魔王が一堂に会して、話し合いをする。

　僕が望んでいた未来──だけど。

「どうして、今……？」

「やれやれ。魔王の思考回路が、ただの人間の高校生と同レベルとはね」

　苦く笑しようするバルベルを見る。

「ゲットと同じ感想を抱いだいたのだろうよ。『漆号は強い。魔王よりも』『だったらどうするか』という二つの考えが導き出したのさ」

　そういう事か。

　和平交渉という、僕の願いが叶かなったわけではないのか。

「ま、そんな時に最近魔界を騒さわがせている人間がいるわけだ。話をしてみたいと思っても不思議じゃないよね」

　僕はついで、か。

　それでもいい。

　魔王と話ができるチャンスだ。

「けど、このままだと何も始まらない。話ができるだけでもありがたいよ」

　今は、そう思うことにする。まだ魔王との交渉のとっかかりに、爪つめの先が届いたくらいだけど、ここから這はい上がれるかどうかは僕次し第だいだ。

　それに今は漆号が優先事じ項こうだ。あれをどうにかしなければ交渉どころではない。

　魔王が集つどう場所に、僕も行ける。

　それだけで震ふるえてきた。

　僕と、カグラと、バルベルと──

「？」

　ふと、雪伽を見た。

「どうしたの、にぃちゃん？」

「いや、その……」

　雪伽はどうするべきか。

　もっとも恐おそろしい悪魔がいる場所に連れて行っても良いものか。正直、まったく命の保証はできない。死よりも恐ろしい結末が待ち受けているかもしれない。

　それでも──

「雪伽。一緒に行こう」

「うんっ！」

　雪伽は必要だ。僕が、僕でいるために。

　彼女にはいつも助けられてきた。精神的な支えというだけでなく、物理的にも守ってくれた事が何度もあった。

「にぃちゃんがダメって言っても、ついていくつもりだったからね」

「でも、本当に危険なんだ。それは理解してるね」

「もちろんだよ」

　雪伽も真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「にぃちゃんと一緒なら、どこだって怖こわくないよ」

「……うん」

　彼女と同じ気持ちだ。

　雪伽さえいれば、僕は何だってできる。アクマにだってなれる。

　必ず雪伽と一緒に、生きて帰ろう。

　僕は心に誓ちかった。




　　　　＊




　時間は少なかった。

　僕らが誘いを受けたのは、夜。そして会議の開かい催さいは翌日の朝。

　その話はルシファーを通じて退魔省にも届いており、すぐに対策を練ってくれた。といっても大おお掛がかりな仕し掛かけを用意できる時間はなく、準備できたのはせいぜい携けい帯たい用結界くらいだ。それといつもより強力に防ぼう魔ま処理が施ほどこされた服。

　僕は七星降霊学園の制服を着て、約束の場所へ向かった。

　といっても、やはり自宅から簡単に移動できる。リビングからカグラが開けてくれたゲートを通れば、もう魔界だ。

「うわぁ……」

　僕の後ろをついて歩く雪伽が、ため息を漏もらす。

　そこは地平線しかなかった。

　前も後ろも、本当に何もない荒あれ地ちのような場所。ひび割れた大地には草木一本生えておらず、ただ褐かつ色しよくの地面がどこまでも続いている。空は曇くもっており、その雲も果てが見えない。

　あるのは、大きな円えん卓たくがひとつ。

　今日の会議のために用意されたテーブルだけだ。

「ようこそいらっしゃいました」

　女性の声。

　円卓に座っているのは、若い女の人。ウェーブがかった金きん髪ぱつと、白人女性のような顔立ち。緑と茶のドレスに、バルベルに似た虫の羽根。

「お初にお目にかかります、〝女王〟」

　心の準備はしていたが、実際に会うと緊きん張ちようする。

　何しろ魔王だ。今までは敵として出会っていたので、礼れい儀ぎもへったくれもなかった。だけど目の前にいる〝女王〟は、その呼び名の通り逆らえない威い圧あつ感かんを感じさせる。見た目はとても若いけど、「妖よう精せい族」を何千年も束ね続けてきた悪魔だ。歴史を感じさせる重みが佇たたずまいに表れている。

「そう固くならないで。もともと妖精族は人間に敵対してはいないのですから」

「そ、そうですね」

　不思議な事に、妖精は昔から人間と友好的な関係だった。主にヨーロッパでの話だけど、妖精と人間の子供が生まれるのも珍めずらしくないケースだ。確か渚なぎさの父親の世せ見みるさんも妖精族なんだよね。

「やあ」

　女王の隣となりに座っているのは、バルベル。足を組んでワインを飲んでいる。まるでファミレスにでもいるかのようにリラックスしているが、着ている服は魔王のものだ。

　そのバルベルの隣には──校長先生がいた。

「私の本体は移動できません。ですから、このアバターを使用させてもらいます」

　まるで職員会議のようなノリだが、その場にいる誰も疑問に思っていない。みんなルシファーの実力を知っているからだ。

　そして、もうひとりの魔王。

「──ふむ」

　ルシファーの隣に座るのは、一ひと際きわ大きな魔王。上半身は裸はだかだが、いくつもの装身具を身につけている。ネックレスのように首からかけているものもあれば、ピアスのように体内に埋うめ込んでいるものも。

　顔は険しく、額から伸のびる二本の角はもっと恐ろしい。

　友好的という言葉からはほど遠い態度の魔王、彼こそがインドラ。

　主にアジアで猛もう威いを振ふるっている東イー方スタ悪ンデ魔ーモンの親玉。日本にも昔は数かず多おおくいたそうだが、ルシファーによって追いやられてしまったという。

「人間よ、貴様が花村月斗か」

　重苦しい声が身体からだを震ふるわせる。

「は、はい」

「ならば、隣の娘むすめは何者だ」

　僕の隣にいる雪伽を見ているインドラ。

「わ、私は花村雪伽といいます」

「ここは魔王の会議。貴様を招待した覚えはない」

「そ、それは……」

　僕が無理を言って来てもらったのだ。雪伽がいないと僕は何もできない。逆に雪伽がいれば魔王相手でも立ち向かえる勇気をくれる。

「せ、雪伽は──」

「私は、花村月斗の付つき添そいです。彼には私が必要だから」

　僕が答える前に、雪伽ははっきりと告げた。

「二人でひとり、とお考え下さい」

　にっこり笑う雪伽に、インドラも興味深い目を向ける。

「ほう、世話役でもなく、部下でもないと。面おも白しろいな」

「面白いよー。セッカは時々、ゲットより鋭するどくなるからね」

　バルベルが笑うと、隣のルシファー（のアバター）も頷く。

「物もの怖おじせずによくぞ申した。同席を許そう」

　インドラが目配せすると、空いている席の隣に、もうひとつイスが出現した。そこに座れというのか。

「わたくしとしましては、しばらく見ないうちに変わり果てた黒ネコさんに興味がありますわ」

「む？」

　そう語る〝女王〟の前で、カグラはさっそくティーセットを用意している。魔界では人間界と気圧が異なるから、特別製のポットを取り出して人数分のお茶を淹いれていた。僕にはいつものお茶にしか見えないけど、カグラはさっきから「匂においが違ちがう」と首をかしげている。

「あの大食ぐらいのアバドンが、こんなに可か愛わいらしくなるなんて。しかも他者のためにお茶を淹れるですって？　まるで別の悪魔のようですわ」

「吾わが輩はいも十万十二年も生きれば、別の楽しみ方を見つけるものだ。貴様も手下にばかり世話させるのではなく、自分で動いてみてはどうだ。思わぬ発見があるやも知れぬ」

「あらまぁ」

　バカにするでもなく、しかし感心するでもなく笑い飛ばす〝女王〟。おそらく彼女にとってはカグラの変化などただの話の種程度なのだろう。

「はははははははは！　俺はいいと思うがな！」

　逆に大いに楽しんでいるのはインドラ。
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「アバドンよ、お主は少々落ち着きがないと思っていた。誰だれかのために奉ほう仕しするくらいでちょうどいいではないか」

　態度は不ふ遜そんで、とても威圧感がある魔王。だけど豪ごう快かいで奔ほん放ぽう、裏表がない性格に見える。中身が読めない〝女王〟とは正反対だ。

「それでは、会議を始めますか」

　全員分のお茶が配られたところで、ルシファーが話し始める。

「花村くん。議題については語るまでもありませんね」

「は、はい」

　校長先生の姿で話しかけられると、まるで授業のようだ。

「漆しち号ごう……ですね」

　その名を出した途と端たん、場の空気が張り詰つめる。

　彼らが最も恐おそれるべきは僕ではなく、漆号なのだ。

　だからこそ開かれたこの会議で、僕は何を話せばいいのか。

「アンリ・マンユとサタンが死に、残るは我らのみ。これは魔界の歴史においても類るいを見ない事態だ。まぁ、俺としては残った領土について話し合う方が建設的だとは思うが」

「そんな悠ゆう長ちような事、言ってられないでしょ」

　インドラの言葉を遮さえぎるバルベル。

「腐くさっても魔王がふたり、殺されたんだよ。次は自分って考えないわけ？」

「ふん。俺はあいつらのような軟なん弱じやく者とは違う」

「その割には、警けい戒かいが厳重だね」

「当然だ。俺が見くびっているのは殺された魔王だけだ。例の刺し客かくには最大の警戒を払はらい、最大の戦力で応対する。今日とて例外ではない」

「えっと……？」

　警戒とか最大戦力とか、何の話だろう。

「人間には見えぬだろうな」

　お茶のおかわりを淹れながら、カグラが答える。

「この場所から半径六六六キロほどの円周を、悪魔の軍勢が囲んでいる。半数がインドラの軍団、そして残りは〝女王〟とバルベル、あとはルシファーの天使だな」

「六六六キロ……！」

　その距きよ離りを円で囲めるくらいの悪魔って。

　億とか兆で足りるのかな……巨きよ人じんサイズの悪魔もいるから、大丈夫か。

　つまりその円の中に漆号が入り込んだとしても、億を超こえる軍勢が総攻こう撃げきをかけてくれるってことか。もしかしたらインドラってルシファー以上に用心深いのかな？

「人間よ」

　インドラが僕を見る。

「なんでも貴様は悪あく魔まに対して和平交こう渉しようを行うつもりだとか」

「は、はい」

　そっちの目的もお見通しってワケか。

「だが生あい憎にくと、我らは貴様ら人間を信用しておらぬ。このようなモノを作り出しておいて、和平を語るとは」

「漆号の脅きよう威いのせいで、僕は発言権がないと言うのですか？」

　インドラに対して、僕は質問する。

「事態をややこしくしているのは人間だ。人間の方から対処するのが道理であろう」

「では、漆号を止めれば話を聞いてくれるのですね？」

「……話を聞くだと？」

　インドラの目がさらに険しくなる。

　が、僕は引かない。もともと命だって捨てる覚かく悟ごでこの会議に臨いどんでいる。いまさら恫どう喝かつされたところで弱よわ腰ごしになったりしない。

　漆号を止める方法だけではない。その話に乗じて、僕の考えを知ってもらうんだ。そうでなければここに来た意味がない。

　これは漆号についての会議であると同時に、僕の交渉でもある。

　すでに戦いは始まってるんだ。

「人間風ふ情ぜいが、魔王と対等に口をきくなどとは笑しよう止し千せん万ばん。己おのれの矮わい小しようさを省かえりみよ」

「ですがインドラ、あなたは漆号を脅威だと思っている」

「なにぃ？」

「だからこそ、こんなに多くの部下を連れてきた。人間の作ったものが、あなたに損害を与あたえると思っている。それでもまだ人間は矮小ですか？」

「なんだ貴様は！　武器をちらつかせつつ平和を謡うたい、その武器をもって自らの価値を語るか！」

　インドラが立ち上がる。その衝しよう撃げきで風が巻き起こった。

　僕と雪伽の制服が揺ゆれるが、それだけだ。カグラが障しよう壁へきを張ってくれているおかげでインドラの怒いかりは直ちよく撃げきしない。もしもカグラがいなければ、近づいただけでショック死するほどの魔力が吹ふき荒あれている。

「これだから人間は信用ならぬ！　交渉などできるか！」

「うふふ、認めちゃってるわねぇ」

　そこへ〝女王〟が茶々を入れる。

「なんだと〝女王〟！」

「知らず知らずのうちに、人間の強さを認めているのですよ、あなたは。ゲット君の言う通り、今の人間は悪魔に対たい抗こうしうるだけの力を持っています。最初は悪魔から与えられた知ち恵えだとしても、それを吸収し、自らの力として応用する。人間は凄すさまじい進化を遂とげていますのよ」

「だが、この人間は！」

「力を持っているのは、我々も同じ。だから私は人間と対等の立場にいると思っています。それがご不満なのかしら？」

「ぐっ……！」

　インドラは押し黙だまる。

　そしてバトンタッチと言わんばかりに〝女王〟が話し始めた。

「ですがゲット君。私の願いもインドラと同じなのです。要はあの漆号というできそこないのオモチャをどうにかしていただきたいの」

「…………」

「それさえどうにかしていただければ、交渉を始めても構いませんわ。もちろんゲット君の望み通りの結末になるとは限らないけれど」

　やはり、まずは漆号を止めなくては。

　その方法について意見交こう換かんすべきだろう。

　気持ちを落ち着け、話題を変えるために僕はカグラが淹れてくれたお茶を手に取る。

　一口飲み、ハーブの香かおりに浸ひたっていると、突とつ如じよ、カップにヒビが入った。

「む？」

　僕のカップだけじゃない。

　円えん卓たくに集まった魔王のカップや皿、さらにテーブルが少しずつ崩くずれていく。

　僕が異変を感じるのと同時に、強い揺れが大地を震ふるわせた。地じ震しんなんて生やさしいものじゃない。地面が波打つような超ちよう震動だ。立っていられず、思わずテーブルにしがみつく。

「何が起きた!?」

　こんな時でも魔王は冷静だ。座ったまま遠くに向かって叫さけぶインドラ。

「どうやら出現したようです」

　笑え顔がおのまま答えるルシファー。

「漆号か。随分堂々としたものだな」

　ルシファーとバルベルは同じ方角を見ている。ちょうどインドラの背中あたり。あそこに漆号がいるのか。魔王の視力はそんな先まで見通せるのか。

　が、僕にも見えた。

　六六六キロ先というと、東京から広島くらいだろうか。それくらい遠くにいるはずなのに、火柱が立ち上っているのが見える。

　今、あそこで悪魔が戦っているんだ。肉眼で見えるほど巨大な火柱を上げて、漆号と数億の悪魔が。

　だけど、それも一いつ瞬しゆん。

　火柱がフッと消えた。

「!?」

　あんなに遠くから見えるほど大きな火柱が、画面を切り替かえるように消えてしまった。火ってそんな簡単に消えるものじゃないのに。

「破られたな」

　カグラが唸うなる。

「馬ば鹿かな！　俺の軍勢が破られただと！」

「被ひ害がい状じよう況きようは下級悪魔が約八億、中級悪魔は約二億、上級悪魔が約五千万──それと爵しやく位い持ちが七人、その九割がインドラ、あなたの部下ですよ」

「クソがぁっ！」

　冷れい淡たんともいえるルシファーの報告に、インドラが立ち上がる。

　ルシファーを睨にらみ付けた後、巨大な拳こぶしを握にぎり、振ふり返って突つき出す。空を切るパンチは轟ごう音おんと共にエネルギー弾だんに変わり、火柱が立っていた方向へ消えていく。衝撃波で地面が大きく割れ、音がわずかに遅おくれて聞こえてきた。

　音速を超えるインドラのエネルギー弾はまっすぐに飛んでいき、ある地点で爆ばく発はつした。

　爆ばく心しん地ちは目の前のように見えるけど、実際は数十キロ離はなれた地点。カグラの魔力で防いでいるからそよ風程度にしか感じないけど、もしもあそこが荒れ地でなければ全すべてが消し飛んでいたはず。

　さらに攻撃を仕し掛かけたのはインドラだけではなく、ルシファーが放った無数の剣けん、バルベルが撃うち込んだエネルギー弾の雨が続いている。どれもひとつひとつが町を破は壊かいできる威い力りよくを持つ。

　その様子を、僕は観察する事しかできない。カグラの力を使って加勢する事もできるだろうが、まずは敵の正体を見たいと思った。

「フフフ……」

　微ほほ笑えみながら〝女王〟は辞書のような本を取り出す。風もないのにめくれだし、数十枚のページが散らばった。それらは風に舞まいながら巨大化し、手足を生やして爆心地へと飛んでいく。トランプの兵隊みたいだ。

　ほぼ全ての魔王の攻撃を一身に受ければ、漆しち号ごうも倒たおせるのか──

　いや、できない。

　なぜなら誰だれひとりとして本気を出していないのが分かるから。まずは敵の出方を見るために、あえて小手調べ程度の攻撃にとどめている。だけどその攻撃をまともに喰らえば、地球上の全ての国が消しよう滅めつするだろう。

　これだけ強い魔王たちと、僕らは戦おうとしていたのか。

　いざ目の前で攻撃する所を見ると、本当に恐おそろしい。しかも彼らの強さは単純な力だけではない。人間の想像を遥はるかに超えた方法で陥おとしいれる底の深さにある。

　そう、それは漆号だって例外ではない。

「月斗。雪伽。ここに入れ」

　カグラが示すのは、地面。

　いつの間にか穴を掘ほっていた。カグラがこんな時に冗じよう談だんを言うはずもなく、僕と雪伽はすぐにそこに飛び込んだ。

　穴の中は狭せまく、だけど内ない壁へきは天使で補強されている。カグラだけじゃなく、ルシファーが壁かべになる天使を召しよう喚かんしてくれたようだ。

　僕と雪伽は身を寄せ合い、伏ふせる。防ぼう空くう壕ごうというより、ただの小さな塹ざん壕ごう。

　その上を、巨きよ大だいなエネルギー波が通り過ぎた。

「うわあっ！」

「きゃあっ！」

　雪伽の身体からだにしがみつく。彼女も僕にしがみついた。カグラの防ぼう御ぎよを得てなお、魔力の振しん動どうが身体を揺さぶる。円卓があったはずの真上には、まだ魔王たちがいる。彼らを丸ごと飲み込めるほどの魔力が返されたのだ。

　やがてエネルギー波が止やむと、僕と雪伽は穴から顔を出す。

　風景は変わっていなかった。

　ただ、円卓が消えていた。エネルギー波によって消滅したのだろう。

　しかし魔王はそのままだった。悠ゆう然ぜんとイスに腰こし掛かけたまま。インドラだけは仁に王おう立ちした状態で前を向いている。

「なるほど。そういう仕掛けか」

　直撃を受けたのか、インドラの前面は少しだけ焼やけ焦こげている。が、それを意に介かいさずに唇くちびるの血を舐なめている。

「アバドン。貴様の仕し業わざだな」

「まぁな」

「あの漆号とかいうポンコツ、こちらの魔ま力りよくを喰くって吐はき出しおった。アンリ・マンユやサタンがやられた秘密はそれか」

　こちらの攻こう撃げきをそっくりそのまま返したのか。それなら魔王の力も利用できるというわけだ。

「でも、それだけでサタンたちを……？」

　いくらなんでも攻撃を返すだけで魔王を倒せるとは思えない。似たような力を持った悪魔ならたくさんいるはずだ。

「来ます」

　ルシファーの声に誘さそわれるかのように、それは姿を現した。

　まるで液体のように、丸い雫しずくが地面に広がっている。

　それはもの凄すごい速さでこちらに近づき、かつ領域を広げていた。黒いタールのようなそれは通った地面を根こそぎ消し去っている。食べているのだ。やがてそれは僕たちを認にん識しきしたのか、水のように跳はねた。

　広がっていた黒い塊かたまりが空中でボールのように集まり、そしてヒトの形をとって地面に降り立つ。足が、腰こしが、胴どうが、そして顔が出現し、最後に雪伽と同じ艶つややかな髪かみの毛けが伸のびる。

　肉眼では初めて見る。

「これが……漆号」

　近くで見れば見るほど、雪伽にそっくりだ。

　カグラの話を聞けば、納なつ得とくできる。

　僕の両親の血を引いた悪魔。

　僕たちの──妹。

　漆号は無言で僕たちの前に立った。

　その表情は、無い。

　怒いかりでも絶望でもなく、ただそこにいるだけ。まるで人形のようだ。そこが雪伽との大きな違ちがいだ。

　ただそこにあるものを喰らう。それだけの人形。

　魔王すらも喰おうというのか。

「貴様が漆号とやらか。俺の部下をかわいがってくれたな」

　インドラの声も届いていないのか、漆号はまっすぐ前を見ている。焦しよう点てんが合っていないように感じられるが──

　と、そんな漆号と目が合った。

　僕と雪伽、ふたりを交こう互ごに見ているのが分かる。

　それまで人形のようだった漆号が、初めて何かに興味を示したようだ。

「────」

　口が開いた。

　喋しやべるのか、それとも何かを吐き出すのか。

「────ぁぁ」

　漏もれたのは、小さな声。

　そして、

「あああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　巨大な空くう洞どうから吹ふいてくる風のような慟どう哭こくに変わる。

　漆号の目から涙なみだがこぼれている。

　明らかに僕と雪伽を見て泣いている。

「貴様……！」

　カグラの呟つぶやき。

　直立したまま泣き続ける漆号に、僕と雪伽はたじろぐ。

　おそらくだけど、漆号は僕と雪伽に両親──花村天人と花村地鶴の面おも影かげを感じているのではないだろうか。こんな境きよう遇ぐうでも、一応生みの親だ。漆号にしてみれば、生まれてすぐに両親を失い、捨てられたようなものだ。

「あ、あの──」

　僕の声に反応した漆号。

　彼女に感情はあるのだろうか。もしそうなのだとしたら、僕の話が通じるのか。

　そう思ったのも束つかの間ま、

「下がれっ！」

　僕の身体をインドラが、雪伽の身体をバルベルが引っ張った。

　単純に服を引かれただけで、僕らは十メートル以上吹き飛んだ。さらにカグラの魔力で編んだ鎧よろいが僕と雪伽を包み、その上でルシファーが結界を張ってくれる。

　そんな僕らがいた地点を、黒い何かが覆おおっていた。

　漆号の身体から触しよく手しゆのように伸びた黒い沼ぬまのようなものが、僕らを食べようとしたのだ。触手が引っ込むと、僕らが立っていた地面をごっそり抉えぐっている。

「愚おろか者！　あれに情でも湧わいたか！」

　僕の鎧を通じて、カグラの声が聞こえた。

「あれはもはや食欲のみの存在！　ただ目の前にあるものを喰うだけの生き物だ！　話が通じると思うな！」

「でも、僕たちを見て泣いてた！」

「それがどうした！　憎にくしみでも人は泣くだろう！」

「……！」

　両親が許せないのか。

　そりゃそうだよね。兵器として生まれてきたんだもん。二度殺したいくらい恨うらんでも仕方がないよ。

　でも、君を止めなければ両親のやってきた事が無む駄だになってしまう。

　悪いけど全力で止める！

「行くよカグラ！」

「そうだ、それでいい月斗！」

　鎧の背中から魔力を噴ふん射しやし、推進力にする。

　漆号に向けて突とつ進しんし、僕も攻撃に参加する。左手から魔力の弾だん丸がんを飛ばし、右手には大きな爪つめを生やす。

　他ほかの魔王も黙だまっていない。インドラの大きくて重い一いち撃げきを皮切りに、ルシファーもバルベルも〝女王〟も集中砲ほう火かを浴びせる。

　それら全ての攻撃が直ちよく撃げきしたら、この荒あれ地ちもただでは済まなかったはず。僕の目の前に広がる光景は、空も地も魔力の光で真っ黒に染まっているだけ。視界の全すべてを凝ぎよう縮しゆくされた魔力が覆い尽つくしている。

　その魔力が、漆号に全て喰われた。

　掃そう除じ機きでゴミを吸い取るように、彼女の身体に吸収された。

　地球を十回は破は壊かいできるほどのエネルギーが、たった一いつ瞬しゆんで漆号に飲み込まれてしまったのだ。

「吐き出させるな！」

　インドラが叫さけぶが、どうすればいいのか。

「にぃちゃん、カグラ、魔力少しもらうよ！」

　背後から雪伽の声。同時に鎧を構成していた魔力が少し抜ぬけていくのを感じる。

　振ふり向くと雪伽が狙そ撃げき銃じゆうを構えていた。黒光りするカグラの銃は、これまでの魔王の攻撃に比べれば随ずい分ぶんと質素に見える。

　その銃が小さな発はつ砲ぽう音を立てると、漆しち号ごうの顔面が爆ばく発はつした。

　喰った魔力を吐き出す瞬間、発射口に弾丸を当てたのだ。凝縮された力が破は裂れつして、漆号の顔を吹き飛ばす。彼女の背後、数百メートルに渡わたって衝しよう撃げきが起きていた。

「これだよ。だからセッカは恐おそろしい」

　同じ技わざをくらった事があるバルベルが苦く笑しようする。

「あらら、人間もやるものですわね」

　本から次々と兵隊を出しながら〝女王〟が微ほほ笑えむ。雪伽が褒ほめられるのは嬉うれしいけど、今はまだ喜んでいる場合ではない。

　あの程度で漆号がやられるとは思えない。

　僕の予想を裏付けるように、漆号は立っていた。雪伽が吹き飛ばした顔は元通りになり、液体のように全身を震ふるわせたかと思うと、また棒立ちになる。人間を原型にしたって言うけど、あの溶とける身体はカグラの力だ。奈な落らくを体現するかのような、闇やみそのものが漆号の肉体を作っている。

「まだ終わっておらぬぞ！」

　インドラが拳こぶしを振り上げる。

　単純な力。その拳に込められたパワーは全てを粉ふん砕さいできるだろう。もともと東方悪魔は力に頼たよる部分が大きく、だからこそ一撃の威い力りよくは重い。ユーラシア大陸の半分を海に沈しずめたのは彼らの力だ。

　その一撃を振り下ろす寸前、

「危ないっ！」

　雪伽が叫んだ。

「む!?」

　声に反応してインドラが振り向く。

　ちょうどインドラの顔面に漆号の触手が伸びていた。

　地面の割れ目から生えた触手。漆号はただ立っているだけでなく、地下に根を張っていたのだ。真っ黒な触手は草のように地面から生え、魔王たちを狙ねらっていた。

「おおおおおおおおおっ！」

　インドラの拳はそのまま地面に叩たたきつけられた。が、その衝撃で漆号の触手が砕くだける。他の魔王を狙っていた触手は全て水のようにはじけ飛び、漆号の本体に大きな波は紋もんが伝わる。

　一見、漆号には攻撃が効いていないように見える。

　だけど最初に数億の悪魔を殺した時に比べて、明らかに動きが鈍にぶい。

　さすが魔ま王おうと言うべきか。この世でもっとも強い悪魔が五体も揃そろえば、勝てない相手なんていない。

　このまま攻こう撃げきすれば、漆号は──

　そこまで考えて、ふと、思う。

　本当に殺していいのか。

　彼女は両親の実験で生まれた悪魔。望みもしない戦いを強しいられているだけじゃないのか。話せば理解してくれるんじゃないのか。

　そもそも僕の目的は戦いではなく、和平交こう渉しようだったはず。

　でも、ここで漆号を止めなければ交渉は永遠にできなくなる。

　──おそらく一瞬の思考時間。

　その刹せつ那なの時間があれば、僕は対処できただろうか。

　インドラの攻撃を見て安心した、という言い訳もあった。

　だけど、その後の対応は完全に僕の油断だった。

「!?」

　地面に生えていた触手は全て駆く逐ちくされたわけではなかった。

　インドラに警告を発した雪伽を、漆号はずっと見ていたのだ。

　ほんの一瞬のスキをついて、漆号の身体からだは地面に潜もぐった。

　そして、僕の背後にいた雪せつ伽かの前に出現する。

「にぃちゃ──！」

　声が消えた。

　もっとも弱い者を狙ったのか、それとももっとも厄やつ介かいな敵を狙ったのか。

　全ての魔王が対応できない速さで、その触手は大きく膨ふくらみ──




　波のように雪伽をさらっていった。




　複数の触手が雪伽の上から降り注ぐようにのしかかり、あっという間に消してしまったのだ。

　後には、もう何も残らない。

　触手すらもない。

　漆号はそのまま地面に潜って消えた。

　数億の軍勢、広大な地面、円えん卓たく、そして雪伽を消し去って。

「──えっ」

　本当に一瞬だったんだ。

　漆号には最大の警けい戒かいを払はらっていたはずなのに。

　雪伽がいない。

　どこにも雪伽がいない。
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　何も無い。

　漆号が消えた魔界の土地には、僕の他にはただ立っているだけの魔王が五体。

　全員、呆ぼう然ぜんとしている。

　どうしてこんな事になったんだ。

　なんで雪せつ伽かが喰くわれなきゃいけないんだ。

「…………！」

　本当に雪伽は漆号に食べられたのか。

　あの黒いものに吞まれたとは限らないじゃないか。ちょっと身体を押されて、僕が見えない場所まで飛ばされただけかもしれない。あるいは姿を消して避ひ難なんしているかもしれない。

「雪伽──」

　呼んでも返事がない。

　本当についさっきまで、僕の後ろにいたんだ。

　危険なのは承知していた。僕も分かっていた。これから魔王に会いに行くのだから、殺されても文句を言うつもりはなかった。むしろ一いつ緒しよに死ぬ覚かく悟ごもできていた。

　けど、こんな形は想像していなかった。

　どうして。

　雪伽だけが殺されなきゃいけない理由なんてあるのか。

「月げつ斗とよ──」

　カグラが僕を見ている。

　いや、カグラだけじゃなく、全員が僕を見ている。

　そんなに僕を見るのが面おも白しろいのか。

　最愛の妹を失った僕が滑こつ稽けいなのか。

「ゲット君」

　言葉を発したのは、〝女王〟。

「まだ会議は終わっていませんよ」

「──！」

　その言葉で思い出す。

　僕が何をしにここに来たのか。

　雪伽を失って悲しむためじゃない。むしろ雪伽を失ってでも成し遂とげたい野望があったからじゃないのか。

　理り屈くつではそう分かっていても、身体がついていかない。

　心の奥底が泥どろのような黒いものに浸つかっているようだ。

　成し遂げたい野望──

　雪伽がいないのに、そんな野望を叶かなえても。

「は……い……」

　渇かわく喉のどが、かろうじて返事をする。

「ゲット……その、すまない」

　謝らないでくれ、バルベル。

　君が大好きだった雪伽を守れなかったのは知ってる。彼だけじゃない、最高の防ぼう御ぎよ力を持つルシファーも、常に漆号から目を離はなさなかったインドラも、僕たちの大切な家族であるカグラでさえ雪伽を守れなかった。

　これだけ魔王がいるのに、誰だれも雪伽を救えない。

　だとしたら、ただの人間の僕に何ができるというんだ。

「ひとつだけ分かった事がある」

　腕うでを組みながら、遠くを見つめるインドラ。

「あの漆しち号ごうという悪魔は、強い。実際に戦った俺が認める。あれは放置しておくと我ら全体の脅きよう威いとなるだろう」

　何を今さら。

　インドラが油断して戦っていなければ、雪伽も救えたんじゃないのか。

「なればこそ、人間よ。俺は貴様らの実力を認めよう」

「……？」

「貴様らは強き者を生み出した。その点については褒ほめてやる。しかしただ強いだけでは意味がない。制せい御ぎよできぬ破は壊かいの力など、そのへんの悪魔でも生み出せる。真に己おのれの強さを誇こ示じしたいなら、あれを止めてみせよ」

「…………」

　人間の、強さ。

　あの漆号を生み出したのが人間なのだとしたら、止めるのも人間の責任。

　両親のした事とはいえ、それは悪魔にとって関係のない話だろう。人間の罪は人間が負うべき。きっとインドラも自分の罪を人になすりつけたりはしないだろう。

「もしあれを止める事ができるのであれば」

　インドラの言葉を〝女王〟が引き継つぐ。

「わたくしも人間の強さを認め、交渉の席につく事をよしとします。もう誰も人間を弱い存在だと思いませんわ」

「だが、それが適かなわぬ場合は、分かっているな？」

　怒ど気きを孕はらんだインドラの言葉。

「我ら全すべての魔王軍は、漆号を殺すために戦う。魔界、人間界問わず、ありとあらゆる場所で戦う。漆号を殺すまで止まる事はない」

　さっきの戦いも、ここが人間界だったらすでに何度も滅ほろびていた。周囲六六六キロに何もない空間があるのは魔界だからだ。果たしてそんな場所が人間界にどれだけあるのだろうか。

「それが嫌いやならば、力を証明してみせよ」

「なるべく早く結果を出す事を期待しておりますわ」

　インドラと〝女王〟が僕を見る。

　味方のはずのカグラもバルベルもルシファーも、何も言わない。

　僕は返事もできずに、ただ立ち尽つくしていた。

　手が欲しかった。

　決断できる勇気をくれる、あの温かい手を握にぎりたい。

　けど、それはもうないんだ。




　　　　＊




　それから、どうやって帰宅したのか覚えていない。

　気がつけば、僕は自宅のベッドに寝ね転ころんでいた。誰かが運んでくれたのかもしれないけど、その人物を想像する気力もない。

　外は夜で、静かだ。

　いつも騒さわがしい自宅が、今では噓うそのようにおとなしい。

　そうだ。僕が訓練で疲つかれて寝転んでいる時は、カグラが布ふ団とんに入り込もうとして雪伽がそれを咎とがめたり、逆に雪伽が僕のために何か作ろうとしてカグラにダメ出しされてケンカをしていたり──

　そんな当たり前の光景しか思い出せない。

　雪伽がいない。

　ただそれだけで、僕の全てが壊こわれてしまったようだ。

　あの時、会議に参加させなければ助かっていただろうか。

　もっと僕が早く反応していれば、守れただろうか。

　脳内であの戦いを何度も何度もシミュレートしている。どうすれば雪伽を救えたか、足りない力と頭脳で何度も試ためしている。想像の中で雪伽を助けてもどうにもならないのに。

　漆号をもっと早く殺していたら。

　インドラを盾たてにしていれば。

　僕が早く振ふり向き、漆号に有効な一いち撃げきを与あたえていれば。

　そんな事を、無益と知りつつずっと考えてしまうんだ。

　カグラもいない。

　どこで何をしているのか、僕の側に来ようともしない。

　暗くなった部屋で天てん井じようを見上げていると、闇やみに押し潰つぶされそうになる。この闇の全てが漆号の悪意でできているような錯さつ覚かくまで起こす。

　雪伽がいない。

　僕はどうすればいいんだ。

　漆号が憎にくい。

　雪伽を殺したあの悪あく魔まを殺してやりたい。

　僕が以前抱いだいていた悪魔に対する憎しみがよみがえってくる。

　両親を殺した悪魔という存在を全て殺してやる。当時はそう思っていた。だから全ての悪魔は殺しても構わなかった。

　その原因となった悪魔が判明したわけだ。

　そいつは両親だけじゃなく、妹まで奪うばった。

　復ふく讐しゆうしたい。

　あの黒い身体からだを引き裂さいて、粉々に砕くだいてやりたい。

　あの無表情な顔が苦痛に歪ゆがむさまを見たい。

　あの雪伽に似た顔を──

「おい月斗」

　闇の中に、一ひと際きわ濃こい闇がいた。

　なんだ、ずっとそこにいたのか、カグラ。

「貴様の中の憎ぞう悪おが見て取れるぞ」

　そりゃそうだよ。だってあいつは雪伽を喰ったんだぞ。

「ならば殺すか」

　殺す。

　漆号を世界から消し去ってやる。

「その後は、どうする」

　後のことなんて知るもんか。

　漆号がいない世界を作るんだ。

「人類の平和のための交こう渉しようとやらはどうなると聞いている」

　──それは。

「確かに漆号がいなくなれば、その場の争いは消える。で、魔王たちにどう説明するのだ。やっぱり憎しみで戦争するのは仕方ない、と言い訳するか？」

　それは。

　だって、漆号は。

「悪魔とて家族がいる。友人もいる。人間に仲間を殺されて激げき怒どしている者もいる。人間と同じだ。それらの憎しみを押し殺してまで、平和とは勝ち取らねばならぬものだったのではないか？」

　……そうだよ。

　家族を失うって、本当に痛いんだ。

　心の中の何かが抉えぐり取られるように痛い。

　痛いことをされれば、誰だって怒おこる。当然だよ。

　両親の時に、知っていた痛みだったのに。

「憎しみに身を任せ、全てを殺すか」

　それは、嫌だ。

　けど、痛いんだ。

「貴様は今まで何を言っていた。今の貴様と同じ境きよう遇ぐうの人間に対して『争いは良くない、恨うらみを忘れよう』と唆そそのかしていたのではないのか。いざ自分がその立場になったら、手のひらを返すのか」

「……っ！」

　枕まくらを摑つかみ、投げようとする。

　その時、強い光が僕の目を焼いた。

「っ！」

　部屋のドアが開き、誰かが入ってきたのだ。

　シルエットしか見えないけど、誰だか分かる。もう何年も見てきた姿だ。

「月斗ちゃん」

　雅みやびだった。

　この家の合あい鍵かぎを持っているのは、もう彼女だけだ。

「カグラちゃんから聞いたの。その……雪伽ちゃんが」

「…………」

　カグラを睨にらもうとするが、すでに部屋にカグラはいなかった。

「……あの、ね。月斗ちゃん。わ、私も何を言ったらいいのか分からなくて……ごめんなさい、こういう事、初めてだから」

　雅の声も震ふるえている。

「せ、雪伽ちゃんが殺されたのは、ざ、残念に思うけど……」

　ああ──

　気を遣つかわせてしまった。

　それだけで心苦しい。

　雅がどれだけ雪伽を想おもっているかも知っている。だからこそ悲しませたくない。

　僕はあらゆる人に迷めい惑わくをかけてしまう。

　雪伽さえ生きていてくれれば──

　雅が黙だまる。

　どうしたのかと顔を上げると、彼女は大きく息を吸い込んでいた。




「うろたえるなっ!!」




　部屋に響ひびき渡わたる大音声。

　腹の底から叩たたき出す雅の──「法王」の声。

「お前が今やらなければならない事はなんだ！　そうやって丸まってメソメソと泣いている事か！　そうじゃない！　これ以上自分のような犠ぎ牲せい者しやを出さない事を最優先に考えるべきだろう！　心の痛みを知っているからこそ、大切な人にその痛みを味わって欲しくないはずだろう！　ならば、ここでこうしている場合ではない！」

「あ……！」

　声に導かれるように、僕の背筋が伸のびる。

「立て、花はな村むら月斗！　私の愛した人はそこまで弱虫ではないはずだ！　敵への恨みを原動力にしたっていい！　とにかく立ち上がれ！」

　身体と心を全て使って、僕にエールをくれる人。

　彼女は、こうやって人を動かしているんだ。

「最後は人類のために！　その気持ちがお前の原動力だろう！」

　人のために──

　痛みを知る人のために、僕ができる事。

「……カグラ」

　小さく呼ぶと、近くで気配がした。

「ごはん作って。三人分」

「リクエストはあるか」

「いっぱい元気が出るやつ。僕もお姉ちゃんも、悲しい事を乗り越こえられるくらい元気が出るやつをお願い」

「任せておけ」

　そう言って、カグラは部屋を出ていく。

　全すべての元気を使い果たして、泣きながらドアの前で立ち尽くしている雅に向かって、僕はこう言った。

「お姉ちゃん。お願いがあるんだ」

「なぁに？」

「その演説、もう一度して欲しい」




　　　　＊




　翌日、雅は全校生徒を集めてくれた。

　もちろん、その前に僕はあらゆる所に連れん絡らくした。正確には僕の意思を汲くんでくれたカグラとルシファーが引き継ついでくれた。ルシファーの耳に入れば、それはもう退魔省に伝わったのと同義だ。

　僕は、交渉を続ける。

　そのために漆しち号ごうを止めなくてはならない。

　退魔省は全てを察してくれた。雪伽を失った事も知っているし、魔王との会議の結果も分かっているだろう。

　僕は人類の代表として、漆号を止める役割を与えられた。

　おそらく上層部は歯は痒がゆい思いをしたに違ちがいない。

　こんなちっぽけな高校生に、人類の未来を賭けなければならないのだ。

　いや、もちろん退魔省が漆号を殺したっていいんだ。それだって人類の力が認められて、結果として交渉はスムーズに行くだろう。

　でも漆号を殺せる力を持った人間は、僕しかいない。

　僕だけが魔王の力を持っている。

　だからこそ、僕は雅に頼たのんだのだ。

「諸君！　すでに知っていると思うが、人類の危機である！」

　スピーカーを通して、講堂に雅の声が届く。

　学園の生徒、教師が全て集まっていた。普ふ段だんの集会だと、あくびを嚙かみ殺しながら校長先生の話を聞いている生徒ばかりだったが、今は全員が雅を見ている。直立不動の姿勢で並び立つその姿は、まるで軍隊のようだ。

　その様子を、僕は舞ぶ台たい袖そでから見ていた。いつもとは違う場所から雅の勇姿を見られるのは嬉うれしいけど、とても緊きん張ちようする。

「ネットの校内掲けい示じ板ばんにも書かれている通り、人類だけでなく悪魔の存亡もかかっているのだ！　それほど強大な悪魔を倒たおさなければならない！」

　ルシファーの手回しは完かん璧ぺきで、すでに漆号の件は退魔省から学園へ通達されている。現在までに判明している全ての戦せん闘とうデータが公開されており、生徒は集会までに全員目を通している。

　泣いている生徒もいた。下校する生徒もいた。

　だけど、今この講堂には千人近い生徒がいる。

「これまでの悪あく魔まとは何もかも違う！　逃にげてもいいが、逃げ場などないぞ！　震えるのも構わないが、いつか必ず悪魔はやってくる！」

　凛りんとした雅の声は、重い打だ撃げきとなって生徒へ打ち下ろされる。生徒だけではない、教師だって怖こわいに決まっている。

「だが、我々には力がある！　味方もいる！　それを知ってもらうために、人類の代表にも話してもらうぞ！」

　と、雅は舞台袖の僕を見る。

　僕は頷うなずき、ステージに出た。

　千の視線が僕に集まるのを感じる。

　こないだの降天祭の時も大勢に見られたけど、アドレナリンが出ていたせいか気にならなかった。

　今はすっかり冷たくなった僕の心が、恐きよう怖ふと緊張を隠かくせない。

　やがてマイクの前に立つと、雅が背中を軽く叩いてくれる。

「がんばって」

　小さな声で囁ささやくと、雅は僕の後ろに回った。

「……あ、えっと」

　僕の声がスピーカーから聞こえる。

　学園の生徒が僕の言葉を待っている。

　緊張するけど、難しい言葉なんて持っていない。

「知っての通り、漆号防衛システムという悪魔が来ます。すごく強いです。もしかしたら人類は負けるかもしれません」

　包み隠さず、僕は知っている事を話す。

　情報は全て出尽つくしている。ごまかしなんて通用しないだろう。

「そして人類が負けた場合、僕らは確実に全ぜん滅めつするでしょう。人間界は悪魔たちの戦場になり、核かく戦争よりも大きな災害に巻き込まれます」

　悲観的な未来を話しているのに、講堂は静まり返っている。

　ああ、やっぱり雅のようにはできない。

　彼女のように強い言葉を持たない僕は、ただ事実を話すだけだ。

「原因となった漆号を作ったのは、僕の両親です。第セブ七ンス聖クル戦セードの際に、人類を守るために開発したと聞きました。僕は噓うそではないと思っています。結果的にこうなってしまいましたが、人を守りたいという気持ちは偽いつわりではなかったはずです」

　両親も名の知れた退魔士だったのだから、やっぱりこういう場で大勢に向かって話しかけることとかあったのかな。

　今の僕は、その両親に少しでも近づけているだろうか。

「僕も、人を守りたい。そのために戦うつもりです」

　わずかに生徒がざわめく。

「でも、僕だけじゃ足りない。みんなの力を貸して欲しい。この学園だけじゃない、人類みんなの力を貸してもらうつもりです」

　さらにざわめきが増す。

「人間だけじゃありません。僕は魔王の協力も取り付けました。日本を守ってくれていたルシファーはもちろん、第七聖戦の首しゆ謀ぼう者しやだったベルゼブブも今回は手を貸してくれます。それにいつも僕のそばにいてくれたアバドン──カグラも一いつ緒しよです。彼らが一緒なら、きっと漆号にも勝てる」

　おお、と声が上がった。

　そうか。悲観的な事だけじゃなくて、希望も語らなきゃ。

「作戦は退魔省やルシファーも考えてくれます。みなさんにはその手伝いをしていただきたいんです。怖かったら逃げてもいいです。でも、ひとりでも多くの方が手伝ってくれれば、それだけ漆号に勝つ確率も上がるんです」

　そうだ。負けると決まったわけじゃない。

　むしろ魔王の協力があれば、勝てる。いや、勝つに決まっている。

「そして、漆号に勝てば──」

　言いかけて、思い出した。




　漆号に勝ったら。




　これはみんなに話しておかなくちゃ。

「漆号に勝てば、世界が変わるんです」

　ざわめいていた生徒が、また黙った。

　僕の話を聞いてくれている。

「これまで人類は悪魔の脅きよう威いに対して、ずっと怯おびえていました。いつゲートが開いて悪魔がやってくるか分からない。突とつ然ぜん現れた悪魔に対して、退魔士が出動する。そんな毎日が七十年間も続いていました」

　そのせいで、大切な人を失った。

　人類のほとんどが死に絶え、残っていた人もなんとか生きて来られた日々。

「でも、これからは違う。漆号を倒せば、和平交こう渉しようができる。人類の力を認めさせる事ができる。もう悪魔に怯える世界じゃなくなるんです」

　一ひと際きわ大きなざわめき。

　そうだ。

　これだけは言っておきたかった。




「これが──人類の最後の戦いなんです」




　人類と悪魔の戦いの歴史を紐ひも解といても、珍めずらしい戦いになる。

　こちらから攻せめる。漆号という障害を排はい除じよすれば、和平交渉ができる。

　もう悪魔に怯える世界じゃなくなるんだ。

　守る戦いではなく、平和を勝ち取るための戦いなんだ。

「おぉぉ……」

「そうか……！　俺たちが最後の……！」

　生徒の声はどんどん大きくなっていく。

　僕、そんなに大層な事は言ってないんだけど。

　どうしたんだろう、みんなの熱気が高まりつつある。

「え、えっと、その」

　なんだ、この空気。

　もしかして僕を恨うらんでいるのか。漆号の製作者の息子むすこだからか、それとも人類の存亡を賭けた戦いに巻き込もうとした事か。

　ど、どうしよう。

「花村くん！」

　最前列にいた三年生の先せん輩ぱいが声を出した。

「僕はやるぞ！　人類のために戦う！」

「おう、俺もだ！　そのナン号とかいうのをブッ殺せばいいんだろ！」

「そうだ！　勝てばいいんだよ！」

　三年生のテンションは最高潮だ。全員やる気に満ちていた。

　そして最上級生だけかと思いきや、二年や一年の生徒まで拳こぶしを上げている。

　このまま戦えそうなテンションだけど、僕はあえて訊きく。

「──みんな。今度こそ死ぬかも知れないよ」

　雪伽のように。

　カグラの庇ひ護ごを受けた雪伽をあんなにあっさり殺してしまう悪魔が相手なんだ。下へ手たをすればここにいる全員どころか、人類全体が死ぬというのに。

　だけど、僕の言葉は否定された。

　熱気は収まらず、むしろ高まっている。

　死ぬのが怖くないのか。

「月斗ちゃん」

　ずっと僕の後ろにいた雅が肩かたを叩たたく。

「みんな、全部分かってるの」

「え？」

「忘れないで。ここは七ナナ星セ降こう霊れい学園なんだから。みんな悪魔を倒して、平和を勝ち取ろうと思って入学してるんだからね。負けたら死ぬのも分かってる」

　そうだった、また忘れるところだった。

　僕らの意志はひとつ。悪魔から人類を守る事。

　強さに差はあっても、気持ちに差はないんだ。
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「諸君！」

　月斗の前に出て、雅が叫さけぶ。

「できない事をしなくていい！　身みの丈たけに合った働きでいい！　戦うのは我々だけではない！　退たい魔ま士したちも来てくれる！　全員で平和を勝ち取ろう！　我ら七星降霊学園の生徒も、退魔士に近づけると証明してやろう！」

　歓かん声せいが轟とどろいた。生徒たちが拳を上げて賛同している。

　みんなギラギラと血走った目で、強い戦せん闘とう意欲をむき出しにしている。

「いいえ、それは違ちがいます」

　そんな雅の肩を叩くのは、校長先生──ルシファー。

　彼もまたマイクの前に立ち、こう言った。

「あなたたちは、もうすでに退魔士です。ひとりひとりが悪魔と戦う意志と力を持った、立派な退魔士ですよ。負ける要素はどこにもありません」

　いつもの優やさしい笑え顔がおで、校長先生は淡たん々たんと語る。

　歓声がさらに大きくなり、暴れだす生徒までいる。泣きだす生徒や、肩を組んで校歌を歌いだす生徒も。その歌声に誘さそわれるかのように、徐じよ々じよに歌う生徒が増える。

　普ふ段だん、校歌斉せい唱しようなんてダサくてやっていられない、という生徒が多かった。だけど今は自然に学園というひとつの集団に属する者同士の絆きずなが、歌声によって結ばれているようだ。無む伴ばん奏そうの歌はどんどん大きくなり、いつしか全員が歌っている。

　なんだかそれがおかしくて、つい微ほほ笑えんでしまった。

「ふふ、良かった」

　雅も笑う。

「何が？」

「少しだけど、月斗ちゃんが前向きになってくれて」

「うん」

　僕も雅に笑いかける。

　──前向きになんて、なれるもんか。

　心の声を押し殺して。




　　　　＊




　翌日から、戦いが始まった。

　まず学園に退魔士がやってきて、仮設住宅を建設する。彼らは学園に泊とまり込みで準備をするのだ。何十台もの装そう甲こう車両が列を作って進む姿は、本当に戦争そのものだ。

　準備が始まったら、退魔士は一いつ斉せいに天使を召しよう喚かんして作業にあたる。仮設住宅ではない建築物をいくつも建設する。それは砲ほう台だいだったり、防ぼう壁へきだったりと様々だ。その全すべてが漆しち号ごうを倒たおすための武器である。

　校舎をもう一棟とう建てる勢いの工事を窓から眺ながめながら、僕は歯を磨みがいていた。

「ほれ月斗」

「ん、ありがと」

　カグラからタオルを受け取り、顔と口を念入りに拭ふく。

　まだ朝六時だというのに、この騒さわぎだ。結界に防音効果がなかったら、近所から苦情が殺さつ到とうしただろう。

　僕も学園に泊まっていた。

　もともと合宿などで使う古い宿舎があったので、そこを間借りさせてもらっている。宿舎には退魔省の高官も出入りするので、僕とコンタクトを取るのにも都合がいいらしい。

　それに、家に帰っても意味がない。

　雪伽のいない家なんて、存在価値がない。

「おはよう月斗くん。さあ仕事だ」

　朝食も食べないうちから大おお山やまさんがやってきて、僕の首根っこを引っ張る。彼女はすっかり退魔省での僕担当となっており、今はマネージャーみたいな事までしてくれている。本当にありがたいのだけど、いつ休んでいるのか心配だ。

　僕が中心になり、学園が動いている。

　学園だけでなく、退魔省も僕に全面的に協力してくれる。

　期待されているのは僕本人ではなく、僕が持つアバドンの力だ。それを理解しているから、けっして驕おごったりはしない。偉えらぶるのはカグラだけで充じゆう分ぶんだ。

　そして人類には、カグラの力が必要だ。魔王の力があるからこそ、人間は他ほかの魔王と対等な立場に立てるわけだし。

　今はその魔王の力をフルに活用できるための下地を作ってもらっている最中だ。

「おはよう月斗くん！」

　大山さんに連れられてやってきたのは、作業現場。今日は大きな卵のようなものを作っている。ひとつひとつが自動車ほどの大きさのそれは、おそらく天使の弾だん丸がん。あれを普ふ通つうの大たい砲ほうで撃うてるのなら、ビルでも粉々になるだろう。

「おはようございます。作業はどんな感じですか？」

　現場監かん督とくに尋たずねる。彼もＸエクＸソｉシｓスｔト部隊のひとりであり、こういう設置物を使って悪魔を罠わなにかけるエキスパートだ。ここまで大おお掛がかりな罠は作った事がないそうだが、そこまでやらないと魔王以上の悪魔は捕つかまえられないと語る。

　そう、漆号を罠にはめて殺すのが僕たちの作戦だ。

　魔王が束になってもかなわない、という表現は語ご弊へいがあるが、液体のような身体からだでのらりくらりと逃にげられては戦いにならない。ただでさえ強大な力を持っているのだから、あちこちで戦われては、それだけで人間界が滅ほろびてしまう。

　だから檻おりのような狭せまい場所に閉じ込めて、そこで殺す。

　檻とはもちろん、七星降霊学園だ。

　ここで漆号を殺す。そのための準備だ。

　戦えば尋じん常じような被ひ害がいでは済まない。ただの攻こう撃げきひとつで日本が壊かい滅めつするかもしれない。それを防ぐために、今まで悪魔の襲しゆう来らいに備えて張っていた結界を変える。

　外からの攻撃に耐たえるのではなく、中から攻撃を出さないようにする。そのための突とつ貫かん工事だ。

　加えて学園の敷しき地ちに閉じ込める事により、攻撃を集中できる利点もある。人間の最大火力を一点に集中させれば、漆号といえどもただでは済まないだろう。

　広さで言えば、もっといい場所があった。だけどルシファーが根を張った七星降霊学園が一番効率よく天使を召喚できる。

　どのみち僕らが失敗すれば、それで終わりだ。

　だったら仲間全員が気持ちよく戦える場所でやるべきだろう。

「よし、もう一本できた！」

　退魔士たちの工事現場から離はなれ、学園の外周を見てみると、多くの生徒が働いている。天使の身体を使って「オベリスク」と呼ばれる剣けん型の建造物を作っている。これを並べて円を作り、そこに魔ま法ほう陣じんを描かいてさらに強い天使を召喚する。

　ルシファーに教わったやり方だけど、これならウリエルくらいの武器がたくさん召喚できるそうだ。

　時間も手間もかかるけど、学生でも力を合わせれば強い天使を召喚できるのだ。

　普通、退魔士は突とつ如じよ現れた悪魔に対してすぐに対応しなければならない。だけどあらかじめ戦う予定が決まっていれば、いくらでも準備ができる。

　僕たちにアドバンテージがあるとすれば、そこだ。

　コツコツと力を溜ためて、しかるべき時に解放するんだ。

　漆号に勝つには、それしかない。

「月斗。昼食の時間だ」

「えっ、もう!?」

　カグラに言われて、時計を見る。本当だ、もう正午だ。

　朝、歯を磨いて大山さんに連れて行かれてからの記き憶おくがぼやけている。

　現場監督の退魔士に挨あい拶さつして、学園のいろんな所を見て回って、細かい連れん絡らくとかを取り合って、あとはずっと考え事をしていた。

　それだけで時間って過ぎるんだな。

　周りを見ると、生徒たちがお弁当を食べている。校舎の外に資材を積み上げ、その上に座って仲良く語らっている。

　まるで降天祭がまた始まるみたいだ。

　人類の危機が迫せまっているというのに、こののどかな風景は変わらない。死に近づいているからこそ、仲間との思い出を大事にしたいのだろうか。

「月斗。貴様は」

「ごめんカグラ。今日もそんなにお腹なか減ってない」

　僕はペットボトルの水を飲む。

　本当にお腹が空すかないんだ。

　だけどまったく疲つかれない。これはカグラの魔力のせいだろうか。

　おかげで一日中働ける。一いつ緒しよに戦ってくれる仲間を手伝う事ができる。

「しかしな、今日はそれでも食ってもらうぞ」

「？」

　カグラが目配せすると、校舎の角からみんなが出てきた。

　みんな──クラスＸの仲間。

「月斗……」

　一番目立つのは、背の高いボブ。

「月斗くん」

　その隣となりにいる銀ぎん河が。

　二人とも、どうしたんだろう。そんなに心配そうな顔をして。

「や」

　手を挙げて、いつものように挨拶する。

　──つもりだったのに、手が挙がらない。

　笑顔を見せようとしてるのに、ちっとも笑えない。

　あれ。

　何か話さなきゃ。

「なんだか、すごく久しぶりな気分だね」

「お前……」

　ボブと銀河は互たがいを見て、そして首をかしげる。

「だめだ。こりゃ重じゆう症しようだわ」

「だね」

　二人して頷うなずくと、いきなり僕の方へ近づいてくる。

「え、ちょ、ちょっと何!?　何するんだよ！」

　僕に触ふれたと思ったら、ボブが僕の身体を担かつぎ上げたではないか。

「どうして!?　なんで僕を!?」

「落ち着け月斗。別にとって食いやしねーよ」

「そうそう。むしろ月斗くんが食べるべき」

「？」

「あのなぁ、お前、もう一週間も俺たちと会ってないんだぞ？　心配するに決まってるだろうが」

　──一週間。

　あれ、もうそんなに経たったっけ。

　僕が魔ま界かいへ行って、学園で演説して、それから、ええと。

「このバカ、無意識に貴様らを避さけていたようだ」

　ボブの頭の上に乗ったカグラが笑う。

「ま、そんなこったろーと思ったぜ」

　避けてた？

　だって、彼らを避ける理由なんて──

「全部分かってるよ。雪伽を守れなかった事も、それを忘れようとしてる事も」

「月斗くんは、ひとりになる事で逃とう避ひしたかったんだよね」

　僕が暴れるのをやめると、ボブは僕を持ち上げたまま早足で進む。やがてやってきたのは、いつもの校舎のいつもの部屋。

　クラスＸの教室だ。

「……やっと連れてきた」

「ちょうど支し度たく終わったとこだよ」

　柚ゆ子ずと渚なぎさが机を並べていた。

　机には人数分のお弁当。個人のものではなく、大きな弁当箱にそれぞれがおかずを持ち寄っているようだ。それに加えてカグラの作った料理も皿に並んでいる。

「みんな……」

　ボブは僕を解放すると、教室に入る。銀河も一緒に入って、支度を手伝う。よく聞こえなかったけど、何かを言ったせいで渚に蹴けられている。

「ほれ月斗」

　最後に僕の背中を押すカグラ。

「食事にするぞ」

　思い出した。

　いつも午前の授業が終わる直前、厳しい訓練でヘトヘトになった僕らが元気を出す匂におい。疲れきった身体を癒いやしてくれる、お昼の匂いだ。

「最初はさ、せっちゃんの事もあるし、少しそっとしておこうって話してたんだけど」

　渚が肩かたをすくめる。

「……いい加減、見ていられない。ドクターストップ」

「渚……柚子……」

　みんなに勧すすめられるまま、僕は椅い子すに座った。

　人類の代表とか、退魔士の代表とか──そういう肩かた書がきもいいけど、やっぱりこの席が一番落ち着く。
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　クラスＸの花村月斗。

　それが僕の収まるべきポジションだ。

　だからこそ、いけないんだ。

　ここにいると、どうしても思い出してしまう。

「……僕」

　張り詰つめていた気持ちが、プツンと切れてしまう。

　だから嫌いやなんだ。

　これから漆しち号ごうとの戦いが待っているのに、気が緩ゆるんでしまうんだ。

　だってこんなに安心できる友達がいるから。

「雪伽を……守れなかったよ……」

　自分の膝ひざを見ながら、僕はそう告げた。

　忘れようとしていたんじゃない。僕はその事実から目を背そむけたかっただけだ。言葉にする事で、それがはっきりと理解できた。

　それから、僕はぽつぽつと話し始める。

　きっとみんなにとってはつまらない愚ぐ痴ちだったに違ちがいない。

　雪伽を失った悲しみを、文章にもならない言葉で話しただけだ。

　不思議と涙なみだは出てこなかった。

　ただ話せば話すほど、心の虚きよ無む感かんは消えていった。

　話しているうちに、おかずはどんどん消えていく。食べて初めて分かったけど、それぞれのお弁当は違う味がした。きっと全員が別々に用意してきてくれたのだ。渚の味は覚えているけど、ボブや銀河や柚子の作ったお弁当も美お味いしかった。

　お腹が満たされると、僕も気持ちが落ち着いてくる。

　空になった弁当箱から顔を上げると、みんながいた。

　クラスＸのみんなが、僕を見ている。

「あ──」

　何を言おうか考える。

　でも、そんな必要ないんだ。僕はここで気取る必要はない。

「……辛つらいよ、今は正直」

　思っている事を口にした。

「でも、ここで止まりたくない。雪伽の想おもいを無む駄だにしたくないから。絶対に漆号に勝って、平和な世界を作りたい」

　僕の言葉に、みんなが頷く。

「だから手伝って欲しい。一緒に戦お……う……」

「おい月斗!?」

　めまいがした。

　言いたい事を全部言ったら、なんだかすごく眠ねむくなってしまった。

　みんなが慌あわててるけど、反対に僕はとても安心している。

　だって、返事なんて聞く必要がないから。

　僕の側にいてくれる、大切な仲間だから。

　そんな仲間のために、今まで僕は戦ってきたんだから。




　　　　＊




　それから僕は仕事をした。

　漆号と戦うための準備は着々と進んでいる。

　ただし働くのはクラスＸの教室でだ。ここで仕事をすると面おも白しろいように捗はかどる。ボブや銀河や渚や柚子が手伝ってくれるというのもあるけど、安心感がまるで違う。

「おい花村月斗！　クラスＤの池いけ田だが相談があるそうだ！」

　ドアが壊こわれんばかりの勢いで教室に入ってくる牧まき原はら先生。

「なんでも攻こう撃げきに巻き込まれずに仲間を支し援えんする方法を考えついたと言うのだが、どうにも胡う散さん臭くさくてな。理論は正しいんだが、実際にできるかどうか」

「あ、クラスＤの実験なら僕がいきます。医い療りよう用天使の扱あつかいは僕の方が得意だし」

　と、銀河が手を挙げて教室を出ていく。

　僕は何も言わずに銀河にそれを任せた。適材適所というやつだ。同じ七星降霊学園の生徒だけど、クラスＸは実戦経験が違うのだ。それが有効な作戦かどうか判断をくだせるはずだ。

「渚、大山さんから連れん絡らくあった？」

「ううん、まだなんか現場で揉もめてるみたい。四時までには連絡くれるって言うから、アタシは設営部隊の人に会ってくるね」

「ボブはどう？　クラスＳの反応は？」

「いやー、曲げてくれないわ。あいつら頑がん固こだから、自分の案が正しいと思い込んでやがる。実際に使ってみせて実証しないとダメだわ。ま、あいつらの方が正しい可能性もあるけどさ」

　僕がクラスＸの教室で雑務をやる代わりに、渚が退魔省と、ボブが学園との橋はし渡わたし役やくを買って出てくれた。銀河は様々な特とく殊しゆな案件を引き受けてくれて、それぞれのまとめ役を柚子が担当する。

　はっきり言って、僕なんて必要ないんじゃないかと思うくらいだ。いや、ちゃんと仕事はしてるけど。

　でも、クラスＸのみんなが手伝ってくれたおかげで、自分の力が何倍にもなった気分。これならどんな敵が来ても負ける気がしない。

「じゃ、ちょっと行ってくるねー」

「俺もバシッと言って来てやるぜ！」

　渚とボブが意い気き揚よう々ようと教室を出る。

　残ったのは僕と柚子──と思いきや、柚子がノートＰＣを持って席を立った。

「……私も行ってくる」

「どこへ？」

「……サーバールーム。ルシファーのメンテナンス」

「もしかして君、日本で一番すごいポジションについてない？」

　柚子は無言でＶサインをすると、教室を出て行った。ていうか僕の知らない間にルシファーとどんな関係を築いたんだ彼女は。カグラの力を借りた僕とは違い、柚子の場合は正しよう真しん正しよう銘めい自分の力じゃないか。

「人間の成長とは恐おそろしいものだ」

　ネコのカグラが僕の机に乗っている。お茶と一いつ緒しよに。

　僕は礼を言ってカップを手に取る。

「ところで月斗。それは良いのか」

「あ、忘れてた」

　机に置いておいたケータイが光っている。この書類に目を通したらチェックしようと思って、そのまま放置していた。

　ケータイを見ると、メールが届いている。

「誰だれからだろ」

　最近はメールのやりとりも増えた。個人のケータイなので、主に学内の友達からだ。エールを送ってくれたり、悩なやみを相談されたり。人類の代表と呼ばれているけど、やっぱり僕は七星降霊学園の一員なのだ。

　けど、このメールは──

「どうした月斗？」

　カグラが僕のケータイを覗のぞき込む。

「……これ、どういう事？」

「妙みようだな」

　ケータイのメールに表示されている、差出人。

　──雪伽。

　漆号に喰くわれたはずの雪伽がメールなんてできるわけがない。

　彼女の名前を騙かたった何者かが僕をおびき出そうとしているのか。

「……ルシファー」

『はい』

　僕が呼ぶと、校内放送のスピーカーからすぐに返事が来た。

「このメール、本物？」

『ＧＰＳが反応していないので居場所は不明ですが、そのメールは花村雪伽さんの携けい帯たい電でん話わから送信されたもので間ま違ちがいありません』

　あの時、雪伽はケータイを持っていた。会議の時はポケットに入れておくことが多いから、漆号にまとめて食べられたと考えていいだろう。

　なのに雪伽のケータイからメール？

『ＧＰＳの範はん囲い外がいという事は、魔ま界かいから送信された可能性が高いです』

「魔界……」

　悪魔がケータイを使って、僕に何の用があるんだ。

　メールの内容はたどたどしいが、「指定された場所に来て欲しい」という旨むねの簡単な文章。短い文なのに、ところどころ日本語がおかしい。

「問題なかろう。吾わが輩はいがいる」

　その通り、こっちにはカグラがいる。

　今の僕に対して雪伽の名を騙る事が、どれほどの罪か教えてやるんだ。







　指定された場所は、やっぱり魔界だった。

　カグラに連れられて魔界に入った僕は、全身にカグラの魔ま力りよくで作った鎧よろいを着たままその場所を見る。

　なんでもアンリ・マンユの領地だったらしい。

　らしい、というのは、現在はその面おも影かげすら残っていないからだ。

　テレビで見た事がある、アメリカのグランドキャニオン。まるでそんな感じの崖がけが続いている。崖の下は真っ暗で、どこまで深いのか見当もつかない。そんな闇やみが見み渡わたす限り続いている。

「崖ではなく、穴だな」

　鎧から聞こえるカグラの声。

　漆しち号ごうはアンリ・マンユを土地ごと喰ったという。ここは地下数千メートルに渡って漆号の胃い袋ぶくろに収まってしまったのだ。

　僕は頷うなずくと、その穴に飛び込んだ。

　完全な闇だった。

　カグラの鎧のおかげで感知はできるけど、人間の感覚では何も感じられないだろう。前後の感覚もなければ、周囲の音もない。物も光もないので、自分がどこにいるかも分からなくなりそうだ。

　そんな闇を落下していく。

　かれこれ五百メートルは落ちたと思う。

　やがて鎧が反応し、僕は地面らしき場所に降り立った。完全な闇の中、ただ僕だけがそこにいる。自分の手すら見えない場所にいると、本当に死んでしまったかのように感じてくる。

「ほれ」

　黒ネコのカグラが足あし下もとにいた。いつから持っていたのか、キャンドルに火をつけてくれる。地下五百メートルなのに酸素があるのか。いや、魔力の炎ほのおなのか。

　カグラが何かすると、そのキャンドルが地面にたくさん出現した。

　僕の周囲を照らす炎の中で、僕以外の何かが蠢うごめいているのが見えた。

　黒い影かげ。

　ここに住んでいる原生生物かと思ったが、違ちがう。

　それは人の姿をしている。

　黒い人間のような──

「漆号……？」

　見間違えようがない。

　あの黒い身体からだに、雪伽の顔。

「あいつが……！」

　雪伽の仇かたき。

　攻撃態勢に移ろうとする僕の視界に、別のものが映った。

　漆号の側に落ちている、ケータイ。

　あの色と機種は雪伽のものだ。

　どうして漆号がケータイを？　一緒に食べられたんじゃないのか？

　僕の脳内を様々な可能性がよぎる。

　だけど、それは漆号が僕に見せた反応で全すべて消し飛んでしまった。

　なんと彼女は僕に向かって笑ったのだ。

「にぃ……ちゃん……」

　聞き間違えようがない、雪伽の声。

　漆号は雪伽を喰った。だから彼女の記き憶おくまで奪うばったというのか。

「…………よかった…………また、にぃちゃんに会えた……」

「君は……？」

「私……雪伽…………！」

　絞しぼり出すような声。

　雪伽。本物の雪伽なのか。

　生きていてくれたのか。

　彼女の声を聞いた瞬しゆん間かん、足が震ふるえている事に気づく。それほどの喜びが全身を駆かけ巡めぐっている。

　良かった。雪伽が生きてる。

　雪伽。僕の知ってる雪伽が。

「あ、あのね、にぃちゃん。私、なんとか生きてるの」

　困ったような雪伽の声に、現実に引き戻もどされる。

「ど、どういう事？」

「えっと、多分、漆号に食べられたんじゃないと思うの。あの時、漆号が触しよく手しゆみたいなので私をブワッと囲んで──そしたら、こうなってた。ちゃんと記憶もあるの」

「？？？」

　さっぱり分からない。

　だけど一いつ生しよう懸けん命めい説明しようとするその態度は、間違いなく雪伽だ。

「──融ゆう合ごうしているな」

　足下でカグラが呟つぶやいた。

「雪伽よ、貴様は漆号に食べられたのではなく、肉体を同化させられている。つまり貴様は花村雪伽であると同時に漆号なのだ」

「ええっ!?」

　僕と雪伽が同時に驚おどろく。

「ど、どうして？　なんで雪伽だけ？」

「漆号がそうした理由は吾輩にも分からぬ。が、あの時、あの場所でもっともそれに適した肉体を持っていたのは雪伽だった」

　漆号は僕の両親の遺伝子を持っている。

　つまり僕と雪伽の妹のようなもの。

　性別があるのか分からないけど、女の子なのだとしたら同じ女の子である雪伽を狙ねらうのは分かる。それにあの会議の時、僕は完全武装していた。どちらがより確実に融合できるか、考えるまでもないだろう。

　効率で考えると、そうなる。

　でも理由は？

「……そっか。融合したのか」

　逆に雪伽は腑ふに落ちているようだ。

「雪伽、漆号の気持ちが分かるの？」

「少しね」

　震える身体を抑おさえながら、雪伽は頷く。

「漆号が私を食べたのは、寂さびしかったから。ずっとずっとひとりぼっちだったけど、初めて私やにぃちゃんを見て、嬉うれしくなったの」

　僕たちを見て、漆号は泣いた。

　あれは本当に嬉しくて泣いていたのか。

「だから私と融合できて、すごく嬉しいって感じてる。もうこれでひとりじゃないって思ってるの。だから──」

　雪伽は僕に向かって手を伸のばす。




「──食べたいの」




　雪伽に向かって歩きだそうとした僕の足が止まった。

「私、融合してから嬉しいの。何もかもが満たされちゃって、あとは『食べたい』って気持ちだけが一番上で、でも、他ほかは食べたくなくて、あれ、どうして、わたし」

「雪伽……？」

「どうしようにぃちゃん、わたし、会えて嬉しいから、食べたくて──」

　微び妙みように言葉がおかしくなっている。

　雪伽の目が濁にごっている。

　僕に向かって伸ばした手が黒くゆらぐ。

「月斗！」

　カグラの叫さけびに合わせて、僕は横に跳とぶ。

　雪伽の手から放たれた触手が僕のいた場所をかすめていった。

「にぃちゃん、近づかないで！」

　今までで一番明めい瞭りような声で、雪伽が警告する。

「来ないで！　帰って！　もうここには近寄らないで！」

「雪伽……」

「食べたくないの！　でも、食べたいの！　私の身体、何もかもが食べたくて仕方ないの！　嫌いやだけど、食べる事しか考えられないの！」

　叫びながら涙なみだを流す雪伽。

　その身体からは制せい御ぎよできなくなった黒い触手がズルズルと伸びている。

「──やはり、そうか」

　僕の肩かたに乗るカグラ。

「そもそも漆号とはそういう悪あく魔まだ。全ての欲求が『食べる』というひとつの行動にしか結びつかない」

「食べる……だけ？」

「そうだ」

　だとしたら、今の雪伽もそうだというのか。

「腹が減ったから食べる。怒おこったから食べる。嬉しいから食べる。愛しているから食べる。美しいと思ったから食べる。怖こわいから食べる。安らいだから食べる。痛いから食べる。視界に入ったから食べる。寂しいから──食べる。それが漆号という悪魔だ」

「そんな！」

　話しているスキに、触手が伸びた。

　音速を超こえる速さの触手が僕の身体に巻き付く。

「月斗！」

　カグラが攻こう撃げきしようと尻しつ尾ぽに魔力を溜ためるが、それより早く僕の身体は触手に搦からめ捕とられてしまった。抵てい抗こうしようと力を入れる前に、触手ごと雪伽に引き寄せられる。

　引き寄せられるたびに別の触手が僕に巻き付き、さらに身動きが取れなくなる。

　まばたきする間に、僕は雪伽に密着する。

　雪伽の顔がすぐ近くにある。

「にぃちゃん……」

　泣いていた。

　くしゃくしゃになった顔をして、僕に抱だきついてくる。

「大好き」

　雪伽の手が、僕の背中に触ふれる。

「だから、食べたいの」

　雪伽の涙が、僕の肩に落ちる。

「お願い、にぃちゃん──」

　雪伽の望む事なら、なんでもしてやりたい。

　ここで彼女に食べられれば、ずっと一いつ緒しよにいられるだろうか。

　僕と雪伽、ふたりで永遠に生きる──

　もし、そうなったら。

「にぃちゃん」

　雪伽の口が開く。

　唾だ液えきまみれの口の中。

　そこに、魔力の塊かたまりが叩たたき込まれた。

「きゃあっ！」

　口の中が爆ばく発はつし、後方に吹ふき飛ぶ雪伽。

「逃にげろ月斗！」

　カグラだった。

　雪伽が怯ひるむと同時に、僕を拘こう束そくしていた触手が解ほどける。鎧よろいから魔力を噴ふん射しやして、僕は素す早ばやくその場から離り脱だつした。

「逃げて！　にぃちゃん、ここから早く！」

　悲痛な雪伽の叫びが遠ざかっていく。

　僕の鎧から噴射される魔力のせいで、どんどん漆しち号ごうから離はなれていく。噴射を止めようと思っても、思うようにならない。

「カグラ!?」

「じれったい男だ！　ここは退ひくべきだ間ま抜ぬけ！」

　鎧から聞こえるカグラの声。すでに黒ネコの姿はなく、全ての魔力を僕の鎧に注ぎ込んでいる。鎧の全てがカグラと一体化している状態なので、僕から制御を奪う事もできるのか。

「雪伽！」

　手を伸ばす。

　だけどそんなもの、ポーズにしかならない。

「にぃちゃん！」

　闇やみの向こうに、小さく見えるキャンドルの明かり。

　その中心にいる雪伽は、倒たおれながら震ふるえている。全身に力を込めているのは、きっと僕を襲おそわないように制御しているからだ。

　分かってる。

　今の僕たちでは漆号を殺せない。

　だって、雪伽なんだぞ。

　生きているって分かったのに。

　あれは人類の敵だ。

　両親の仇かたきで、でも、雪伽で。

　キャンドルの明かりが少しずつ小さくなっていく。

　やがてそれが完全に消える直前、




「──殺して」




　雪伽の小さな唇くちびるが、そう動いたのが見えた。
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　　　　＊




　気がついたら、森の中にいた。

　僕は魔界の地理に詳くわしくないから、ここがどこなのか知らない。

　ただ人間界の森にとてもよく似ていて、土の匂においもまったく同じだ。木々のざわめきや川の流れる音が聞こえるが、鳥などの動物の声はまったくしない。

　巨きよ木ぼくの根元で、僕は座っていた。

　膝ひざを抱かかえて、何も出来ない。

「……どうして」

　雪伽が生きていた。

　最悪の状態で。

　漆号が雪伽に変身したんじゃない。

　雪伽が漆号に取り込まれたわけでもない。

　漆号は雪伽で、雪伽は漆号。

　完全に同一の存在になってしまった。

　最愛の妹が、最さい凶きようの悪魔。

　僕は──妹を殺さなくちゃならない。

　そうしなければ、人類が終わる。

「月斗」

　顔を上げると、カグラがいた。

　人間の姿で、僕の事をニヤニヤ笑いながら見ている。

「何を悩なやむ？」

「……カグラには分からないの？」

「ああ、分からぬ。人類の危機と、貴様ひとりの妹の命、どちらかを天てん秤びんにかけねばならない。そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい悩みだろう」

「それのどこが悪い！」

　立ち上がり、カグラに摑つかみかかる。

　カグラは抵抗せず、僕に服を摑まれた。

「なんで雪伽なんだよ！　どうして漆号は雪伽を取り込んだんだ！　こんなのって、ひどすぎるじゃないか！　ただ殺すより残ざん酷こくだ！」

「まぁ、狙ねらってやったのだとしたら策士どころではないな」

「こんな事なら──あの時、本当に喰くわれていた方がマシだった」

「それは雪伽がか？　それとも貴様か？」

　どっちもだ。

　雪伽が生きているなんて知らなければ、僕は全力で怨うらみを込めて漆号を殺せた。

　なのに雪伽の意識が残っている。

　まるで盾たてにされているようだ。

　雪伽を殺せなければ、人類が滅ほろびる。

　だけど人類を犠ぎ牲せいにしてでも、雪伽を守りたい。

　どうすればいいんだ。

「月斗」

「!?」

　服を摑んでいた手を外され、今度はカグラが僕の胸むなぐらを摑んだ。

　引き寄せられ、鼻先が当たるほど近くにカグラの顔がある。

「普ふ通つう、人間どもの雌めすならば、こういう時にあらゆる手段で男を慰なぐさめるのだろう。それが人間流のやり方だ」

「……？」

「だが吾わが輩はいは違ちがう。吾輩は悪あく魔まだ。悪魔には悪魔のやり方がある」

「悪魔の……やり方？」

「知らぬのか。悪魔は人間に様々なものを授さずける。力、叡えい智ち、富、快楽、その全すべてを」

　カグラの言葉で、僕は考える。

　僕が今一番欲しいのは、何だろう。

「月斗よ。吾輩は貴様の悪魔だ。だから貴様が今一番欲しいものも知っている」

「……うん」

「そらよっ！」

　カグラが僕を突つき飛ばす。

　背中が巨木にあたると、真上から冷水が降ってきた。

　滝たきのように大量の水が全身に染しみ入る。どこから出したんだ、こんな水。

　あ、でも、気持ちが良い。

　頭が冷える。

　気持ちがさっぱりする。

　カグラの言う通りだ。

　──僕が欲しかったのは、この水だ。

　こんな気持ちをくれたのは、カグラ。

　僕の大切な──力。

　そうだ。僕にはまだカグラがいる。

　最強の魔王であるアバドンの力があるじゃないか。

「ありがとう、カグラ」

　濡ぬれた髪かみをかき上げ、僕は笑った。

「すっかり忘れてた。こんな事で悩むなんて」

「クックック……思い出したか」

「カグラ。君も悪ひ魔とが悪いよ」

「何がだ？」

「人類と雪伽を天秤にかけるだなんて──まるで僕にその選せん択たく肢ししか残されていないみたいじゃないか」

　カグラがニヤリと笑う。

　きっと今、僕も同じような表情だ。

「漆号を倒して、同時に雪伽を救う。そんなやり方だってあるじゃないか」

「そんなやり方がなかったら、どうする」

「その時は、僕がやり方を作る」

　今までだってそうしてきた。

　もうダメだと諦あきらめそうになった時でも、必ず突とつ破ぱ口こうがあった。突破口がなければ無む理り矢や理りこじ開けてきた。それが僕と雪伽とカグラの戦いだった。

「僕の父さんと母さんもそうだった。人間の力で勝てないのだから、悪魔の力で人類を守ろうとしたんだ」

「フン。貴様もその血を受け継ついでいるようだ」

　僕は拳こぶしを握にぎる。

　雪伽と漆しち号ごうは融ゆう合ごうして、ひとつの身体からだになった。

　──それがどうした。

　だったら分ぶん離りさせる方法を考える。

　そしてそれを実行する。

　漆号が最強の悪魔だから何だというのだ。

　だったらそれを凌りよう駕がする力をつければいい。

「カグラ。行こうか」

「フハハハハハ！　よかろう！」

　意地の悪い笑えみを浮うかべて、僕とカグラは歩き出す。

　恐おそれるものなんて、何も無かった。

　──だって僕たちは、アクマなんだから。
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　めちゃくちゃ痛かった。

　今までに受けたことのない痛みが全身を麻ま痺ひさせている。身体を動かそうとしても言う事を聞いてくれないし、それでも痛みのせいで身体が反射してしまう。

「これで終わりか？」

　声のした方に視線を合わせると、大おお山やまさんがグローブを打ち鳴らしていた。訓練用のジャージに天使の鎧よろいを身に纏まとい、やる気満々である。

「まだ……ですっ！」

　僕はカグラの鎧を締しめ付け、全身の震ふるえを強ごう引いんに止める。魔力によって身体を起こし、ファイティングポーズを取る。立ってしまえば、逆に楽だ。

「よし、ならば来い」

　手招きする大山さんに向かって、僕は光線を放つ。

　訓練用フィールドが壊こわれるギリギリまで魔力を抑おさえているが、それでも可能な限り全力の光線だ。訓練用天使とは違い、当たれば人間は死ぬ。

　が、光線の射線に大山さんはいない。

「予備動作が大きすぎる！」

　真横から脇わき腹ばらを殴なぐられた。

「うぐっ！」

　天使のグローブが僕の腰こしに魔力を注入し、波動となって爆ばく発はつする。

「攻こう撃げきの際にも、防ぼう御ぎよを忘れるな！　でないとこのようになる！」

　脇腹を殴られて怯ひるむ僕に対し、大山さんはさらに蹴けりを入れる。吹ふき飛ばされる僕の腕うでを摑んで引き戻もどし、腹にパンチを入れる。絶え間ない三連続の攻撃から逃のがれるため、僕は大山さんを攻撃しようとする。

「反撃する時も、次の一手を考えろ！」

　すでに大山さんは僕が想定していた攻撃範はん囲いから離はなれており、攻撃が当たらない。

　これがＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の戦い。

　日本最強と呼ばれる退魔士の集団は、やっぱり鍛きたえ方が違う。

「どうした月げつ斗とくん。次の手がないか？」

「い、いいえ！」

　慌あわてて否定するが、

「だが、今の君がこれ以上戦えるとは思えない。少し休んだ方がいいぞ」

「でも僕は！」

「雪せつ伽かちゃんをどうしても助けたい、という気持ちは理解できるが、それなら最適な効率を追求するべきだ。その状態では私の助言も耳に入らないだろう」

「……！」

「焦あせるな。もっとも良いやり方を探せ」

「……はい」

　僕が戦意を喪そう失しつすると、カグラの鎧が消えた。同時に大山さんが出してくれた医い療りよう用天使が僕の身体に治ち癒ゆ効果のあるスプレーをかけてくれる。痛みが瞬しゆん時じに引いたが、疲ひ労ろうはまだ残っている。

「しかし魔王の鎧を使っているとはいえ、よく私の動きについてきたな」

「ついていけてないですけど」

「退魔士の新人の戦せん闘とう訓練を受け持つ事が多いのだが、大半の連中は君ほどタフではなかったな。数分で音を上げるような軟なん弱じやく者ばかりだった」

　傷どころか息も切らさずに微ほほ笑えむ大山さん。その小さな身体のどこにあんなパワーが潜ひそんでいるのか。

「……目的ができましたから」

　雪伽を救い出す。

　そのために僕はもっと強くならなくちゃいけない。

　大山さんに戦闘訓練を頼たのんだのも、そのためだ。プロ中のプロ、ＸＸｉｓｔ部隊の人間に少しでも鍛えてほしかった。

　そのために他ほかの業務は丸投げした。クラスＸは主に学内の連れん絡らくを受け持ってくれて、退魔士の方は独自に動き始めた。僕が中心にいるはずなのに、僕がいないほうがうまく回っているようだ。

　というのも、これまで全員が僕に気を遣つかっていたからなのだと後で知った。

　特に退魔省の方々は「漆号と戦うのだから、細かい仕事は全部こちらでやるから、戦いに専念して欲しい」と本当は思っていたらしい。しかし他の魔王と約束を交かわしたのが僕だったから、僕の意向を無視できなかったのだという。つまり僕ではなく、他の魔王に遠えん慮りよしていたのだ。

　結局、最後に戦うのはカグラの力を持った僕だ。

　今まで空回りしてしまって悪い事をした、と思いつつ、今は彼らの望みどおり戦いに専念させてもらう。

　だけど僕はついこないだまで一いつ介かいの高校生。カグラの力を得ても、身体能力が劇的に上がったわけではない。まだまだ弱い。

　先は長い。それなのに時間は少ない。

　でも、やる気は漲みなぎっている。

　むしろ毎日が楽しいくらいだ。雪伽を救うという明確な目標があるので、そこに至る道は喜んで進んでいける。

「よし、休みは取れたか」

　まだ休きゆう憩けいして五分だが、大山さんが痺しびれを切らしている。彼女も彼女で、事務作業を任せていた時の数倍は楽しそうな顔をしている。

「はい、次はアレをお願いします」

「オーケー」

　そう言って大山さんはタブレットＰＣを取り出す。あらかじめ登録しておいた簡単な操作をすると、召しよう喚かんソフトが起動する。

「召喚コール」

　訓練用フィールドの至る場所に天使が出現した。マネキンのような人型天使が、合計で十体。それぞれ座天使クラスの上級天使だ。

　今までこのクラスの天使を召喚するとなると、退たい魔ま省しようの認可が必要になっていた。いわば巡じゆん航こうミサイルくらいの危険物であり、選ばれた人間が限られた状じよう況きようでしか使えない天使だった。

　それがこうして十体同時に召喚できるようになったのは、ひとえにルシファーと柚ゆ子ずのおかげだ。柚子が開発した召喚ソフトにルシファーが直々に改良を加え、ある程度の訓練を受けた人間なら安全に上級天使を運用できるようになったのだ。

　そして充じゆう分ぶんな訓練を受けていない学生でも、中級天使くらいなら余よ裕ゆうで召喚できるようになった。クラスＳほどの生徒なら上級天使もいける。このおかげで作業効率が飛ひ躍やく的に上がったのだ。

「いくぞ、月斗くん」

　大山さんがタブレットを操作すると、十体の天使が同時に襲おそい掛かかってきた。

　一体でも上級悪あく魔まと互ご角かくに戦えるレベルの天使が牙きばを剝むく。その手には剣けんが握られており、人間にダメージはないがカグラの鎧は傷つけられる。

「はいっ！」

　僕もカグラの鎧を身につけ、訓練に移る。

　さっきまでの大山さんとの戦いは、あくまで生身での戦い。僕の身体からだをより効率的に動かすための訓練。

　だけど、これは違ちがう。

　カグラの魔力をより効率的に使う訓練だ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　僕の手から巨きよ大だいな影かげが伸のびる。

　それは一体目の天使を丸ごと飲み込み、その後方にいた二、三体目の天使の身体を半分消失させる。

　そのまま手を後方に向け、槍やりで薙なぎ払はらうように動かす。五体の天使が同時に消失し、さらに僕の鎧から噴ふん射しやされた魔力によって高速で移動する。残り五体の天使に向けて、今まで食べた天使の魔力を放射すると、あっというまに全すべての天使が戦闘不能になった。それでも魔力を調節したので、訓練用フィールドには傷はついていない。

「どうですか、大山さん!?」

「二秒。まだ遅おそい」

「……そうですか」

　自分ではけっこう早くできたと思ったんだけどなぁ。

「君の力で漆しち号ごうと戦うためには、もっと早く反応しないとダメだ。そんなんだと、君が漆号を食べる前に食べられてしまうぞ」

　漆号を、食べる。

　それが僕が決めたやり方だ。

　どんな攻撃でも食べてしまう悪魔なら、こちらから食べてしまえばいい。

　もともと悪魔を食べる戦い方は、漆号ではなくカグラの専売特許だった。

　ならばこちらから漆号を食べ、その全てを吸収してやろうという腹積もりだ。その時に雪伽と漆号を分ぶん離りさせる。分離方法についてはカグラがなんとかしてくれる。

　とにかく、僕は漆号を食べる事に集中する。

　他は全部、誰だれかに任せる。

　漆号を胃い袋ぶくろに収めるために、全力を尽つくす。

「もう一度お願いします！」

「わかった」

　大山さんがタブレットを操作する僅わずかな時間、僕は深呼吸をする。

　休憩は、それだけでいい。







　鬼おにのような訓練が終わり、なぜか大山さんはホクホク顔で帰っていった。あの人、僕をいたぶる時は物もの凄すごく楽しそうだから、ある意味最適の人選だったのかも。

　そして大山さんにやられた僕は、ヘトヘトになりながら宿舎へ戻る。

　その道すがら、人とすれ違った。

「あれ、もしかして花はな村むら月斗？」

　名前を呼ばれて振ふり向くと、知らない人だった。

　学校の制服を着ているけど、七ナナ星セのじゃない。背の高い男子で、クラスＳにいそうな精せい悍かんな顔立ち。真ま面じ目めそうだけど、明るい笑え顔がおの人だ。

「ちょうど良かった。君を探してたんだよ」

「ええと、あの……？」

「あ、ごめん。初対面だもんな。俺は木き田だって言って、六りく道どう高校の生徒会長。まだ二年だからタメだよな」

「え、六道高校って、あの青森にある？」

　日本には退魔士になるための公立高校が三つある。ここ七星降こう霊れい学園と、彼のいる六道高校。それから広島の八はち極ごく降霊学園。

「ああ……って、あれ、話行ってないの？」

「どういう事？」

「どうもこうも、俺たち六道高校も七星降霊学園を手伝いに来たんだよ。そっちの『法王』さんには話が行ってるから、てっきり君も聞いてるかと」

「ごめん、全然知らなかった」

　戦闘訓練に明け暮れていたから、そういうのはみんなに任せていたんだ。

　そうか、六道高校も来てくれたのか。これで作業が捗はかどる。

「ところで、何人くらい来てくれたの？」

「何人って……全員だけど？　全校生徒、七百人くらい」

「そんなに!?」

「当たり前だろう。失敗したら人類が滅めつ亡ぼうするんだから」

　そうか。もう後がないのだから、やれる事を全部やろうとしているのか。そういう気き概がいを持った人こそが、退魔士になろうとするのだろう。

「でも、どうして六道高校が？」

「そりゃ決まってるだろう。人類の危機だっていうのに、退魔士の卵が何もしないでどうするんだよ。こういう時に働いてこそ、退魔士だろ」

「……そうだよね」

「まぁ、それは学校的な問題だけどさ。俺は魔王の力を手に入れて、悪魔と交こう渉しようしようっていう高校生がどんなのか見に来たんだ。こうして会えてよかった」

「え、そんな、僕なんか」

「まぁ、正直に言うと拍ひよう子し抜ぬけだけどな。俺らと何も変わらねーし」

　そう言って笑う木田君。

「そりゃそうだよ。僕なんて普ふ通つうの人間だし」

「ただまぁ、実際に見ないと分からないからな。ウチの高校の連中、君の事を化け物みたいな外見だと思ってるのも多いぜ。身長二メートルとか、ツノが生えてるとか」

「まさか」

　僕も苦く笑しようしてしまったけど、魔王の力を得た高校生って聞くと、普通はそんな妄もう想そうしてもおかしくないよね。

「お、いたいた。おーい月斗！」

　ボブの声だ。

　呼ばれた方向を見ると、ボブの他にも女子が数人。

　やっぱり見慣れない制服を着ているので、六道高校の女子かと思ったんだけど、木田君も首をかしげている。

「な？　だから言ったろ？　フツーの人間だって」

「は、はい」

　ボブに促うながされ、恐おそる恐る頷うなずく女子。

「ええと、ボブ、こちらは？」

「おう、八極降霊学園の人だってよ。防ぼう壁へき作りとか手伝ってくれるって言うんだけど、なんかお前の事を触しよく手しゆが生えた化け物って言うから、実物を見せに来たんだよ」

「触手……」

　いや、そりゃカグラの鎧よろいを着てる時は触手も生やすけど、あれは魔力の糸のようなものであって、身体から直接生えてるわけじゃないんだ。

「だから何度も説明してやったんだよ。コイツはただのシスコン野や郎ろうで、妹を取り返すために戦ってるって」

「どうやら、本当みたいですね」

　八極降霊学園の女子たちが頷き合っている。だけど、その顔がワクワクしているのはどうしたことか。

「妹を助けるために戦う男子！　ロマンですね！」

「私たち、チョー応おう援えんしてますから！」

「は、はい……」

　潤うるんだ目で手を握にぎられてしまった。なんだろう、素す直なおに応援されている気がしないのは。僕が悪いのだろうか。

「な？　それからコイツは異様にモテるんだ。注意しろよ」

「あぁ……同じ男子としてムカついてきた」

　今度はボブと木田君が意気投合している。あれ、なんで六道高校の代表までウチの学園の男子みたいな反応するの？

　ともあれ、日本中からこんなに応援が来てくれるなんて。

　自分の身体は変わっていないのに、なんだかどんどん強くなっている気がする。人が集まるって、こんなに心強い事だったんだ。

「というわけで月斗。『法王』さんから伝言で、今日は三校合同パーティやるから絶対に出席しろってよ」

「うん、分かったよ」

「で、そこでカグラも紹しよう介かいするんだと。料理込みで」

「うん……って、あれ、カグラは？」

　そう言えば訓練の後に着き替がえをしてから姿を見ていない。

　と思ったら、遠くから声が聞こえてきた。

「フハハハハハハ！　さぁ走れ退たい魔ま士しども！　ヨソモノどもに一ひと泡あわ吹ふかせてやる！　この食材を無事に届けた暁あかつきには、貴様らにも極ごく上じようの料理を味わわせてやるから、光栄に思え！」

　退魔省の防魔仕様トラックの上で腕うでを組んでいる人間姿のカグラ。あのトラックの中は全部食材なのか。やる気満々じゃないか。

「ええと、あの小さな女の子は？」

「うん、あとで紹介するよ……」

　そう答えるしかなかった。

　嬉うれしそうに食材を運ぶ彼女が世界を揺ゆるがす魔王だなんて言っても、きっと信じてくれないだろうから。







　そして夜、僕は宣言通りパーティに出席させられた。

「まぁまぁ一いつ杯ぱいどうぞ」

「あの僕、未成年なんですけど」

「あ、そうだった！　忘れてた！」

　あっけらかんと笑うのは、瀬せ川がわ世せ見みるさん。退魔省の情報部に所属している、やり手の退魔士。僕も色々とお世話になっているが、さすがに酒はまだ早い。

　彼の周囲にも退魔士が大勢いる。

　というか高校生がいない。

　周囲に立ちこめる酒気とタバコの煙けむりは、間ま違ちがいなく大人の宴えん会かい場だ。

「しかし月斗くん。いいのかい、学生さんの方のパーティに行かなくて」

　背見さんが尋たずねると、僕は肩かたをすくめ、

「行ったんですけど、なんか他校の人たちがワーッと押し寄せてきちゃって、百人くらいに追いかけられて、思わずこっちに逃にげてきちゃいました」

　あれはすごかった。僕を初めて見た人が大挙してやってきて、珍めずらしそうに見る人もいれば、握あく手しゆを求められたり、サインをねだる人もいた。

　そんなわけで、別の宿舎でやっている退魔士の慰い労ろう会に参加しているのだ。

　こっちもこっちで色々な人に声をかけられるけど、すでに何度も一いつ緒しよに行動している人たちが多いので互たがいに遠えん慮りよがない。退魔士の中にも僕を初めて見る人は多いんだけど、さっきの学生よりはまともに扱あつかってくれる。

「そういえば月斗くん、〝女王〟に会ったんだって？」

「はい」

　背見さんは〝女王〟と同じ妖よう精せい族の悪あく魔まだ。

「つかみ所のない方だったろう」

「え、ええ」

　言われてみればそうだ。直情的なインドラとは違ちがい、手の内を明かさない。何を考えているか分からないけど、敵対はしていないはず。

「あの〝女王〟は利己的な方だ。自分に益がないと分かると、とたんに手のひらを返す。逆に言うなら、彼女にとって得があるなら援えん助じよしてくれるってわけだ」

「はい」

「漆しち号ごうを倒たおせば、君の実力は認めてもらえる。その上で彼女にどんな見返りがあるのか提示してあげなさい。それが一番の近道だ」

「わかりました。ありがとうございます」

　同じ妖精族の意見として、参考になる。

　漆号を倒せばそれで終わりじゃない。その後の交渉を成功させて、初めて平和が取り戻もどせるのだから。

「ああ、あとそれから──」

「お父さん！　もうそのへんにしといて！」

　世見さんのグラスを取り上げるのは、娘むすめの渚なぎさ。

「あははは、すまないね。月斗くんに期待し過ぎちゃってるのかな？」

「そういう問題じゃないでしょ！　月斗くんはお父さんだけのものじゃないんだから！」

「そうだな、少しは渚にも貸してやらんと」

「な、何言ってんの！」

　顔を真っ赤にする渚。

「二人とも、そのへんにして！　僕もそろそろ行きますから！」

　なんだか親子ゲンカが勃ぼつ発ぱつしそうだったので、慌あわてて席を立つ。どのみち学生のパーティにも戻らないといけない。

「行こう渚」

「あ、うん」

　渚と一緒に慰労会を後にする。すれ違う退魔士に挨あい拶さつするのは、もっぱら渚。彼女は現げん役えきの退魔士という事もあり、僕と退魔省との間の連れん絡らく係を引き受けてくれている。もちろん退魔士の仕事もしており、とても働いてくれている。

　慰労会の会場である宿舎を出ると、涼すずしい風が頰ほおを撫なでた。まだ夏には早い時期なのに、とても身体からだが温まっている。

「ごめんねー、ウチのお父さんが」

「ううん、いいんだよ」

　世見さんに捕つかまる前は、別の退魔士に囲まれて悪魔退治の方法について盛り上がっていた。僕が人類の代表と言うより、若い学生と話す機会があまりないから楽しかったそうだ。それは渚も同じだろう。

「ありがとね、渚」

「え？」

　前を歩く渚が振ふり返る。

「退魔士たちに色々と便べん宜ぎを図はかってくれたでしょ。大山さんだけじゃどうにもならない現場の事とか、よく報告してくれたじゃない」

「あー、だってアタシも現場の人間だし」

「おかげで僕も戦せん闘とう訓練に集中できた。助かったよ」

「ま、アタシ自身のためでもあるし」

「そうなの？」

　渚は小さく頷くと、また前を歩き出す。

「この戦いで勝てば、平和が来る。アタシはそれを信じてる」

　軽い足取りで歩く渚。その身のこなしを作り上げたのは、日々の鍛たん錬れんだけではない。彼女の、悪魔の人間とのハーフという生まれも関かかわっている。

「人類だけの平和じゃない。悪魔にとっても平和になるんだ。そうすれば、アタシみたいなハーフでも嫌な目で見られる事はないし」

　ずっと生まれを隠かくしてきた渚にとって、それは楽園にも等しいだろう。

　それを与あたえられるのを待つのではなく、自分の力で手に入れられるのが嬉しいのだ。

「月斗くんもそうでしょ？　あの偉えらそうな悪魔ネコと一緒に暮らせるような世の中にしたいんでしょ？」

「うん。悪魔との戦争がなくなれば、みんな仲良くできると信じてる」

「そんな未来を示してくれたんだもん。感謝するのはこっちだよ」

　また振り向く渚は、優やさしく微ほほ笑えんでいた。

「ありがとう月斗くん。大好きだよ」

　少し頰を染める渚。

　夜空を背景に、彼女は後ろ向きで歩く。

「だからこそ、せっちゃんは助けるよ。月斗くんにとっても、私にとっても大切な人だからね」

「……うん」

　僕は、頷うなずく。

　渚はまた前を向き、早足で歩く。

　退魔士の宴会場と、学生たちのパーティ会場の間を、僕ら二人は歩き続けた。

　これから先も色々な派は閥ばつや陣じん営えいを渡わたり歩あるく事になるだろう。僕も渚も、そういう人たちの架かけ橋はしになれればいいと思った。

　やがて学生の喧けん騒そうが聞こえてくると、渚はもう一度だけ振り返った。

「さ、行こっか」

　いつものように元気に笑う彼女に、僕も微笑みを返す。




　　　　＊




　翌日から三校同時に作業が始まった。

　学校が違うから指示系統がバラバラになって困る、という事態にはならなかった。なぜなら三校とも同じ作業をしているからだ。

　七星降霊学園が作っているのは、主に防ぼう壁へきだ。

　もともと学園の周囲にはルシファーによって強化された結界が張られている。これは世界でも最さい高こう峰ほうの障壁であり、魔王でも突とつ破ぱすることはできないと言う。

　まぁ、カグラやバルベルは普ふ通つうに突破していたけど、それは魔力をゼロにするトリックを使っているからであって、純じゆん粋すいな魔力は絶対に通さないという。

　それを逆向きに設置する事にした。

　学園内でいくら暴れても魔力が外に漏もれないようにするため、ルシファーの結界に加えてもう一枚結界を設置する予定だった。が、ここで他ほかの学校が来てくれたおかげで三枚の結界を作れるようになった。

　作業自体は単純で、とにかく強力な板型天使を召しよう喚かんして、それを貼はり合わせる。単純だけどこれが一番固いんだって。

　学園は元自衛隊の敷しき地ちを使っているだけあって、無む駄だに土地が広い。だから結界を作る作業も楽ではないという。

　夜空にかかる白い板が、徐じよ々じよに学園を覆おおっているのが分かる。

「半分、ってとこかな」

「だなー」

　僕の視界の半分は、白い障壁になっていた。いずれ巨きよ大だいなドームのように学園をすっぽり囲むのだろう。

　白と黒で分断された空。まるで闇やみに吞まれようとしている今の世界のようだ。

「外のフェンスも全部固められて、城壁みたいになってるんだぜ」

「へぇ」

　午後九時、僕は学園の敷地内にある森林フィールドにいた。

　訓練のためでも仕事のためでもない。

　夕食を食べて、まだ目を通していない書類を整理していた所に呼ばれたのだ。

　現場にいくと、バーベキューの用意をしているボブと銀ぎん河ががいた。彼らも学園に寝ね泊とまりしており、自由に行動できるのだ。

　で、僕も入って三人。クラスＸの男子が勢せい揃ぞろいで肉を焼いている。

　夕食後なので、お腹なかに入らないと思っていたのだけど、こうして火を囲んで話をしていると、意外にすんなり入ってしまうものだ。

「でも、どうしてバーベキュー？」

　きっちり肉を食べながら、僕が尋たずねると、

「いやだってお前、最近忙いそがしそうだし」

　忙しかったらバーベキューに誘さそうのか。

「月斗くんずっと訓練ばっかりだから、遊びに行く事もないでしょ。だから、たまにはいいじゃない」

　そう言って笑う銀河の顔は、赤く火ほ照てっている。手にしたジュースの缶かんを弄もてあそびながら、器用に網あみの上の肉を裏返す。

「つーかよ、学校に寝泊まりしてんだから合宿みたいなもんだろ。なのにこういう旨うまみが一いつ切さい無いってのもヘンだろ」

「いやボブ、人類の存亡がかかってるんだよ？」

「それでもだ！　人類も雪伽の命もかかってるけどよ、だからこそ盛り上げていかねーとダメだろうが！　士気向上ってヤツよ！　ミスター・シッキーコージョー！」

　赤ら顔で叫さけぶボブ。

「……もしかして、お酒飲んでる？」

「うへへへへ」

　ボブが手にした缶はジュースではなかった。

「見つかったら退学どころの騒さわぎじゃないよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いざとなったら銀河がアルコール全部消してくれっから」

「任せて！」

　胸を叩たたく銀河。もしかしてジュースに見えた銀河の缶もアルコール……？

　こんな時に、と思う前に、別の疑問が湧わいてくる。

「なんで二人とも、そんなにハイテンションなの？」

「そりゃあ、お前……なぁ」

「ま、ね」

　ボブも銀河も苦く笑しようする。




「これで最後かもしれねーだろ」




　笑う二人だけど、目は笑っていない。

　とても寂さびしそうで、心からの言葉なのだと分かる。

「最後って、死ぬって事？」

「いや、そりゃ死なないようにするつもりだけど、月斗が負けたら全ぜん滅めつすんだろ？」

「そんな事はさせないよ」

「そこは期待してるよ。僕もボブも」

　二人の目が僕を見る。まだ分かってないのか、と言いたげな目だ。

「じゃあ、なんなんだよ。勝てば終わらないだろ」

「何言ってんだよ。勝ったら悪あく魔まと戦わなくていいんだろ？　って事は退魔士も必要なくなるって事なんだぞ？」

「……あ、そうか」

　もう悪魔と戦う技術が必要なくなるんだ。

　退魔省も七星降霊学園も、その様相を大きく変える事になる。

「っても、退魔士そのものはなくならないと思うけどね」

　銀河の言葉に、僕も頷く。

「大規模な悪魔との戦いはなくなるけど、個人の犯罪は別だもんね。悪魔の力を使って悪さをする人間はいなくならないだろうし」

「けど、人によってはモチベーション下がるだろうな。悪魔そのものに怨うらみ持ってる奴やつも多いだろうし」

　腕うでを組んで考えるボブ。彼は悪魔に怨みはなく、ただ実家の再興のために退魔士を目指していたんだっけ。

　銀河は悪魔被ひ害がいに遭あう人をひとりでも減らすために、降こう霊れい士になろうとしていた。彼らはこの戦いが終わっても、学園に残るだろう。

　僕は──

「正直、先の事なんか分からないよ」

　今は、雪伽と人類を救う事で精せい一いつ杯ぱいだ。

「いいよ、それで」

「うん」

　ボブも銀河も頷いてくれた。

　今さら確かめる事もない。この先、この学園がどんな事になっても僕らは繫つながっているんだから。

「まーでも、悪魔との戦争がなくなっても月斗のモテ期は終わらないんだろうな」

「ちょっと、なんだよそれ！」

　僕がボブに抗こう議ぎすると、

「知らないの月斗くん？　今、ウチだけじゃなくて他の学校でも憧あこがれの的だよ？　雪伽ちゃんがいない今、僕らが食い止めてるようなもんだからね」

「そうだよ、お前いつも雪伽とイチャイチャしてるから近寄りがたい雰ふん囲い気きあったけど、事情を知らない他校の女子は、お前の事フツーに強い悪魔使いだと思ってんだからな」

　フツーに強い悪魔使いじゃいけないのか。ていうか雪伽がいたら僕はどういう評価になっていたというのか。

「しかも女子だけじゃねーからな」

「男子も!?　なんで!?」

　僕、そういう趣しゆ味みないんですけど！

「そりゃお前、男だったら単純に強い奴に憧れるだろ。お前、後こう輩はいからの人気スゲーからな。逆に先輩からは嫉しつ妬とされてるみたいだけど」

　そうなのか。普ふ段だん、あまり人の評価なんて気にしたことなかったよ。自分と雪伽の事だけで精一杯だったから。あとカグラが目立ちすぎていたのも原因なのかも。

「もちろん、俺たちも例外じゃねーぞ」

「え？」

「今だから言えるけどよ。俺はお前の事、ホントにスゲー奴だと思ってんだよ。俺と同じクラスＸの、落ちこぼれだって言われてた人間が、今や人類代表で世界最後の決戦に挑いどもうってんだぜ？　カッコ良すぎるだろ！」

「ちょ、ちょっとボブ！　酔よいすぎてない!?」

「酔ってない！　俺は本気だ！」

　缶を折りたたみテーブルに叩きつけ、ボブは叫ぶ。

「月斗！　お前は最高の退魔士だ！　俺が保証する！」

「や、やめてよボブ！　別に僕、そんなんじゃないって！」

　本当に見込み違ちがいなんだ。僕は別に努力してこうなったわけじゃない。

「だってホラ、この力はカグラのものだよ？　降霊術を極きわめたわけじゃない、カグラに与あたえてもらった力で強くなっただけだよ」

「そうかなぁ。僕も月斗くんはすごいと思ってるけど」

「銀河までそういう事言う」

「うーん、パワーとか魔力とかの強さとは違うかな。月斗くんの強さって、与えられたものをどう使うかって所だと思う。カグラさんの力だろうが、それを悪用する人もいるだろうし。悪魔の力で人類全体を救おうなんて、フツーは考えない。そのスケールのでっかさが好きだな」

「そうそう、男ってのは基本的にでっかい事やる奴が好きなんだよ！」

　彼らの気持ちになってみると、少し分かるかもしれない。

　途と方ほうもなく難しい事に挑ちよう戦せんしている人を見ると、応おう援えんしてあげたくなる。それが無む謀ぼうなものではなく、きちんと一歩一歩進んでいる人ならなおさらだ。

「ま、アレだ。学園がなくなろうが、人類が消えようが、俺たちは最後までお前についていくからな」

　僕の肩かたを叩くボブ。

「そうそう。同じおちこぼれ仲間だからね」

　おちこぼれ仲間、か。

　なんだかすごくしっくりくる。友達、という言葉よりも合っているように思える。

「プッ」

　そう思ったら、なんだかおかしくて吹ふいてしまった。

「へへへへ」

「フフフフフフ」

　ボブと銀河も笑い出す。

「アハハハハハハ」

　けして声は大きくなく、下品な笑い声だ。

　男子高校生は、毎日くだらない事で笑う。

　最近、こういう笑い方をしていなかったように思った。

　やっぱりボブや銀河がいないと、僕はダメだ。

「ハ──」

　ふと、ボブの肩かた越ごしに誰だれかがいる事に気づく。

「…………」

　柚ゆ子ずだった。

「うわっ！」

　僕の視線に気づいたボブと銀河も驚おどろく。

　木の陰かげからずっと見ていたの？　なんで？

「……ずるい」

　柚子はこちらに歩いて来ると、勝手に缶と皿を手に取り、肉をつまみ始める。

「……男子ばっかり」

「い、いや、その今日は男子会っつーか、たまには男同士でっつーか」

　ボブが変な言い訳を始めるが、

「……私だって」

　何かを言いかけ、そして焼けた肉を全部自分の皿に盛って食べる柚子。

　ひょっとして、バカ話に加わりたかったのかな。

　てっきりこういうの嫌きらいだと思っていたんだけど。

「ちょっと柚子ちゃん、その缶かんはジュースじゃなくて──」

「……あんたがアルコール分解してくれるんでしょ？」

「そ、そうだけど」

「……下へ手たに騒いだら先生にチクッてやる」

　と言われては、僕らもお手上げだ。

　そもそもこれがバレたらクラスＸは全員退学どころの騒ぎではない。特に先生や巡じゆん察さつに見つからないようにしなければ──

「そこを動くな！」

　凛りんとした声に、僕らの背筋が凍こおる。

　振ふり向くと、完全武装した雅みやび。

　それと、彼女の背後にはクラスＳの連中がズラリ。

「こんな所で何をしている！」

「お、お姉ちゃん……」

　まるで憲兵のように僕らを囲む雅とクラスＳ。

「随ずい分ぶんと楽しそうじゃねーか」

　焼けた肉を見ながら、御お前まえ崎ざきがニヤリと笑う。

「あ、あの、これは……」

「月斗ちゃん」

　雅は冷ややかな目で僕を見下ろす。

　剣けんも握にぎっていないのに、いつでも叩たたき切られそうな威い圧あつ感かんだ。

「自分が何をしているのか、わかってるわね」

「はい……」

「勝手に学園内でバーベキューをした上、お酒まで。しかも私抜ぬきで」

「はい……え？」

「私抜きで！」

　あ、ダメだ。本気で怒おこってる。

「だってこれは、男同士で」

「いつでも一いつ緒しよだって言ったくせに！」

「そうだ花はな村むらテメェ！　男なら言ったことのケジメはつけろや！」

「俺たちの『法王』を泣かせたら許さねーぞコラァ！」

　僕が何か言おうとすると、雅と取り巻きが同時に反はん撃げきしてくる。

　そして騒さわいでいないクラスＳの連中は何をしているのかと思えば、別のコンロを用意しているではないか。

「まぁまぁ『法王』、こんな奴やつの事は放っておいて、我々が真のバーベキューの味を教えてあげますよ」

「どうだクラスＸ。お前らのような貧びん乏ぼう人に、こんな肉が食えるか！」

　クラスＳが用意したコンロも肉も最高級品だ。なんでバーベキューでそこまで張り合う必要があるのだろうか。ていうか取とり締しまる側のクラスＳがなんで参加しようとしているんだ。

　なんだかどんどん騒ぎが大きくなってるぞ。

　これはもう学園にもバレてしまうのでは──

「座標特定。作戦行動に移ります」

「了りよう解かい！　ゴーゴーゴー！」

　などと警けい戒かいしていた僕の頭上から、二人が降ってきた。

　渚なぎさと──牧まき原はら先生！

　なんで木の上から降下してくる必要があったの!?

「やっぱりバーベキューなんてやってましたよ、先生」

「うむ。ウチの備品がひとつ足りないと思っていたら、こういう事だったか」

　牧原先生が担かついでいるのは、ビール缶のセット。

　もはや尋たずねなくとも、それをどうするのか分かる。

「はい差し入れー」

　渚が差し出したのは、上等そうな肉。

「クラスＳになんか、負けちゃダメだかんね！」

　さっきまで男同士で笑っていたはずなのに、どうして今は頼たのもしい女性たちに囲まれているのか。

「よし、では続きだ！」

「はいっ！」

「負けるか！」

　牧原先生の号令の下もと、男子が肉を焼き始める。正直、僕らはもうお腹なかいっぱいなのだが、女性陣じんやクラスＳはワクワクしながら肉が焼けるのを見ていた。

「はい月斗ちゃん、あーん」

　強ごう引いんに雅が食べさせようとしてくる。受け入れても拒きよ否ひしてもクラスＳの連中にブッ飛ばされそうなんだけど。

　そんな雅の追つい撃げきから逃のがれると、もっと恐おそろしい女性と目が合った。

「あ、あの、牧原先生……？」

「気にするな」

　苦く笑しようすると牧原先生は缶ビールを開かい封ふうし、一気にあおる。

「ここだけじゃない。学園のあちこちで似たような騒ぎは起きている」

「どうして？」

「どうしてって、そりゃお前たちと同じ理由だろうが」

　そっか。これで最後かも知れないからか。

　次の戦いで死ぬかも知れないし、勝っても今の生活が続くとは限らない。

「悪あく魔まとの戦いが沈ちん静せい化したら、私もお役やくご免めんかもな」

「そんな！　先生は、だって」

「退魔士から教員を出すというシステムは間ま違ちがいなく縮小される。そうなったら生き残りに必死だろう。まぁ、お前たちとの生活は楽しかったが、どこまでやれるか」

　学生だけでなく、退魔士も同じような境きよう遇ぐうになるのか。

　悪魔と戦う意味がなくなるから、そういう職業が消えるのは必然。

「もしも退魔士を辞やめたら、先生はどうするんですか？」

「そうだなぁ、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようでもするかな」

　なにげなく呟つぶやいた牧原先生の言葉に、ボブと銀河が吹き出してしまう。

　その後、どうなったかは語るまでもないだろう。

　青アザと打ち身で終わったバーベキューだけど、僕は今日の夜を一生忘れないと思う。

　必ず、また集まろう。

　最後に僕がそう言うと、みんな黙だまって頷うなずいてくれた。

　──次は、雪伽も一緒だ。
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　クラスＸやクラスＳのみんなとは宿舎が違ちがうので、途と中ちゆうで別れた。

　炭の熱で火ほ照てったせいか、夜風がとても気持ちよかった。いつも歩く学園の道路も、夜だとまた雰ふん囲い気きが変わる。遠くに光る作業用ライトはまるで野球場のようだ。要よう塞さいのように変わっていく学園の中で、僕はひとり歩く。

　そう、ひとり。

　ずっと気になっていたけど、バーベキューの時は口に出さなかった。

　カグラがいないんだ。

　こういうどんちゃん騒ぎにカグラがいないのは異常事態とも呼べる。だけどカグラにも事情がありそうだから、あえて何も言わなかった。カグラにしてみれば、その気になれば一いつ瞬しゆんで僕の所まで来られるだろうし。

　魔力で繫つながっているから、僕の方も少しならカグラを感知できる。学外には出ていないようだけど……。

　糸を手た繰ぐるようにカグラの魔力を追っていくと、校舎の中だった。

　何の変へん哲てつもない学習用校舎。普ふ段だんは一年生が使っており、今は誰もいない。だけど外から見ると、一部屋だけ明かりがついている。カグラはそこにいるのか。

　校舎に入り、階段を上がり、教室に入る。

　するとふかふかの絨じゆう毯たんに出で迎むかえられた。

「やぁゲット」

　そこは教室ではなく、バルベルの部屋だった。どうやら空間をねじ曲げているようだ。大きなテーブルに真っ白なクロス、それとワインの香かおりと料理の湯気。

「なんだ、貴様も来たのか」

　バルベルの反対側にカグラがいた。人間の姿でバルベルと同じようにワインを嗜たしなんでいる。そして彼らの間にアナベルが座っており、ひとりで食事をしていた。僕を見て嬉うれしそうに微ほほ笑えむ彼女に、僕も笑いかける。

「何やってるの？」

「いや、君たちが仲間同士でバーベキューを楽しんでいるのを見て、僕たちも仲間内で食事でもしようかと思ったんだ」

「仲間内って……」

　バルベルとカグラは敵同士じゃなかったか。

「少なくとも、今は仲間だよ。ゲット、君もだ」

「それは、そうだね」

「分かってると思うけど、これってすごい事なんだよ？　そもそも魔王が一堂に会して話し合いなんて、ここ数万年なかったんだから」

「ましてや魔王同士が手を組むなんてね」

「それもこれも、魔王より強い存在がいなかったからだけどね。漆しち号ごうって奴が出てこなかったら、僕らは今でも戦い続けていただろう。そういう意味では、感謝してるよ」

「感謝？」

「何か変かな？」

「だって漆号は君の部下を大勢殺したんだよ？」

　そもそも漆号が生まれた原因を作ったようなものじゃないか。

　怨うらみこそすれ、感謝なんて絶対にしないと思っていたのに。

「死んだ部下に関しては残念だと思っている。けど、彼らは皆みな、戦争に赴おもむいた。漆号に殺されようが人間の手で殺されようが同じ事だ。殺される覚かく悟ごがあるからこそ、殺しに行ける。漆号はその手段の一つだよ」

　ドライな考え方だ。僕はそこまで平静でいられない。

「じゃあ、僕の両親は？」

「そうだなぁ」

　バルベルは少しだけ考えて、

「できれば生きていて欲しかった。好敵手として良い関係を築けたと思う」

「達観してるなぁ」

　と言いつつ、僕もバルベルに対しては憎にくむ気持ちはない。

　彼は彼なりに目的があって悪魔を派は遣けんしていた。ルシファーから日本を解放するという目的もあった。悪魔の侵しん攻こうに対して、僕らも全力で戦った。怨むとすれば、目の前の敵だけだ。

「長く生きるとね、怨みってあまり感じなくなるよ」

　そう答えるのはアナベル。

「むしろ楽しい事を見つけ出そうとするの。悪魔が欲望に忠実なのは、そのせい。悲しい事よりも、楽しい事を探そうとする。中には復ふく讐しゆうが大好きって悪魔もいるけど」

　研究に没ぼつ頭とうする事が多いアナベルが言うなら、きっとそうなのだろう。バルベルほどではないが、彼女もかなりの快楽主義者だと思う。

「というわけで、目下のところゲットの行く末を見るのが一番楽しいのさ。この先はどうなるか知らないけど、今はそれが僕の生き甲が斐いになっている」

「そっか」

　この関係も終わる時が来るのかもしれない。

　それが明日になるのか数万年後になるのかは知らないけど、バルベルの興味を引くよう、せいぜい足あ搔がく事にしよう。

「ただしゲット。僕らのように、君に好意を抱だく悪魔ばかりではないぞ」

「それも分かってるつもり」
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　まだ正体が分からない魔王がいる。インドラも〝女王〟も謎なぞが多い。特に〝女王〟などは同じ妖よう精せい族の世見さんが注意を促うながすくらいだ。

「僕もそうなる可能性を秘ひめている」

「君も……？」

「当然だ。セッカを救えないのであれば、君も殺す。セッカは君以上に面おも白しろい存在だ。絶対に取り戻もどせ」

「言われなくたって」

　腰こしに手を当て、バルベルに抗こう議ぎする。

「でも、もしも雪伽を助けられなかった場合は──」

「うん？」

「できるだけ惨むごたらしく殺してくれ。僕のお願いだ」

　雪伽のいない世界なんて、意味がない。

　そんな僕の気持ちを察してか、

「嫌いやだね。君の望む死に方なんて、僕が与あたえるもんか」

　舌を出して、バルベルは笑った。
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　最後に、僕とカグラだけが残った。

　バルベルの部屋を出た後は、まっすぐに学食へ向かった。先ほどまでパーティの支し度たくをしていた学食だが、今は誰だれもいない。大量のゴミ袋ぶくろが並んでいるが、キッチンはとてもキレイに片付いていた。

　そこでカグラが食事を作る。

　なんの変哲もない、いつものハンバーグ定食、それとカレーに天てん丼どん、ラーメン。できるだけ高カロリーなメニューを選んでもらった。気休めかも知れないけど。

　そうして十人前ほどの食事を用意した後、ゲートを通って魔ま界かいへ出向いた。

　場所は、奈な落らく。

　そう、あの場所だ。

　光すら喰くってしまうほどの闇やみの中、僕は雪伽に会いに行ったのだ。

「雪伽！」

　何も無い空間に、僕の声だけが反はん響きようする。

　そのまま数十秒ほど待つと、掠かすれた声が返ってきた。

「にぃ……ちゃん……」

「雪伽！」

　声のした方を見ると、雪伽の顔だけが見えた。

　すでに全身が漆号の支配下に置かれているようで、闇の中に何本もの触しよく手しゆが絡からみ合っている。魔力で編まれた触手は身体からだに巻き付き、その体積を増やしている。蜘く蛛もの糸でがんじがらめにされたようだ。

「……ごはん」

　雪伽が鼻を鳴らすのと、カグラが持ってきた容器に触手が飛びかかるのはほぼ同時だった。慌あわててカグラが容器から手を離はなすと、触手がそれを奪うばい取っていく。食べるのはさらに早く、ほぼ一瞬で嚥えん下かする音が聞こえた。

「おい……しい……」

　雪伽は泣いていた。

「ずっと……何も食べられなくて…………」

　知っている。

　雪伽がこれ以上何も食べないように努力していたのは、報告にあった。

「にぃちゃんの、ばか……このまま餓が死ししてもよかったのに……」

「そうはいかないよ。雪伽には生きてもらわないと」

「でも、私……悪魔になっちゃったんだよ……？」

「関係ない。雪伽は雪伽だ」

「にぃちゃん……」

　嗚お咽えつする雪伽。

　首だけになった彼女を、抱だきしめて慰なぐさめてやりたい。だけどそれがとても危険な事も知っている。今近づいたら、確実に殺される。

　焦あせる事はない。

　すぐに助け出すから。

「……ずっと、死のうと思ってた」

「雪伽……？」

「でも……ダメだった……死ねないの…………自分の触手を突つき刺さそうと思っても、身体が触手を食べちゃうの…………舌を嚙かもうと思っても……舌を食べて、また新しいのが生えてくるの…………」

　強力な悪魔が自己再生機能を持っているのはほぼ常識だが、漆号のはそれほどまでにすごいのか。自分ですら殺せない悪魔を、なんとかして殺さなくてはならない。

「でも…………私も、死にきれなかったよ」

　雪伽の前に置かれている、ケータイ。

「にぃちゃんが毎日メールをくれるから、生きようって思った。きっと助けに来てくれるって、そう信じたかった……でも……」

　雪伽の身体が震ふるえたかと思うと、触手が暴れだす。

　漆号の意識とせめぎ合いを起こしている。雪伽の制せい御ぎよを失ったら漆号はすぐにでも僕を食べるだろう。

「おなかがすいたの…………にぃちゃんを食べたいの……！」

　涙なみだを流しながら触手を抑おさえる雪伽。

　僕は一歩、彼女に近づく。

「よく我が慢まんしたね。でも、もうすぐだ」

　予定では、明後日あさつて完成する。

　だけどそれじゃ間に合わない。明日中に完成させてもらわなければ。

「雪伽。僕は絶対に君を助け出す」

「ほんとうに……？」

「ああ。僕とカグラがいれば、どんな困難でも突とつ破ぱできる」

「その通りだ、雪伽よ。貴様はもう我慢する必要はない。のんびり茶でも啜すすりながら構えておればよいのだ」

　僕の隣となりに並ぶカグラ。

「僕はアクマだ。どんな手段を使ってでも、雪伽を救い出す。そのためならどんな犠ぎ牲せいを払はらってもいい。そのために今までがんばってきた」

「うん……」

「だから、今までがんばってくれてありがとう。もう少しだけ待ってて」

「うん……！」

　泣きながら頷うなずく雪伽は、前ほど絶望していなかった。目には力が戻り、身体の震えも止まっている。

　これ以上、雪伽を泣かせる奴やつを、僕は許さない。

　たとえそれが雪伽自身であっても。
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　翌朝、ぐっすり眠ねむった僕は大山さんに予定の繰くり上げを打だ診しんする。

　大山さんは「難しい」と言った後、「君が望むならそうしよう」と言ってくれた。

　その日は僕は何もせず、ただ作業が終わるのを見ていた。空の半分を覆おおっていた白い障しよう壁へきが、あっという間に全すべての空を埋うめ尽つくしていく様は圧倒的だった。

　作業の半分をどうやって半日で終わらせたのかと言うと、アナベルとバルベルたちに手伝ってもらったのだ。バルベルはぶつくさ言っていたけど、アナベルは楽しそうに手伝ってくれた。

　学園を覆う障壁が全て完成したら、いよいよ決戦だ。

　そこには堅かた苦くるしい挨あい拶さつや式典などは必要ない。ただ学生は法律的には非戦せん闘とう員となるため、希望者のみ残るように告げる。それでもほとんどの生徒が残った。

　全ての作業が完かん了りようした事が確かく認にんされると、退魔士と学生は配置につく。

　僕も指定された場所に行く。

　それは学園の中央にある訓練用フィールド。

　円形の闘とう技ぎ場を模した場所で、観客席もある。戦闘以外にも演劇部や吹すい奏そう楽がく部の発表で使われたりする広い空間。

　そこに僕ひとりが立っている。

　コンディションは最高だ。ぐっすり眠ったから。

　時計を見ると、午後三時。

「月斗。貴様の命令通り、呼んでおいたぞ」

「うん、ありがと」

　僕の制服の中からカグラの声。

　魔力の鎧よろいはすでに着ている。ただし前のようにゴツゴツしたものではなく、僕の身体にぴったりフィットしているウエットスーツのような形。極限まで魔力を凝ぎよう縮しゆくしているので、身体を覆う面積も少なくなる。その上に学園指定の制服を着ているのだ。

　そんな僕が待っているのは、もちろん漆しち号ごう。

　やがて僕の目の前の空間が歪ゆがむ。

　魔界へのゲートが開き、出てきたのは雪伽。

　昨日のように力を制御できない状態ではなく、最初に見た漆号のように人間の姿を保ったままだ。

「にぃちゃん……来たよ」

「待ってたよ、雪伽」

「本当に動けるようになってるね。前は制御するので精せい一いつ杯ぱいだったんだけど、まるで漆号が眠っているみたい」

「眠らせたのだ、吾わが輩はいが」

　僕の鎧が種明かしをしてくれた。

「貴様に喰わせた料理に、悪魔のみを眠らせる睡すい眠みん薬やくを盛った。魔王でも数日は起きぬくらい強力な奴だが、漆号ならそろそろ起きるであろう。耐たい性せいがつくので連続で使用する事もできぬ」

「ありがと、カグラ。おかげでこうして誰にも迷めい惑わくかけずに来られたよ」

「フン。礼を言うとは日ひ和よったか雪伽。我々はこれから戦うのだぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　雪伽は落ち着いた態度で微ほほ笑えむ。

「にぃちゃんは、きっと私を助けてくれる。漆号をやっつけてくれるから」

「ああ、その通りだよ」

　僕は左手に魔力を集中させる。

　高純度の魔力が生み出した塊かたまりは、左手全体を覆う盾たてになる。




「ちょっとだけ傷つける事になる。ごめんね、雪伽」

「いいよ、にぃちゃんになら」




　僕と雪伽が頷く。

　二人きりのコロシアム。

　反応は雪伽の方が早かった。

　僕は盾をかざすと、漆号の放った触手を弾はじいた。全てを喰らい尽くす触手に対し、カグラの張った結界は効果的だった。

「にぃちゃん！」

　悲痛な雪伽の声。

　すでに漆号は目覚めている。

「にぃ……ちゃ……」

　雪伽の意識がぷっつりと消えると、ギラギラと欲望をさらけ出す漆号の顔になる。僕を見て最上級の獲え物ものだと判断したようだ。

　悪あく魔まにテーブルマナーなど存在しない。以前、カグラがそう言っていた。

　僕を補食するために、漆号は最大の力を惜おしみなく出す。コロシアム全体を触手が覆い、上下左右ありとあらゆる方向から食くらいついてくる。

　そして、それを黙だまって見ている僕じゃない。

「はああああああああっ！」

　左手の盾を構え、そして薙なぎ払はらった。

　盾から発射された魔力の糸は細い剣けんとなり、触しよく手しゆを叩たたき斬きる。魔王の魔力で編んだ糸に斬れないものはない。その糸を操あやつり、二本、三本と触手を斬る。斬られた触手は地面に落ちて蠢うごめき、そしてまた漆号に戻もどっていく。

　が、これでは足りない。真横や背後から襲おそいかかる触手もある。全力でやれば対応できるが、今はその集中力を全て漆号に叩きつけたい。

　僕はあえて漆号に向かって走る。

　当然、ありとあらゆる方向から触手が迫せまる。

　が、その触手が一いつ斉せいに爆ばく発はつした。

「やった……！」

　小さく呟つぶやく。

　コロシアムの遥はるか遠く、学園の校舎の上に陣じん取どっている退魔士のスナイパー部隊だ。彼らが射出した天使の銃じゆう弾だんが漆号の触手を削けずり取ったのだ。実じつ弾だんのライフル弾に等しい大きさの天使は、それ自体がウリエルと同等の威い力りよくを持つ。扱あつかいが難しい分、くらえばどんな悪魔でもひとたまりもない。

　それだけで漆号が倒たおせるとは思っていない。だけど何度も喰らわせれば有効打になりえるかもしれない。

「たあっ！」

　一いつ瞬しゆんの怯ひるみに乗じて、僕は漆号に斬りかかる。僕の盾が発する魔力が剣の形を取り、それで漆号を切り裂さいた。

　身体からだが半分に分かれた、と思ったが、液体のように元通りになる。

　やはり漆号を倒すには完全に食べてしまうほかない。そのためにはある程度弱らせないといけないんだけど……。

「!?」

　漆号の触手から光線が発射された。並んだ複数の触手から放たれたビームは、先ほど狙そ撃げきした退魔士がいる地点を正確に射い貫ぬく。

　カグラの魔力で周囲をスキャンする。すでに退魔士は退たい却きやくしており、残されたスナイパーライフルが破は壊かいされていた。

　それだけでなく、第二射、第三射のために待機していた狙撃班の武器もまとめて破壊されているようだ。たった一いち撃げきで全ての狙撃銃を壊こわすとは──

　まるで雪伽のようだ。

　違ちがう、これは雪伽の力だ。

　漆号は雪伽の狙撃能力まで食べたのか。

　なんて厄やつ介かいなものを。

「なら、これはどうだっ！」

　僕は魔力の霧きりを放射する。

　これは防ぼう御ぎよに使うだけでなく、合図の意味もある。

　この霧を出してから数秒後に、ある物が届く。

　上空には、真っ白な壁かべ。

　その空から煙けむりを上げて飛来するものが。

　ミサイルだった。

　ただのミサイルではない。あれも天使だ。ルシファーが保有する天使の中で、もっとも高い攻こう撃げき力を持つ剣型天使「ウリエル」。それを何百本も束ねたもので、攻撃力はその数に比例する。

　退魔士や学生が総力を挙げて召しよう喚かんしたウリエルを、全てまとめてぶつける。

　上空からマッハに近い速度で落ちてくるミサイルは、漆号の身体に直ちよく撃げきした。天使が放つ白い光が目を灼やき、コロシアムが崩くずれる音がした。僕は魔力の霧と盾で防ぎながら、必死に防御する。

　衝しよう撃げきと閃せん光こうに目を閉じそうになる。

　だけど一瞬でもスキを作ってはいけない。漆号の位置を探して、あのミサイルがどれほどのダメージを与あたえたか確認しなければ。

　立ちこめる土つち煙けむりの向こう、さっきまで訓練用コロシアムだった場所は巨きよ大だいなクレーターになっていた。およそ直径にして五十メートル、コロシアムの残ざん骸がいがあちこちに散乱しているが、僕と漆号しかいないので問題ない。

「っ！」

　衝しよう撃げき波はで土煙が晴れた。

　漆号から発せられた強力な波動は、僕の背後にあった校舎を丸ごと破壊し、さらに後方にある障壁にヒビを入れる。

　漆号の表情を見れば分かる。怒いかりの感情をむき出しにしている。雪伽の顔とは思えないほど醜みにくく、だからこそ余計に怒りが伝わってくる。

　怒おこったから、食べる。

　理由は違えど、やる事は一いつ緒しよだ。

　そして漆号の反撃は今の衝撃波だけじゃない。

　ここには僕と漆号だけだと思っていたが──そうではなかった。

　土煙の向こう、漆号がいた場所に大きな影かげが。

　ひとつじゃない。

　片方は十メートルはある、巨大な人間。インドラに似た体格だが、こちらは青白い肌はだをしており、翼つばさが生えている。

　もう片方は五メートルほどの大きさ。全身に黒い布が巻かれており、身体を布で隠かくしているのか、それとも布そのものが本体なのかは分からない。ただ布から発せられる禍まが々まがしい魔力はケタ違いに大きい。

「あれは……！」

　漆号を守るように立っている、その悪魔。

　サタンとアンリ・マンユ。

　どちらも漆号が食べたはずの魔王。

　漆号が彼らを吐はき出したのか。どういう意図なのか。

　高い位置にある顔を見上げる。が、顔は黒いもやのようなものに変わっている。頭の部分が漆号によってすげ替かえられているように見えるけど。

「カグラ、あれは？」

「ただ吐き出しただけではなさそうだ。喰くった魔王の情報を元に、新たに作り出したのだろうな」

「それって……！」

「そうだ、貴様の親がやった事と同じだ」

　なんて悪魔だ。

　魔力だけじゃない。記き憶おくや技術まで自分のものにできるというのか。

　もしもまともな思考能力があれば、きっととっくに僕たちは滅ほろんでいただろう。

　だけど漆しち号ごうはその技術を食べる事にしか使えない。

　なんて哀あわれな──僕たちの妹。

「フン。魔王が二体に、それ以上の悪魔が一体か。どうする月斗」

「どうもこうもないよ」

　僕は盾を構える。

「喰われる前に──喰ってやる」

　それだけが僕の戦術。

　アクマにだって、テーブルマナーなんてないんだ。
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　カッコつけてはみたものの、魔ま王おうクラス三体は少々厳しい。

　優先順位をつける必要がある。漆号を倒せばそれで終わりだろうけど、魔王たちがそれを許してくれそうにない。

　どのみち、全すべて倒すなら一気に片付けるべきか。

「月げつ斗と。その心配は無用だ」

「え？」

　カグラの助言と同時に、背後に強い魔力が生まれるのを感知した。

　僕の背中越ごしに、巨大な剣が飛来する。サタンの胸に突つき刺ささったそれは、ルシファーの「ウリエル」だった。

『今です』

　校内放送から聞こえるルシファーの声に、空から人間が飛来する。

　飛行モジュールを装着した退魔士たちだった。ＸエクＸソｉシｓスｔト部隊を先頭に、全ての退魔士がサタンに向かって襲おそいかかる。上空から銃じゆう撃げきされたサタンは一いつ瞬しゆん怯ひるみ、次に彼らを敵と認識したのだろう、頭上を通り過ぎていく退魔士たちを追って走っていく。

「月斗ちゃん！」

　その後から、同じように飛行モジュールをつけた雅みやびが飛んできた。

「お姉ちゃん！」

「ここは私たちとルシファーに任せて！　サタンのデータなら退魔士全員で共有してあるから！」

「でも！」

　相手は魔王だ。漆号から生まれたまがい物とはいえ、その魔力は魔王とまったく同じ。人間に勝てるかどうか分からない。

「ここで勝たなきゃ、人類に未来はないの！　月斗ちゃんは漆号だけに集中して！」

　叫さけぶ雅の横を、人が飛び去っていく。退魔士だけじゃない、学生もいる。クラスＳの男子が笑いながら僕に中指を立てている。

　このままだと、きっと何人も死ぬ。

　助けに行きたい。

　けど、それをしたらいけない。

「お姉ちゃん！　絶対に勝って！」

「任せて！　家事より得意なんだから！」

　笑って、雅は飛んでいく。

　すでに戦せん闘とうは始まっており、学園の南側に激しい爆ばく発はつが見える。あそこに人間の全兵力が集中しているのだ。

　今まで人類が太た刀ち打うちできるのは、上級悪あく魔まがギリギリだった。だけどルシファーが味方につき、召喚できる天使の上限も上がった今なら魔王でも倒たおせるかもしれない。いや、きっと倒せる。僕はそれを信じる。

　そして、サタンがいなくなった今、残るはアンリ・マンユ。

　こちらに関しては何も心配していない。

　すでにアンリ・マンユは僕の目の前から消えていた。

　ゲートが開き、無数の手のようなものがアンリ・マンユを魔界に引きずり込んだのである。

「頼たのんだよ」

『任せておけ！　君だけにオイシイ所は持っていかせないよ！』

　鎧よろいを通して聞こえる、バルベルとの念話。

　予定していたわけではない。ただ、もしも漆号が予想外の攻こう撃げきをして来た時に対処できるように頼んでおいたのだ。

『僕としてもアンリ・マンユとは浅からぬ関係でね。きちんと決着をつけておきたいと思っていたのさ。それに僕の部下も久々の戦争に胸が滾たぎっているよ』

　人類を壊かい滅めつ寸前まで追い込んだベルゼブブ軍が戦ってくれる。これほど頼もしい味方はない。

「ククク……バルベルの奴やつめ」

「ん、どうしたのカグラ？」

「あの策士が普ふ通つうに正面からアンリ・マンユと戦うわけがない。おそらく確実に勝てる策を講じているはず」

「どんな策？」

「吾わが輩はいなら、高みの見物を決め込んでいる他ほかの魔王を巻き込む」

　なるほど、合理的かもしれない。わざと魔王の領地へ誘ゆう導どうしてドンパチやっていれば、怒り狂くるった魔王が飛び出してくるだろう。サイテーな作戦だけど、効果はありそうだ。

「そして見ろ。無策な漆号は、弱っているぞ」

　カグラの言う通りだ。

　本当に最初から全力だったのだろう、漆号の魔力がかなり減っている。今の漆号は普通の人間の姿をしており、身体からだから漏もれる触しよく手しゆも細くなっている。

　魔王を吐き出したからだ。もともと漆号の強さは魔王を喰って得たものであり、その魔王を出してしまっては強さも失われる。

　普通はもっと温存するものだ。だけど漆号にはその知能がない。魔王を生み出す技術はあるのに、後先を考える事ができないのだ。

　──これなら、勝てる。

　魔王以下の魔力しかない漆号なら、勝てるかもしれない。

『月斗！　総攻撃かけるぜ！』

　ボブの声が聞こえる。魔力による念話だ。ボブが身に纏まとっている天使が通信しているのだ。彼らもすぐ近くにいる。

『いくよーっ！』

　渚なぎさの声と共に、無数の槍やりが漆号に降り注いだ。

　東側の校舎、それから西側の校舎にそれぞれボブと渚がいる。ロボットのような巨きよ大だいな天使を身につけた彼らが槍を射出したのだ。

　しかしあの槍では、漆号に有効なダメージは与あたえられない──そう思ったが、漆号の動きが鈍にぶっている。どうやらあの槍は攻撃ではなく、動きを阻そ害がいするもののようだ。漆号の影かげに刺さった槍が光っている。

　つまり、今が攻撃のチャンス。

「だぁぁぁぁぁぁっ！」

　盾たてに魔力を集中させ、僕は漆号に殴なぐりかかる。

　漆号も抵てい抗こうの意志を見せるが、ボブと渚のおかげで避よけられない。

　反発する魔力で漆号をぶん殴った。頭を殴られて吹ふき飛ばされる漆号。

　まだ何が起きたのか分かっていないようだ。漆号に触ふれたものは全て食べられてしまうのだから、きっと僕の盾も食べるつもりだったのだろう。

　漆号を拒きよ絶ぜつする魔力。カグラにしか作れない、特別な力。

　要はカグラが嫌きらいなものを合わせて作った力だ。食べ物の好き嫌いがあるように、魔力にも様々な波動があり、カグラはあえて苦手な魔力を練ったという。同じルーツで生まれた漆号にも効果があったようだ。

　自分と同じだからこそ、弱点が分かる。

　それは僕も同じだ。

　僕が素す早ばやく退たい避ひする動作に合わせて、漆しち号ごうが光線を放つ。しかし僕の盾が光線をはじき返す。さらに漆号が連続して光線を撃うつが、僕には当たらない。

　雪せつ伽かの狙ねらいは完かん璧ぺきだ。だからこそ、僕は次に彼女がどこを狙うか分かる。

　雪伽の動きを熟知した僕と、漆号の弱点を理解しているカグラがいれば、この戦いに負ける要素はない。

　が、楽に勝てるわけでもない。

「うわっ！」

　光線を避けた僕の左足を、影から生えた触手が摑つかんだ。

　足が喰くわれる──！

　そう思ったのも束つかの間ま、上空から照射されたビームが触手を破は裂れつさせる。

　学園の上空に設置されたのは障しよう壁へきだけではない。攻撃用の天使砲ほう台だいもあるのだ。その全ての管理は柚ゆ子ずに任されているはず。

「ありがと、柚子」

『……妨ぼう害がいなら任せて』

　一いつ瞬しゆんだけど喰われかかった僕の左足は、すでに虫のような小さな天使が大量に集まって治ち癒ゆしてくれている。これは銀ぎん河がが召しよう喚かんした天使だろう。
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　クラスＸは、すぐそこにいる。

　こんなに遠くにいるのに、いつでも僕を助けてくれる。

　それに僕を助けてくれる仲間は、もうひとり。

「月斗！」

　カグラの注意喚かん起きに合わせて、僕は触手を避ける。盾から発せられる魔ま力りよくの剣けんで触手を切り、突とつ進しんする。

　何本もの触手が襲おそいかかるが、それが途と中ちゆうでピタリと止まった。

「!?」

　それに構わず、僕は前に進む。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　左手の盾から出る魔力を、剣から顎あごに変える。

　動けない漆号の顔に向けて、僕は左手を突つき出した。カグラの大顎は漆号の肩かた口ぐちを食いちぎり、咀そ嚼しやくする。さらにもう一嚙かみ、漆号の腕うでを食いちぎった。

　攻撃されていると知った漆号は触手を使って離り脱だつし、すぐに喰われた肩かたと腕を再生する。僕の左手は、漆号の魔力をごくりと飲み込んだ。

「……ありがとう、雪伽」

　漆号の動きが先ほどから鈍くなっている。

　それは雪伽が邪じや魔まをしているからだ。漆号の意識に割り込み、攻こう撃げきや防ぼう御ぎよを阻害しているからこそ、僕は楽に戦える。

　これが雪伽の攻撃だ。

　クラスＸは全員揃そろっている。

　漆号の魔力は徐じよ々じよに失われ、ほぼ瀕ひん死しの状態。加えて雪伽が動きを止めているので、かなり弱っているように見える。

　だが、その無表情の仮面の奥にどんな気持ちが隠かくれているのか分からない。

　ならば、奥の手を出される前に決着をつける。

　今こそ、総攻撃の時。

「行くぞ漆号！　これで終わりだ！」

　左手の大顎をさらに大きくする。

　全すべてを喰らい尽つくしてやる──！

「……ダ、ダメっ！」

　雪伽の声。

　漆号の口は動いていない。彼女の身体からだの中から聞こえる、悲痛な叫さけび。

「にぃちゃん、みんな、逃にげてっ！」

「!?」

　漆号の中に巨きよ大だいな力が集まっているのを感じる。

「む……これは」

　カグラも呻うめく。

　漆号は表情を変えない。

　しかし彼女を取り巻く魔力が変わっていく。

「なんだ……これ」

　ただの魔力ではない。それは感情を伴ともなう漆号の変化そのものだった。怒いかり、悲しみ、喜び、その他全ての感情が見え隠れしているように思える。それに合わせて魔力も七色に変化している。

　分からない。

　というより、漆号が歪ゆがんでいる。

　姿形はそのままなのに、彼女の中がぐちゃぐちゃになっているみたいだ。

　漆号の中のありとあらゆるものが混ざり合い、そして──弾はじけそうだ。

　壊こわれたランプのように色を変えて明めい滅めつする漆号の魔力。

「いかん！　暴走している！」

　カグラが慌あわてている。

　暴走って、まさか十年前の、あの時の。

　僕の両親と、そしてバルベルの数十万近くの軍勢を飲み込んだあれか。

　漆号の魔力の明滅がどんどん強くなっている。まるで警報機が鳴り響ひびいているようだ。さらに彼女の周囲を魔力の霧きりのようなものが覆おおいだした。その霧に触ふれた瓦が礫れきや土が消しよう滅めつ──いや、喰くわれている。

「なんで……？」

「ストレスだ。食事が出来ないというストレスに加え、貴様らが攻撃を仕し掛かけた事によって様々な感情が表れている。その全てが食しよく欲よくになったとすれば」

「食欲が暴れ出すのか──」

「話しているヒマはないぞ、月斗！　すぐに離脱しろ！」

「離脱って言ったって！」

「おそらく学園全てが飲み込まれる！　そうなる前に貴様だけでも逃げろ！」

　カグラが怒ど鳴なる。

　ここまで鬼き気き迫せまる声は初めてだ。その言葉に噓うそはないのだろう。

「じゃあ、他の人たちは!?」

「そいつらも逃がしたいが……間に合わぬ」

　漆号を取り巻く霧が徐々に増え、やがて彼女全体を覆うドームのような形になる。さながら繭まゆのようだ。

「いや、きっと我々も間に合わぬ。全ぜん滅めつは必至だ」

「そんな！」

「だが……可能性はゼロではない……！」

　そう言うと、僕の鎧よろいが突とつ然ぜん脱ぬげた。

　服の中に仕込んでいたカグラの魔力が半分近く消失し、カグラは黒ネコの姿になって僕の前に現れる。

「月斗よ。貴様らは生きろ」

　カグラの考えている事が分かってしまった。

　この悪魔は、いつもそうだ。

　普ふ段だんは悪い子ぶるくせに、肝かん心じんな時には僕たちを助けようとする。

「……っ！」

　そのカグラの気持ちを、僕は汲くんだ。

　残っている僕の魔力の全てをつぎ込み、触しよく手しゆを伸のばす。半分になった鎧の魔力を全て糸のように細い触手に変え、付近の校舎で援えん護ごしてくれていた渚なぎさとボブを摑つかむ。

『な、なに!?』

『おい月斗、なんだこれ!?』

　そして、全力で外に向かって放り投げた。

『きゃああああああっ！』

『なぁああああああっ！』

　着地の事など知らない。とにかく遠くに投げられればそれでいい。悲鳴はあちこちから聞こえてくる。校舎の屋上にいた退魔士の狙そ撃げき班や、校内に残ってサポートしてくれていた学生、それら全てを僕とカグラで摑んでは投げる。

　一刻の猶ゆう予よもなかった。

　とにかく半径二百メートル以内にいる人間全てを摑み、外に投げた。きっと誰だれかが受け止めてくれると信じて。

　ひとしきり投げた後、それは来た。

「月斗！　貴様も逃げろ！」

　最後の触手が僕を摑む。

「カグラ……」

　僕は見た。

　目の前の漆しち号ごうを包んでいた霧が、黒い輝かがやきを発するのを。

　カグラの気持ちはありがたいけど──もう間に合わない。




　黒い繭が、羽う化かする。




　爆ばく発はつと呼べるような衝しよう撃げきはなかった。

　ただ、その黒い波動が広がっただけ。

　全方位に一いつ瞬しゆんだけ。

　それだけで漆号の暴走は終わった。







　──あれ。

　僕、倒たおれたんだっけ。

　いったい、いつから？

　そもそもどうして倒れて──ああ、そうか。

　漆号の暴走に巻き込まれたんだ。

　黒い波動を見た瞬間、僕の意識もなくなったんだ。

　土の匂におい。

　砕くだけ散った砂利じやりの上に、僕は寝ねていた。

　指一本動かせないけど、状じよう況きようを確かく認にんする。

　僕の眼前に見える、森。

　学園の森──昨日、バーベキューをした森だ。

　てことは、そうか。




　間に合ったんだ。




　七ナナ星セ降こう霊れい学園は無事だ。

　半径数キロの範はん囲いにいる全ての生物と無生物を喰らい尽くした十年前の暴走。

　僕の両親を食べた、忌いまわしい事件。

　それだけは防ぐ事ができた。

　カグラがやろうとした事は、僕も分かっていた。

　要は漆号はお腹なかが空すいていたんだ。

　両親を食べても、下級悪あく魔まをいくら食べても満たされない欲よく望ぼう。

　加えて魔王を吐はき出してしまったのだから、その空腹感はかなりのものだった。

　だから、満たした。

　同じ魔王級の食事で。

　暴走した魔力が完全に広がりきる前に、自らを漆号に食べさせた。

　用意できるものは、それしかなかった。

　──魔王そのものだ。

「カ…………！」

　名前を呼ぼうとした。

　しかし返事などあるはずがない。

　僕の身体に残っている魔力は、もう欠片かけら程度しかない。

　全ての魔力をかき集めても、もはや指先に小さな霧を生み出す程度。それだけがカグラの名残なごりだ。

「……っ！」

　横を向いていた身体を、仰あお向むけにする。

　学園を覆う障しよう壁へきが割れていた。

　中央にどでかい穴が空いているが、それ以外は無事だ。本当に最小限の被ひ害がいで済んだみたいだ。

　学園の校舎は、ほぼ消滅していた。残っているのは敷しき地ちの隅すみにある校舎や、なぜか存在している牧場くらい。ルシファーのサーバールームは地下にあるから平気かもしれないが、命令を行使するパソコンはどこにもなくなってしまった。

　まるで荒こう野やのようになった学園。

　でも、人的被害は少ないはず。無事だった校舎よりも遠くに向かって全員投げたはずだ。この暴走に巻き込まれたのは、僕たちだけだ。

　安心はしたけど、これからの事も考えなくては。

　絶望的状況が変わったわけではない。

　僕のすぐそばに、漆号がいる。

　先ほどと同じように、雪伽と同じ姿だ。

　ただし魔力の含がん有ゆう量は比べものにならない。

　当然だ。カグラを食べたのだから。

　その漆号が、僕を見てニンマリと笑う。

　勝ちを確信したからか。それとも──

「ニィ……チャ……」

　雪伽の声。だけど、雪伽の声じゃない。

　人間の発音とも思えない奇き妙みような音。

　それが僕の耳にかかると、言いしれぬ恐きよう怖ふが全身を駆かけ巡めぐった。漆号から漏もれ出す魔力がひたひたと僕の身体からだにまとわりつく。巨きよ大だいな何かに抱だきしめられているような気分。

　気がつくと、漆号の顔が僕のすぐそばにあった。

　吐と息いきが鼻にかかる。

　漆号は僕を認識すると、にっこりと笑って口を開けた。

　牙きばが見える。

　僕を捕ほ食しよくする気か。

「させる……かっ！」

　恐怖より先に、使命感が働いた。

　喰われてたまるか。ここで僕が死んだら、もう誰も人類を助けられなくなる。

　全身の力を首に集中させ、僕は漆号の首にかじりついた。

　頸けい動どう脈みやくを食いちぎるつもりで、漆号を喰くう。しかし人間の歯で悪魔の皮ひ膚ふをどうにかできるなら苦労はしない。漆号は僕の攻こう撃げきに構わず、そのまま牙を肩かたに突つき立てた。

「ぐっ！」

　肩を丸ごと食いちぎられているような感覚。

　しかし、それ以上は動かない。

　僕は八や重え歯ばを離すと、漆号から離り脱だつする。足で漆号の腹を押すようにして、素す早ばやく後ろに下がった。

　喰ってやった。

　漆号の魔力をほんの少しだけ吸収できた。

　おかげで身体が動くようになった。

　その代だい償しように、僕の左肩はほとんど動かなくなってしまった。今はまだ痺しびれるだけだが、きっと数秒後に激痛がやってくるに違ちがいない。

　けど、漆号はどうして肩だけしか食べなかったんだろう。

　手加減をする理由など──

「雪伽……？」

　そうか、彼女が助けてくれたのか。

　でなければ、今いまごろ完全に喰われていた。

　雪伽に感謝しつつも、僕は次の手を探す。

　まだ身体は完全には動かない。

　もう少しだけ、漆号の身体を食べたい。

　あの身体から漏れ出ている魔力だけでも食べられれば──

　喉のどが鳴る。

　あいつを食べたい、という欲望が僕の身体を支配しつつある。

　戻もどった魔力は、動く右手に移動させる。右手全体が黒く染まり、大顎あごとは呼べないが、小さな口程度にはなる。

　戦力差で言うなら、まだ漆号の方が百万倍近く強い。

　けど、僕はまだ戦える。

　すでに攻撃は始まっている。大気中に散らばっている漆号の魔力の残ざん滓しを、僕の右手が吸っている。本当に少しずつだけど、僕の肩も回復している。右手のみを覆おおっていたカグラの魔力も、今はもう右肩まで黒く染めている。

「カグラ……カグラ！」

「む……」

　僕の呼びかけに、小さく応えてくれた。

「おぉ……月斗…………」

「よかった、生きてた」

「当然だ……と言いたいところだが、まだ足りぬ……」

「うん」

　僕の身体は漆号の魔力を吸い続ける。これで完全回復できればいいのだけれど、それまで漆号が待っている道理はない。

「っ！」

　漆号の触しよく手しゆがしなる。

　僕は避よける事もできなかった。

「ああああああっ！」

　触手に殴なぐられ、僕は倒れる。そして殴った触手がそのまま僕の身体にのしかかった。今さっき吸った魔力ごと、僕の身体が喰われかかっている。

　そりゃそうだ。この程度の魔力を吸ったところで、普ふ通つうの人間程度の力しか戻っていないんだから。漆号が普通に攻撃するだけで、僕は抵てい抗こうもできなくなる。一いち撃げきで死ななかったのは、生きたまま僕を喰うつもりだからだろう。

「月斗……！」

　小さく聞こえるカグラの声。

　もう少し食べられたら──

　でも、もう身体が動かない。触手に押さえつけられて、足の方から喰われつつある。妙みように生暖かい感かん触しよくがつま先から腰こしのあたりまで浸しん透とうしているんだ。

「ぐっ！」

　右手で触手に喰らいつく。

　少しだけ魔力を吸収したけど、こんなんじゃ全然足りない。

「くそっ！」

　もっと魔力が欲しい。

　食べなきゃ。

　今、食べなきゃ死んでしまう。

　頭の中ではそう考えているんだけど、徐じよ々じよに意識が遠くなっていく。

　ふんわりとした優やさしい感触が全身に浸しん透とうして、まるで羽う毛もう布ぶ団とんにくるまれているような気持ちになってくる。とても眠ねむくて、それ以外の事が考えられない。

　──僕は、死ぬのか。

　雪伽に喰われて。

　嫌いやだ。

　でも、このままじゃ、どうしようも──

「？」

　僕の口の中に、何かが入った気がする。

　小石？

　いや、違う。なんだこれ。

　吐き出そうとして、そのまま飲み込んでしまった。

　すると、急に意識が戻ってきた。眠くて仕方がない時、眠気覚ましのガムを嚙かんだような清せい涼りよう感かんが身体中に広がっている。

　そうしてよく見ると、口の中に入ったものの正体が分かった。

　虫だ。

　小さな羽虫が僕の口の中に入ろうとしている。今も僕の周囲を飛び回っている。

　虫を食べたのか、と嫌な気持ちになったが、そうではなかった。

　僕の顔に近づくと、虫は黒い霧きりに変化して口の中に吸い込まれていく。

　この虫は──魔力の塊かたまり。

　てことは、これは、

「バルベル……？」

　いつしか虫は集合して、巨大な魔ま力りよくの塊になる。

　その全すべてが僕の口の中に押し込まれると、一気に魔力が溢あふれかえった。

「うおおおおおおおおおっ！」

　僕を押し潰つぶしていた触手をはね除のけ、すぐに離脱する。足の先が溶とけかかっていたけど、それも今もらった魔力で修復する。一いつ瞬しゆんで僕の身体は俊しゆん敏びんに動けるようになっていた。

　それでも虫は僕の口に入り続ける。

　どれだけ食べてもお腹なかいっぱいにならない、バルベルの魔力。

『これでも足りないのか！　君たちはよっぽど卑いやしいんだな！』

　どこからか聞こえるバルベルの念話。

「卑しくて結構だ！　もっと頼たのむ！」

　僕が叫さけぶと、虫の数はさらに増えた。僕の身体を包み込むほどの大量の虫が集まり、その全てが黒い霧になって僕に吸い込まれる。

　よどんだ魔力が僕の力になるのを感じる。

　美お味いしい。

　やはり魔王の魔力は格別だ。

　みるみるうちに力が湧わいてくる。

『しっかりしてくれよゲット、アバドン。君たちでなければ漆しち号ごうを喰いつくせないんだからな』

「分かってる！」

　体勢を立て直すと、僕は左手の魔力を解放する。眼前に生まれた盾たてが漆号が放った触手を弾はじき返し、さらに右手で振ふるった糸が触手を切断する。切った触手をさらに糸でたぐり寄せ、僕が吸収する。

　けど、まだ足りない。

　漆号が持っている魔力はカグラのものだけじゃない。十年間食べ続けた悪あく魔まの力が溜ため込まれているんだ。それは魔王に匹ひつ敵てきする力。バルベルに分け与あたえてもらった力だけじゃ足りない。

「ニィチャ……！」

　呻うめき声のような音を出しつつ、漆号は触手を飛ばす。さらに周囲に張り巡らせた魔力の一部を塊にして僕に飛ばしてくる。近きん距きよ離りと遠距離、双そう方ほうの攻撃に対処するべく、僕は巨大な盾を生み出して地面に突き立てた。

　が、魔力の塊はその盾を破って降り注いでくる。

「くっ！」

　塊を避けた僕の進行方向には触手がある。その触手を切っている間に、別の塊が飛んでくる。カグラの鎧よろいがなければ肉眼では捉とらえられない速さ。それでも目で追うのがやっとの攻撃を、ほとんど本能で切り崩くずしていく。

　漆号の攻撃は止まらない。呼吸をしているのか分からないが、息いきつく暇ひまもないほどの連続攻撃とはこの事だ。すでに一分以上触手と塊の連続攻撃が続いており、そのたびに僕の身体からだが少しずつ喰われている。

　このまま攻撃を喰らい続けると、いずれじり貧になる。

「バルベル……もっと魔力を……！」

『無む茶ちやを言うな！　これでも半分以上は分けてやってるんだぞ！』

　魔王の半分の力で、これか。

　足りない。

　もっと欲しい。

　漆号を喰い尽つくせるだけの、大きな口が。

「!?」

　別の気配に気づいた時には、もう遅おそかった。

　背後から飛来した何かが、僕の身体に刺ささる。

「ぐっ！」

　背中から腹に突つき抜ぬけたのは、白い剣けん。

　これは──ウリエル。

　最上級の天使じゃないか。

『月斗ちゃん！』

　雅の声。

『もう一本いる!?』

　そういう事か。

「ありったけお願いっ！」

『オッケー！』

　嬉うれしそうな声の後、さらに背後から飛来したウリエルが八本、合計で九本の剣が僕の背中に突き刺さる。

　そして、それを僕は一気に吸収した。

　最上級の天使の魔力を一気に得た事で、さらに僕は強くなる。

「ニィ……！」

　漆号の口が開く。

　そこから黒い光線が射出された。避けようとするが、間に合わない。とっさに盾で受けるが、もの凄すごい圧力に飛ばされそうになる。

　カグラの鎧も復活した。足から魔力を出し、杭くいのように地面に突き刺す。それでやっと光線を受けきれた。

　が、足の杭を外す前に漆号が飛びかかる。大口を開けて僕の盾に嚙みつく。まるでチョコレートを食べるかのように、盾が砕くだけ散った。

　漆号が盾を食べているスキに、僕も漆号に近づく。右手の大顎あごを振りかぶり、漆号の胴どうに突き刺した。内臓ごと食いちぎる。漆号の魔力が入ってくる。胴を握にぎりつぶすように喰くったが、漆号の魔力は身体をすぐに再生させた。

　互たがいに喰らい合う。

　どちらが先になくなるか、我が慢まん比べだ。

　バルベルとルシファーの魔力を得た今、ようやくまともな戦いができる。

　それでも足りない。

　漆号が貯蔵していた魔力はそれほど大きい。

『フン。見ていられぬ』

　どこからともなく、そんな声が聞こえてくる。

　誰だれの声だったっけ。

『いいだろう。手を貸してやる』

　頭上、ひび割れた障しよう壁へきの向こうにゲートが開いている。

　そこから何かが僕に向かって落ちてきた。

　ヌメッとした熱い液体──これ、血だ。

　だけどこの血、とんでもない魔力が込められている。カグラと打ち合わせもせずに、それを一気に全身で吸収した。身体中がカッカと熱くなっている。強いお酒を飲んだらこういう感じになるというけど。

　なんて熱い、燃える魔力なんだ。

　こんな魔力を持った悪魔を、ひとり知っている。

「インドラ……！」

『貴様の生なま温ぬるい考え方は虫むし酸ずが走るが、その戦い方は気に入った。餓が狼ろうのように獲え物ものに食くらいつくその猛たけ々だけしいスタイル、良いぞ！　もっと俺を楽しませろ！』

　変なところで気に入られてしまった。

　けど、ありがたい。

　僕の中にインドラの気持ちが入ってくる。燃える意志で目の前の敵を倒たおせと言われている気がする。熱い心で焼き尽くせと身体中が語っている。

『ウフフフ、インドラも素す直なおじゃないんだから』

　今度は別の声。〝女王〟だ。

『でも、みんなが支し援えんしているのに、わたくしだけ傍ぼう観かんというのも芸がありませんわね。ここはひとつ、面おも白しろい物を授さずけましょう』

　すると僕の手の中にビンが収まっていた。いつの間に。

　中には青い液体が入っている。薬かな。

「ニィ！」

　飲もうとしたら、漆号の触しよく手しゆが飛んできた。

「しまった！」

　守ろうとしたが、ビンをひったくられた。あの青い液体が漆号にとってはもの凄く美味しそうに見えたのだろう。そのままビンごと触手の中に吸収されてしまう。

　次の瞬しゆん間かん、漆号が爆ばく発はつした。

　触手の先から本体の至る所まで、黒い霧きりを撒まき散らしながら破は裂れつしていく。

　あの薬、毒だったのか！

『さ、今のうちに本物を』

　僕の手に別のビンが握らされていた。今度は赤い液体だ。

　漆号が苦しんでいる間に、そのビンの中身を飲む。そうすると身体に魔力が充じゆう満まんするのが分かった。こちらが本物の〝女王〟の秘薬というわけか。

　インドラの血とは違ちがい、こちらは重い。深い水の底に押し込められたような凝ぎよう縮しゆくされた魔力だ。魔王によってこんなに味が違うなんて。

「ありがとうございます、インドラ、〝女王〟！」

　強い力を得て、僕も強気になる。

　でも、もっと欲しい。

　今のままでは、まだ漆号と互ご角かく。

　もっと強力な力で、漆号を一ひと吞のみにしなければ。さもないとあいつはどこまでも再生して僕らを喰うまで生き続ける。

　一いち撃げきだ。

　そこまで魔力を高めるには──

『月斗！』

　唐とう突とつに聞こえた、ボブの念話。

『今からイイモンくれてやる！　おい、準備はいいか？』

『オッケー！』

『いつでもいいよ！』

『……射角も大だい丈じよう夫ぶ』

　クラスＸのみんなの声。

　なんだろう。射角って事は、何かを飛ばそうとしているのか。

『行けーっ！』

　大きな叫さけび声。少人数ではない。もっと大勢の、百人近い声が。

　念話だけじゃない。森の方角から普ふ通つうに叫び声が聞こえた。

　あそこにいたのは、退たい魔ま士しと学生。

　ほどなくして、それは飛んできた。

　砲ほう弾だんを射出する天使によって打ち上げられたそれは、魔王サタンの死体。全長十メートルほどあるサタンがこちらに向かって飛来している。

　そうか──倒したのか。

　人類が、魔王を。

　そしてその力を僕にくれようとしている。

　すぐに僕は手を伸のばす。カグラの大顎が肥大化し、丸ごとサタンを飲み込めるほどの大きさ──つまり十メートル以上の大きな口になる。

　落下するサタンを、頭から喰った。

　が、半分だけだ。

　サタンの下半身を、漆しち号ごうの触手が素す早ばやく飲み込んでいた。

「それは──僕のだ！」

「ニィ！」

　魔王を取り合い、僕は反対の手で漆号に光線を撃うつ。それを避よけながら、漆号は巧たくみに触手を動かしてサタンの身体を食いちぎった。ひとつしかないおかずを奪うばい合う兄きよう妹だいゲンカのようだ。

『それから、これもだ！』

　今度はバルベルの声。

　僕の背後でゲートが開き、黒いものが吐はき出される。

　それはバルベルの部下と戦っていたアンリ・マンユの死体、というか布だ。真っ黒な布は自然に僕の身体からだに巻き付こうとする。僕の背後から飛んできたので、これは漆号も捕ほ食しよくできない。

「みんな……！」

　アンリ・マンユの布をカグラの大顎で飲み込んだ。

　それぞれ違う味の魔力が身体の中で暴れているのを感じる。

　これで七体の魔王の魔力を食べた。

　──なのに、足りない。

　カグラの象しよう徴ちようする奈な落らくは、さらなる獲物を求めている。

「月斗……理解しているか？」

「何が？」

「今、貴様の魔力は漆号を超こえている。この世で最も強い存在になっているのだ」

「ふーん」

「やはり興味がないか」

　漆号の触手が飛来するが、その軌き道どうまで手に取るように分かる。もはや目を閉じていても、漆号の触手がどこにあるか分かる。僕から漏もれる魔力が感じてくれる。

　僕は右手を伸ばす。

　その手に激げき突とつした触手が霧になって消しよう滅めつする。

「僕はそれより、みんなが僕に食べさせてくれた事の方が嬉うれしいよ」

「吾わが輩はいを着ていなければ『あーん』してやれたのにな」

「それはダメだよ。雪伽が見てる」

　漆号が見ている。

　相変わらずの無表情だが、魔力の量が違う。

　随ずい分ぶん無計画に散らかしたものだ。

　もはや学園の敷しき地ちはボロボロだ。中央で戦っていた僕らは無傷なのに、全すべての校舎が破は壊かいされ、自然もほとんど残っていない。ただ障壁だけは無事で、外に被ひ害がいは出ていない。さすが退魔士と学生の力が合わさった壁かべだ。

　でも、もうそれも終わる。

「ニィ……チャ……！」

　漆号の触手から牙きばが生え、僕の首筋にかぶりつく。

　だけど、もうその触手では僕に傷をつける事はできない。

　みんなからもらったこの力があれば、もう負けはしない。

「雪伽、お待たせ」

　僕は右手を振ふり上げる。

「フハハハハハハハハハハハハ！」

　カグラの高笑いと共に、右手の大顎あごが膨ふくれあがった。

　漆号はそれでも僕に触手を飛ばす。もはや勝負はついているのに、それが分からないようだ。道理の分からない子供のように、ただ小さなパンチを繰くり出すのみ。

　そんな漆号に向かって、僕は大顎を振り下ろす。




「──いただきます」




　今の力なら、粉々にして殺す事だってできた。

　だけど僕は、僕たちは漆号を食べなければならない。

　巨きよ大だいな大顎が漆号を頭からすっぽりと覆おおう。

　一いつ瞬しゆんで咀そ嚼しやくも終わる。

　ごくり、と飲み込む感かん触しよくが、右手の大顎を通して僕の全身に伝わった。

　その瞬間、僕の中に強きよう烈れつな感情が流れ込んできた。

「……!?」

　身み震ぶるいするほどの、寂さびしさ。

　泣き出しそうなほどの孤こ独どく。

　狂くるいそうになるほどの飢き餓が感かん。

「あっ……ああああ」

　声が漏れる。

　身体の内部から破壊されそうな、圧あつ倒とう的な負の感情。

　不思議なのは、これだけ辛つらい感情を抱いだきながらも、誰だれも憎にくんでいないという事。

　漆号の中に、他者に対する感情は一いつ切さいなかった。

　本当に、生まれてからずっと、食べる事しか考えられなかったのだ。

　だけど、その中に少しだけ憎しみの感情が見えた。

　それは漆号ではなく、彼女に食べられた悪魔の怨うらみ。

　特に強いのは魔王サタンの感情だ。自信を打うち砕くだかれ、多くの部下を殺され、そして抵てい抗こうも出来ずに漆号に殺された屈くつ辱じよくの味がする。やがてそれも、大きな黒い渦うずに吞まれて消えていく。

　十年間、溜ために溜めた感情の全てが入ってきて、そして流れていく。

　黒いコールタールの海を深く潜もぐっていくようだ。

　悲しみや寂しさが色を変えながら僕を通り抜ぬけていく。

　僕の意識はその中の一番深い場所へと潜っていく。

　やがて、黒い海の底に小さな光が見えた。

　その光のさらに奥、漆号の感情の一番深い場所には──




　父と、母がいた。




　一部の人からは悪魔使いと呼ばれ、蔑さげすまれてきた父母。

　また、別の人からは理想の退魔士と呼ばれて尊敬されてきた戦士。

　謎なぞが多く、カグラに「アクマ」と呼ばせた最初の人物。

　けど、漆号にとっては違った。

　優やさしい笑え顔がおを向けてくれる、親そのものだった。

　僕や雪伽が抱いている記き憶おくとまったく同じ、温かい記憶だったんだ。

　涙なみだが出そうになるのをこらえて、僕はその記憶をさらに深く潜る。

　優しい思い出の、一番奥。

　きっと漆号が最後に手に入れた、大切なもの。

　それを奪いに来たんだ。

　記憶の最深部の、さらに奥。

　そこから伸びる手を、僕は力強く摑つかんだ。




「雪伽！」




　全力で引き上げる。

　雪伽の手が僕を摑み、たぐり寄せ、そしてしがみつく。

「にぃちゃん！」

　声を聞いた気がした。

　それは雪伽の声だったのか、それとも──







　目が覚めた。

　漆号の深い感情に没ぼつ入にゆうして、意識を失っていたらしい。

　僕はコロシアムがあったはずのクレーターの中央で座り込んでいた。

　誰もいない。

　音もない。

　あるのは、ただ広がる荒こう野や。

　遠くに見える校舎の残ざん骸がいと、ボロボロになった障しよう壁へき。

　障壁はギリギリまでがんばってくれた。でも近きん隣りんの家もあらかた破壊されているだろう。避ひ難なん勧かん告こくを出したから、人的被害はなさそうだけど。

　終わった──んだよね。

　漆号の姿は、もうない。

　魔ま力りよくの痕こん跡せきすらない。

　だから残っているのは、僕とカグラだけ。

「カグラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　鎧よろいになったカグラに声をかける。

「ちょっと……待て……ぬうっ……！」

「カグラ？」

　制服の下に着ている鎧がもぞもぞと動いている。気持ち悪い。

　もぞもぞした何かは胸から肩かたに移動し、そして腕うでに。

　最後に漆しち号ごうを食べた時のような大顎が生まれ、そこから何かを吐はき出した。

　それは漆号の姿をしていた。

　雪伽と同じ髪かみで、雪伽と同じ顔で、雪伽と同じ体格。身体にぴったりと張り付いているスーツは漆号と同じものだ。

　けど、漆号じゃない。

「雪伽……？」

　僕の呼び声に応こたえるかのように、彼女が目を覚ます。

「にぃちゃん……？」

「雪伽！」

　間ま違ちがいない。雪伽だ。

　僕は走り出そうと立ち上がり、そして転んだ。

　倒たおれる僕を受け止めてくれたのは、紛まぎれもない雪伽の腕。

「雪伽！」

　そのまま抱だきしめる。

　この感触、この匂におい、この温かさ、どれをとっても雪伽のものだ。

　ああ、良かった。

　雪伽が戻もどってきたんだ。

　けど──

「本当に……雪伽、だよね？」

「そう……なのかな？」

　雪伽本人も疑問に感じているらしい。自分の身体からだを見回して、変化がないか調べている。

　ひょっとしたら漆号の身体で、意識だけが雪伽という事もありえるかもしれない。

「安心しろ」

　僕の鎧は、いつの間にか黒ネコに変化していた。

　さすがのカグラも疲つかれたらしい。その場に寝ね転ころんでいた。

「混じり気なし、純度百％の雪伽だ。吾輩なら分ぶん離りも容易だったぞ」

「分離……どういう事？」

「わ、私も詳くわしく知りたいよ」

　僕と雪伽が交こう互ごに質問すると、カグラは一瞬だけバカにしたような顔をする。

「フハハハハハ！　他ほかならぬ吾輩と漆号だから出来た技わざだ。漆号には貴様ら両親の遺伝子が使われており、だからこそ雪伽との融ゆう合ごうが容易にできた」

　妹だから、適合しやすかったのかな？　あるいは僕も漆号と融合できたかもしれない。雪伽と立場が入れ替かわっていた可能性もあったんだ。
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「そして漆号は吾わが輩はいの因子も使っておる！　つまり吾輩との融合も容易！」

「じゃあカグラが漆号と融合してたかもしれないって事？」

「その可能性もあったが、今となってはどうでも良い。ここで問題なのは、吾輩と雪伽はまったくの無関係である事だ！」

　あ、そうか。

　雪伽と漆号、カグラと漆号に接点はあっても、雪伽とカグラは関係ないんだ。カグラが飲み込んだものの中で、雪伽だけが異物になってしまうのか。

「だから吐き出すのも容易！　吾輩ではないものをより分けて吐けばいいからな！」

「じゃあ、雪伽は本当に元に戻ったんだ！」

「にぃちゃん！」

　僕らはまた抱き合う。やっぱり本当の雪伽は抱き心ごこ地ちが違ちがう。漆号のような陰いん鬱うつとした感情が一切ない、素す直なおな雪伽だ。

「まぁ、漆号が消えて無くなったわけではないがな」

「……そっか。カグラの中にいるんだよね」

「うむ」

　カグラは尻しつ尾ぽで自分の背中を指す。

「これからは共に生きるとする。寂さびしがり屋やのようだからな」

「うん」

　カグラの中にいれば、もう孤こ独どくを感じる事はないだろう。お腹なかいっぱい食べられるだろうし、満腹感も味わえるはず。

　もう、誰だれも悲しまずに済むんだ。

　世界を脅おびやかす敵はいない。

「ん？」

　突とつ如じよ、地面が揺ゆれた。

　地じ震しんか──いや、違う。

　大量の何かが移動している音。あちこちから土つち煙けむりが上り、地じ響ひびきが伝わる。東西南北ありとあらゆる方向から、それはやってくる。

　武器を捨て、両手を挙げて走ってくる人間たち。

　悲鳴のような歓かん声せいを上げて走ってくる退魔士と学生。

「月斗ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　真っ先に飛んできたのは、ボブだった。

　アメフトのタックルのように僕を抱きしめて転がる。さらにその上にクラスＳの男子が飛び乗り、悪ふざけした他のクラスの男子が乗ってくる。まるで押し潰つぶそうとしているような勢いだ。

「やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　男子の熱すぎる抱ほう擁ようから逃にげ出すと、今度は渚と柚子に抱きつかれた。同じようにタックルされて転がる。そこへ女子たちが飛び乗ってくる。

「ちょ、ちょっと！」

　さすがに二度やられると学習する。女子の抱擁から逃げ出すと、今度は屈くつ強きような退魔士たちが僕めがけて抱きつこうとしていた。太い腕でラリアットをするかのように僕を抱きしめようとするのを、すかさず避よける。

「ありがとう花はな村むらくん！　君のおかげだ！」

「月斗ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「君のおかげで、人類は救われたんだ！」

「月斗ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　学園にいた全すべての人間が僕めがけて抱きつこうとしている。

　いや、嬉うれしいのは分かるけど二千人を超こえる人が僕に襲おそいかかったら、下へ手たすれば死ぬからね。魔ま王おうの力を持ってても、ちょっと扱あつかいきれないんですけど。

　第二の戦争が始まろうとしている中、僕の手を引いて上に持ち上げてくれる人がいた。

『慌あわてるな！　彼が一番疲れているのだぞ！』

　天使の飛行モジュールと鎧よろいを身につけているのは、雅。

　泣く子も黙だまる「法王」の一いつ喝かつで、その場にいる生徒はもちろん、退魔士も静かになった。そして僕は雅に抱かれるようにして上空に昇のぼってゆく。

『大変でしたね。ですが、君の勝ちです』

　宙に浮うかぶ僕の横を、校長先生──ルシファーのアバターが飛んでいた。

『非常に勝てる確率の低い戦いでしたが、まさか他の魔王の力を授さずかるとは想定外でした。花村くんの人徳のなせる技でしょう』

「はい──」

　勝った今だからこそ言えるけど、もしもあの時、魔王が魔力を分け与あたえてくれなかったら、その場で死んでいた。何もかも終わっていただろう。

「ありがとうございます」

　人類を救ってくれたのは、もしかしたら七体の魔王なのかもしれない。

「お礼を言うのは、まだ早いよ」

　僕の後ろには、バルベルがいた。

「これから君には、もっと大変な戦いが待っているんだからね」

「それも、分かってる」

「しかしセッカを救い出したのは褒ほめてやろう。よくやった！」

「別に君のためじゃないよ」

　悪態をつくと、バルベルは肩かたをすくめる。

　僕たちが空中で会話をしている間に、下の人たちもだいぶ落ち着いたようだ。

「お姉ちゃん」

「ええ」

　雅がゆっくり降下すると、人がさぁっと離はなれて着陸地点を作ってくれる。

　クレーターの中央に降り立つと、僕は空を見上げた。

　魔ま王おうたちの魔力が備わった今なら見える。上空に小さな「目」がある事が分かる。

「お望み通り、漆号を止めました」

『……ああ』

　空から響ひびく、インドラの声。

　魔王の声を聞いた事がない退魔士や学生が驚おどろきの声を上げる。

『見ておりましたわ。大層なご活かつ躍やくでした』

　それと〝女王〟の声。

『これで認めましょう。人類には力がある。ゲット君だけではありません。力を合わせて魔王にも立ち向かう勇気を持った人類そのものを、わたくしは認めましょう』

『そうだな。ルシファーの庇ひ護ごがあったとはいえ、あのサタンにも勝てるのだから、認めざるを得まい』

　ふたりの声には賞賛と驚きがこもっている。

　まさか「たかが人間」がここまでやるとは思っていなかったのだろう。漆しち号ごう討とう伐ばつという誰の目にも明らかな結果を突つきつけられ、彼らも納なつ得とくしてくれたようだ。

『さぁ、花村月斗。貴様の言う交こう渉しようを始めようではないか』

「ありがとうございます」

　頭を下げ、僕は心からの礼を言う。

「ですが──」

『む？』

「少しだけ、時間をくれませんか？」

　そろそろ限界かもしれない。

　僕はその場にへたり込む。

「月斗ちゃん？」

　雅が心配そうな顔で見つめる。

　平気な顔を見せたいけど、ちょっとムリかも。

「にぃちゃん！」

　すぐに人ひと垣がきを割って雪伽とカグラが走ってきた。

「しっかりして、にぃちゃん！」

「雪伽……」

　倒たおれそうになるのを、雪伽に支えられて持ち直す。

「月斗！　おいしっかりしろ！」

　ボブや渚、柚子に銀河に牧まき原はら先生。クラスＸのみんな。

　それに大おお山やまさんや世せ見みるさん、退魔士のみんなが僕のもとに集まってくる。

　心配してくれるのはありがたいけど、もう手て遅おくれだ。

　僕はお腹を押さえ、その場にうずくまる。

　そして──




　腹の虫が盛大に鳴った。




　静まり返る集団。

　天の声も止やむ。

「す、すみません。ずっと戦い続けて、お腹が減っちゃって……」

　フラつく頭で、なんとかそう言った。

『あらあら、まぁまぁ』

『そういう事なら、とっととメシを食え。腹が減っては戦いくさはできぬからな』

　笑い声と共に返事をする〝女王〟とインドラ。

　その声に導かれるように、僕の周りにいる人たちも笑った。

　最初はクスクスと笑っていた人たちだが、笑いがどんどん伝でん染せんしていくにつれ、大きな笑い声になる。さらに笑い声が笑い声を生み、いつしか僕まで笑ってしまった。

　最強と謡うたわれるＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の人まで腹をかかえて笑っている。戦う前は怯おびえていた他校の女子生徒も肩を組んで笑っている。

　笑いの渦うずの中心で、僕は座りながら家族の名を呼ぶ。

「雪伽。カグラ」

「なに、にぃちゃん」

「どうした月斗よ」

　いつものように、提案するだけ。

「お腹減っちゃったから、ごはんにしよう」

　僕がそう言うと、カグラはネコの姿なのに二本足で立った。

　小さな前足で自分の胸をドンと叩たたくと、高らかに宣言する。

「フハハハハハハハハ！　任せておけ！　吾わが輩はいは貴様らの悪魔だからな！」

　笑い声と、美お味いしいご飯。

　こんな日をいつまでも続けるために、僕はこれから戦いに行くんだ。







　エピローグ







「こら、何をぼーっとしている！」

「いたっ」

　黒い出しゆつ席せき簿ぼの腹で叩かれた。

「花はな村むら月げつ斗と！　お前がそんな事でどうする！」

「す、すいません」

　牧まき原はら先生に頭を下げ、それでも僕は窓の外を見続ける。

「……何か見えるのか？」

「はい。あれが」

　僕が指さす先には、遅おそ咲ざきの桜が見えている。

　最後の戦いで、七ナナ星セ降こう霊れい学園はほぼ全てが破は壊かいされた。それなのに、今では桜が咲さくほど修復されている。校舎はもちろん、全ての施し設せつや景観が前と同じように復元されている。

「ああいう木もルシファーが修復したんですか？」

「いいや、あれは有志が植えてくれたんだ。ルシファーがやってくれたのは校舎と道路の整備だけだな。あと近きん隣りんの住宅の修理か。合計で一ヶ月ほどだったかな」

　それでも充じゆう分ぶんすぎる。下へ手たをすると世界が滅ほろびかねない戦いだったのに、学園がある習なら志し野の市程度で被ひ害がいが収まったのだから。

「それはそうと花村月斗。授業が始まるぞ」

「あ、本当だ」

　もうそんな時間だ。

「ありがとうございます、牧原先生。いや、先せん輩ぱいと呼ぶべきですか？」

「好きにしろ。どのみちお前にはまだまだ教える事が山ほどある」

　これから続くであろう指導の日々に震ふるえつつ、僕は担当のクラスの出席簿と教科書を持って職員室を出た。

　廊ろう下かに出ると、まだ生徒が歩いている。

「あ、ゲット先生だ！」

　女子生徒たちが僕を見て笑う。

「ねーねーゲット先生！　先生って実は超ちよう強いって本当？」

「クラスの男子が言ってたんだけど、この世界と魔界を救ったヒーローとかって」

　片方は人間の女子。そしてもう片方は、頭に角が生えた悪魔の女子。

　どちらも同じ七星降霊学園の制服を着ていた。

「そう見える？」

　僕が尋たずねると、

「全然見えなーい！」

　彼女たちは大笑いした。

　僕もなんだかおかしくて、つい笑ってしまう。







　あれから六年が過ぎた。

　高校時代はほとんど悪魔との交渉に使ってしまった。めちゃくちゃ忙いそがしかったけど、みんなの協力のおかげでなんとか乗り切れた。僕は魔王たちと大きな約束だけをして、細かい事は退魔省に丸投げだったけど。

　でも、退魔省が自分たちのみに都合が良い条約を結ぶ事はできなかった。何しろ退魔省は今でもルシファーが監かん視ししているから、ちょっとでもおかしな点があれば即そく座ざに指し摘てきしてくる。そのため悪い人たちの利権が絡からむ事はほとんどなかったという。

　ルシファーが教えてくれたけど、会議が長引く理由のほとんどは、そういう自分の事しか考えない輩やからのせいなのだとか。

　で、条約は結ばれ、結果として人類は平和になった。

　ここで言う平和とは、戦争がなくなった状態のことだ。

　人類は悪あく魔まを、悪魔は人類を尊重し、互たがいの領土を侵おかさない。

　ただそれだけの条約だ。

　つまり戦争をしないという約束事をしただけで、悪魔が人間界に来てはいけないという意味ではないのだ。

　そのため、人間界に普ふ通つうに悪魔が出しゆつ没ぼつするようになった。

　最初は拒きよ絶ぜつされ、忌き避ひされていた悪魔だが、六年も経たてば慣れてくる。

　逆に人間が魔界に行く事もできるようになった。互いの世界を行き来する事で、今まで見えなかった文化に触ふれる事ができる。そこで新しい発見も増えた。

　今や魔界は、外国と変わらない。

　許可さえあれば誰だれでも行ける場所になったのだ。

　だけど、悪魔と人間の戦いが終わったわけではない。

　戦争はなくなったけど、個人の犯罪はあるのだ。

　人間界で罪を犯おかす悪魔や、魔界で罪を犯す人間。

　それらを取り締しまるために退魔士は存続している。

　人間だけじゃない、悪魔も守るために。

「──というわけで、君たちが小学一年生くらいの時には、まだ戦争は続いていたのです。ピンとこない人もいるかもしれませんが」

　教きよう壇だんで説明する僕に、クラスの生徒が顔を見合わせる。

　仲が良さそうな人間と悪魔の生徒が、なんだか面おも白しろそうに笑っている。僕の話を信じていない生徒もいる。

　大人ならともかく、当時小学生だった彼らには分からないかもしれない。

　それならそれでいいと思う。

　僕が微ほほ笑えむと、チャイムが鳴った。

「それじゃ今日はここまで。明日は牧原先生の実戦訓練があるから、体調には気をつけてくださいね」

　牧原先生の名前を出すと、教室中にブーイングの嵐あらしが巻き起こる。

　いつの時代も変わらないなぁ、と苦く笑しようしつつ、礼をして僕は教室を出た。

「にぃちゃん！」

　呼ばれて振ふり返ると、廊下を走る雪せつ伽かがいた。

　スーツ姿の雪伽は大人びているが、それでも可か愛わいい。自じ慢まんの妹だ。

「どしたの雪伽」

「あのね、今日お姉ちゃん早く帰れるんだって！　だから晩ご飯も一いつ緒しよに食べようってメールが来たの！」

「分かったよ。あと、さすがに校内で『にぃちゃん』はやめようよ……」

「えー、にぃちゃんはにぃちゃんじゃない」

　こんな会話をしている間にも、周りの生徒からはクスクス笑われている。

　大学で、僕と雪伽は教員免めん許きよを取得した。

　本来なら厳正な審しん査さや資格が必要なんだろうけど、いきなり七星降霊学園への赴ふ任にんが決まってしまった。退魔省とルシファーがグルになったのだと思ってる。

　実戦経験のある教師としては、僕らが最後の世代だ。

　だからこそ未来の退魔士に、きちんと悪魔との歴史を教えて欲しいのだろう。

「今日もお熱いっすねー、花村先生！」

　冷やかしながら教室に入る生徒たちに、僕は苦笑しかできない。

　僕はともかく、雪伽がナメられないか心配だったが、それは杞き憂ゆうだった。

　なんでも初めての授業でヤンキー五人にからかわれたそうだが、次の授業からは借りてきたネコのようにおとなしくなったという。五人全員のピアスを天使の銃じゆうでほぼ同時に撃うち抜ぬいたせいだろう。

　そのおかげで、男子にも女子にも人気の先生だ。僕も鼻が高い。

「にぃちゃん！　ちょっと聞いてる!?」

　気がつくと、雪伽の顔が目の前にあった。

「ご、ごめん。聞いてなかった。何？」

「もう！」

　ふくれっ面つらの雪伽も可愛い。

「資料を置いてくるから、お昼は少し遅おくれるって言ったの！」

「ああ、うん。わかったよ」

　確かく認にんするまでもなく、昼休みはいつもの場所。

　僕の足も自然にそこに向かう。

「それじゃ、また後でね」

「うん！」

　雪伽と別れ、僕はその場所へ向かう。

　二年、三年と使い続けた、クラスＸの教室。

　扉とびらを開けると、先客がいた。

「よっ」

「ボブ。今日は早いね」

　学生でも教師でもないのに、そこにいるボブ。

　最近どんどん身体からだが大きくなってきた。本当に米軍にいそうな体格なのに、やっているのは古式退魔術の伝承者。真っ黒な袈け裟さは似合っているけど、知らない人が見たら逃にげ出してもおかしくない。

「僕もいるよ」

　その大きなボブの陰かげに隠かくれるように、銀ぎん河ががいた。彼は袈裟ではなく、普通のシャツとスラックス。大学院を目指す彼は、立場的には学生なのに一番疲つかれた表情だ。やっぱり医大ってどこも厳しいのかな。

「銀河、大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気平気。ちょっとゼミの先生にセクハラしようとして拷ごう問もん受けただけだし」

　やっぱりいつもの銀河だった。

「にしても成長しねーな、銀河」

「ボブが大きくなりすぎなんだよ。こないだ僕と一緒に行った合コンで女の子みんなドン引きしてたじゃないか」

「いや、あれはお前がセクハラするからだろ！」

　とても二十代とは思えない会話だけど、毎日こんなものだ。

「ヤッホー」

　そんな騒さわがしい教室に、渚なぎさが来る。

　空間にゲートを開き、そこから出てきたのだ。

　悪魔の技術が人間にも使用できるようになり、まずゲート開放の力が使えるようになった。もちろん一部の退魔士のみに認められた能力だが、これのおかげで犯罪現場などに迅じん速そくに行けるようになったのは事実。

「あれ、渚。今日はお姉ちゃんは？」

「いるわよ～」

　渚の後ろから出てきた雅みやびは、手にケーキの箱を持っている。

「仕事場近くのケーキ屋さんで買ってきたの。渚ちゃんが見つけてくれたのよ」

「魔界にもケーキ屋ができたんだ！」

　渚も雅も、退魔士としてバリバリ活かつ躍やくしている。特に雅はＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の入隊試験に史上最年少で合格するという偉い業ぎようを成し遂とげた。わずかに及およばなかったものの、渚も来年は合格するのではないかと噂うわさされている。

　どちらも退魔士界のホープだが、その上を行く存在がいた。

「……や」

　教室のドアから入ってきたのは、柚ゆ子ず。

　彼女も僕や雪伽と一緒に七星降霊学園で働いている。

　といっても教師ではない。サーバールームの管理人である。

　高校を卒業してすぐ、ルシファーにスカウトされたのだ。以来、ルシファーのメンテナンスをたったひとりで任されている。魔王の身体をいじれる人間なんて、彼女くらいだろう。出世どころの騒ぎではない。

「おい雪伽はどうした？　ハラ減ったよ」

　情けない声を出すボブ。

　そう、僕らはいつもここで昼食を食べている。

　どんなに疲れても、昼はここに集まるようにしているのだ。ゲート技術のおかげで、とっても簡単に来られるから、誰も困っていない。

　とはいえ、食べに来ない時もある。別の人と昼食を食べる自由もある。全員揃そろう時もあれば、誰も来ない時もある。

　そうやって緩ゆるく長く、僕らは繫つながっている。

　これからもこんな感じで、ずっと続いていくのだろう。

　そういう日々を、僕たち人類は作ったのだ。

「そうだね。雪伽、ちょっと遅おそいから、見てくるよ」

「おう、頼たのむぜ！　ついでにアイツもな！」

　みんなに手を振って、僕は教室を出た。

　雪伽は資料を置いてくると言っていたから、何事もなければ廊ろう下かで鉢はち合わせるだろう。

　そう考えながら歩いていると、廊下で雪伽を発見した。

「あれ？　雪伽どうしたの？」

「シッ」

　口元に人差し指を立てて、その場にしゃがみ込んでいる。

　何かと思えば、廊下からとある部屋に聞き耳を立てているではないか。

　僕もそっとその部屋を見る。

　学食の倉庫だ。隣となりの学食では、腹を空すかせた学生たちが戦争のように券売機のチケットを購こう入にゆうしている。

　その喧けん騒そうから離はなれた場所で、話をしている二人が。

「良いか！　新人だからといって甘えは許されぬ！　皿ならいくら割っても良いが、食事に手を抜く事は絶対にあってはならぬ！」

「す、すみません……！」

　激しい罵ば声せいと、謝る声。

「そもそも貴様、料理も出来ぬのに、なぜこの学園で働こうと思った？」

「あ、あの、それは……」

「この学園の学食は、人間界と魔ま界かいの双そう方ほうでも有名な場所だ。吾わが輩はいが認めた人間でなければ包丁を振るう事すらできぬ！」

「そ、それでも……僕は、ここで働きたいんです」

「何な故ぜだ？」

「伝説を確かめたくて！　かつて人類を救ったという、『伝説の悪魔使い』がこの学園にいると聞いて、その人のために働きたいと思ったんです！」

「フハハハハハハハハ！　それは思い切った真ま似ねをしたな！」

　高笑いの向こう側で、僕と雪伽は互たがいの顔を見る。
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　勝手に伝説にされてしまっている事はともかく、それを彼女の前で言うなんて。

「むしろ伝説なのは悪魔使いじゃなくて、悪魔の方なんだけどな」

　僕がそう呟つぶやくと、

「そんな事ないよ。にぃちゃんはすごい人だよ」

　雪伽がそう微ほほ笑えむ。

「ま、まさか知ってるんですか!?　その伝説の悪魔使いを！」

「知ってるも何も、吾輩のご主人様だからな！　全すべて把は握あくしているわ！」

「ほ、本当ですか!?　是ぜ非ひ、お話を聞かせてください！」

「フハハハハハ！　よかろう、吾輩に感謝するが良い！」

　話を止めたいけど、止めるタイミングが見つからない。

　ここで遮さえぎってしまっては、あの新人さんが悲しむだろうし、かといって止めなければいつまで経たっても昼食にありつけない。

　僕たちは嬉うれしそうな彼女の声を聞きながら、いつ食べられるか分からない今日の昼食について思いを馳はせるのだった。

「では話してやろう、あの『七星降霊学園のアクマ』について！」








おわり　　









　あとがき




「気に入らないなぁ！」

「何が気に入らないの、バルベル」

「ゲット！　君たちは毎日クラスＸで昼食を取っているのか！　なのにどうして僕は誘さそわれていないんだ!?」

「だって君たち、いつもここで夕食食べるじゃないか」

　ぶつくさと文句を言うバルベルをよそに、僕は自宅のテーブルにカグラの料理を配はい膳ぜんする。すでにバルベルは席についているが、カグラとアナベルは台所でまだ料理をしている。どうやら料理において、アナベルはカグラを師し匠しようのように仰あおいでいるらしい。

「ハッ！　すっかり人間の生活も板についたよ！　なにしろ活動範はん囲いと攻こう略りやく目標が人間界になったせいで、僕も人間の心を学ばなくちゃいけなくなったからね！」

「僕らにとっては、その方がありがたいんだけど」

　あれから数年が経った今、バルベルは人間界で社長をやっている。許可無く人間界で魔ま力りよくを使うのが禁止されてしまったので、魔力を使わずに人間界を支配しようと考えた結果、商売で成り上がるつもりなのである。

　現在、バルベルのオモチャ会社はどの国でも知られている有名ブランドになっている。玩がん具ぐに限らず、あらゆる「遊び」に関してバルベルの息がかかっているらしい。

　僕たちよりずっと忙いそがしいのに、それでも夕食はここで食べるのだ。これもバルベルの優しさなのかもしれない。

「兄様も私も、まだまだ学ぶ事が多くて楽しいよ？」

　できたての料理の皿を持ってくるアナベル。

「そういえば、アナベルは今何やってるの？」

「兄様がいない間、お城と領地を管理してるよ」

「……それって、実質ベルゼブブ軍を掌しよう握あくしてるって事？」

「戦争に興味はないの。最近は法改正に忙しいから」

「法改正？」

「うん。魔ま界かいの婚こん姻いん制度。一夫多妻制にすれば色々と問題がなくなるから」

「……？」

　どういう意味だろうか。

「ついでに、近親間の結けつ婚こんもできるようにしとく？」

「余計なお世話ですっ！」

　返事をしたのは、何な故ぜか雪せつ伽か。

「でも、一夫多妻制にしておけば、最終的に楽になるのはゲットだと思うの」

「それは私も同意するよ」

　真しん剣けんな顔で頷うなずくアナベルと雪伽。どうしてそこで僕の名前が出てくるのか、さっぱり分からない。

「いや、月げつ斗とだけではないかも知れぬ」

　台所からエプロンを脱ぬいでやってくるのは、人間姿のカグラ。僕らは成長したけど、彼女はずっと少女のままだ。悪あく魔まだから当然だけど。

「高校を卒業してからというもの、クラスＸの連中が異様にモテ始めてな」

「本当？」

『本当です』

　雪伽の疑問に答えるかのように、僕の家のテレビがつく。画面に映っているのはルシファーのアバター。

『以前から人気のあった雪伽さんはともかく、高たか遠とお柚ゆ子ずさんに好意を持っている男性職員が年々増加の傾けい向こうを辿たどっています。最近では職場の机に柚子さんの写真を飾かざる人や悪魔が現れました』

　いつから会話を聞いていたのか、ルシファーは淡たん々たんと話す。そうか、柚子は綺き麗れいだし実力もあるから、人気が出て当然なんだよな。

『退魔士の間でも、瀬せ川がわ渚なぎささんと秋あき月づき雅みやびさんの人気は高いです。現在、広報部が彼女たちを前面に押し出してＰＲをできないかと考えているところです。しかしセクハラをした男性退魔士を骨折させた前科があるので、瀬川渚さんについてはいまだ議論が交わされています』

　僕が知らない間に渚はそんな事をしていたのか。たぶん雅だったらセクハラ相手を合法的にやりこめるんだろうなぁ。

　などと想像していたら、空間が揺ゆれた。

『おい、月斗はいるか!?』

　魔界へのゲートが開き、出てきたのはタブレットＰＣ。

　その画面には魔ま王おうインドラが映し出されている。彼の身体からだは十メートルほどもあるので、こうして通信でないとまともに会話できない。

「どうしたんですか、インドラ？」

『貴様はあのボブとかいう男と親しかったな？』

　重い声で尋たずねられ、思わず頷いてしまう。

「あの、ボブが何かしましたか……？」

『どうもこうもない。修行のために魔界へ来たアイツにウチの娘むすめと孫と曾ひ孫まごが惚ほれてしまってな。誰だれを嫁よめに行かせるかで家族会議になっているのだ』

「本当に何したんですかボブは!?」

　実家を継つぐために勉強しているって言ってたけど、その過程でインドラの家族と何があったの!?

「それを言ったら、おたくの大おお河内こうち銀ぎん河がくんも大たい概がいですよ。なんでも妖よう精せい族の娘を治ち療りようしてから、ずっとストーキングされていると聞きます。まぁ妖精族は執しゆう念ねん深い一族ですから死ぬまで追い回されるでしょうね」

　そう語ったのは、いつの間にかテーブルについている〝女王〟。

　なんで魔王が全員ウチの食しよく卓たくにいるのか。

「クラスＸがもたらした罪は大きいねぇ。ひとりひとりがヒーローみたいなものだからね。今まで目立たなかっただけで、素質はあったんだよ」

　他ひ人と事ごとのように語るバルベル。

「でも、どうして今まで目立たなかったんだろう」

　高校の時から、全員カッコ良かったと思うんだけどな。

「おそらく月斗が側にいたからだな」

「なんで僕のせいみたいに言うの!?」

　カグラに抗こう議ぎするが、

「これだから無自覚は一番怖こわいのだ。人間どころか、魔王まで誑たぶらかしおった脅きよう威いの存在のくせに、その意識がまったくない」

「うんうん」

　その場にいた全員が頷く。

　雪伽やアナベルだけじゃない、ルシファーやインドラまで。

　いったい僕が何をしたって言うのさ！

「まぁ唐とう変へん木ぼくは放っておいて、せっかく全員揃そろったのだ。たまには月斗の家で夕食もいいだろう。ゆっくりしていけ」

『うむ』

『ではお言葉に甘えて』

「ありがとう」

　夕食を食べるのはいいけど、実体がある〝女王〟はともかくルシファーやインドラはそれでいいのだろうか。深く考えないようにしよう。

「おい、メシにするぞ。そろそろ持ってこい」

　そうカグラは台所に呼びかける。

「──うん」

　料理を作っていた、カグラでもアナベルでもない第三の声。

「焦あせらなくてもいいよ」

「そうだよー。慌あわてなくていいからね」

　僕と雪伽が声をかけると、

「だいじょうぶだよ、にぃちゃん、ねぇちゃん」

　弱々しくも元気な声が返ってきた。




　　　　＊




　はいっ！

　これにて七ナナ星セ降こう霊れい学園のアクマ、完結でございます！

　みなさん今までありがとうございます！




　やー、付き合ってくれてホントに感謝です。

　もともと「黒ネコが活かつ躍やくする物語」を書こうと思って生まれたこの話ですが、ここまで話が膨ふくらむとは予想してませんでした。

　もともと神や悪魔が好きで、その手の文ぶん献けんなどを読み漁った時期がありました──ってのは、きっとラノベ作家ならみんな同じような気がします。神話だけでなく、ＳＦやミリタリーとかは、ゲームやマンガなどの元ネタとかを調べているうちに、どんどんハマッていってしまうんですよね。

　で、その元ネタを上手いこと使って面白い話が書きたいと思うわけです。

　だから俺のデビュー作も悪魔の話でした。ついでに天使も出てきました。

　作家さんによって個人差はあるでしょうが、俺の場合、知識の源は神話なんですね。だから今作もスイスイ楽しく書くことができました。

　まぁ、カグラの元ネタになった閣下も神話みたいなもんですからね……。




　さて、お礼コーナー！

　いつもお世話になっております、担当Ｉ女史！　あなたのおかげで最後まで書き上げられました！　本当にありがとうございます！

　立ち上げからずっとお世話になり続けました、ドＳのＭ編集長！　もう、本当に頭が下がる勢いで地面にめり込む勢いです。というかもう今年で十年も世話になってますね。もう十年よろしくお願いします！

　いつもいつも可愛くてカッコイイキャラを描えがいてくれた、イラストの夕ゆ仁にさん！　毎回どんなキャラにどんな服を着せようかと考えるのが楽しかったです！　それも夕仁さんの絵があっての事！

　そしてネタに困る俺をニヤニヤと見守ってくれるヨメ！　いかにしてカグラを可愛く書けるか教えてくれて感謝してます！

　さらにもうすぐ小学校に上がるムスメ！　俺の影えい響きようのせいか、プリキュアより仮面ライダーの方が好きになってしまって、申し訳ないやら嬉うれしいやら。

　そしてこの本に関わってくれた、全ての人たちへ！

　本当にありがとうございます！




　……最後にひとつだけ言わせて欲しい。

　二ページ以上あとがき書いたの、最終巻が最初ってどういう事だよ！




　それでは、また次回作でお会いしましょう！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでしたっ！





田口　仙年堂　　
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